
第
1
5
2
号　

2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み　

〜
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
〜

一
般
財
団
法
人　

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー

ISSN 0285-0486

2024.10

  vol.

152

建 設 人 材 のスキルアップ！！

 『2024年問題への取組み』
  ～いま地方公共団体に求められること～
 『 『 『
  ～いま地方公共団体に求められること～  ～いま地方公共団体に求められること～  ～いま地方公共団体に求められること～

特集



時代に即した教科目と充実した講師陣
スキルアップに加え相互啓発効果
国・地方公共団体・民間が積極的に研修を利活用
WEB研修の積極的導入

ここがポイント！

センター研修のご案内

一般財団法人全国建設研修センターは、昭和37年地方公共団体職員の技術力向上を主目的として全国知事会
の出捐により設立されました。その後、民間建設技術者を対象とした研修も発足させ、研修の強化・拡充を図り、
設立以来、全国から23万人の方々が受講され、研修機関として厚い信頼をいただいています。
当センターの研修は、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会の後援、また多くの民間団体との共催・
後援を得て実施しています。

－設立以来、全国から23万人の方々が受講－半世紀を超える実績

目的、教科目に応じて「事業監理」「施工管理」「土質・地質」「防災」「トンネル」「土地・用地」「河川・ダム」
「砂防・海岸」「道路」「橋梁」「都市」「建築」「住宅」の13部門を設定し、107コースをご用意しています。

－多様なニーズに即した実践研修－令和6年度の研修

1． はじめての土木 －施工がわかるイラスト土木入門－
2． 道路構造物維持管理
3．景観形成の理論と実践 －景観形成の方法論とコンペ・プロポ等の効果的な実施・運用方法－
※本誌p60・p61に「令和6年度　研修計画一覧」を掲載

＜新規コース＞

● 基本的な内容から詳細な内容まで、体系的に幅広く学ぶこ
とができた。

● 社会人になると基礎的なところから学べる機会が少なくな
るため、このような研修は非常にためになりました。

● グループ討議では、様々な意見交換ができ、各自治体での
考えや取り組みを聞けて、とても参考になりました。

● WEB研修の通信環境は良く、動画の状態等も特に問題は
なかった。

● チャットでの質問にも回答がいただけて非常に良かった。

● オンデマンド研修は、メモを取りたい時や、不明点を調べ
たい時に一時停止ができ、もう一度解説を聞きたい時も巻
き戻しができて、理解度をさらに高めることができました。

研修受講者の声

■お問合せ先
一般財団法人 全国建設研修センター　研修局
〒187-8540 東京都小平市喜平町2-1-2
TEL：042-324-5315　FAX：042-322-5296
URL：https://www.jctc.jp/training/

　当センターの研修は、研修内容に応じて「建設コンサル
タンツ協会」「全国土木施工管理技士会連合会」「日本都市
計画学会」「土木学会」「日本補償コンサルタント協会」等
におけるCPD単位取得対象プログラムとして認定され、多
くの方々にご利用いただいています。

継続教育（CPD）



表紙写真：インターロッキングブロックを歩道に設置する工事（青森県八戸市建設部）
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巻頭言

4	 ポスト働き方改革時代における建設技術者のあり方とは
� 東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻 教授 堀田 昌英
トピック

6	 「第三次・担い手3法」（建設業法・入契法・品確法の一体的改正）
� 国土交通省 不動産・建設経済局 建設業課
論　稿

11	 2024年問題に係る取組みと課題
� 一般社団法人日本建設業連合会 総合調整グループ 杉山 晴彦

16	 働き方改革で変わる今後の建設業
� 厚生労働省労働基準局労働条件政策課労働時間特別対策室　特別対策係長 本安 貴登

20	 �直轄土木工事における働き方改革の強力な推進について
� 国土交通省 大臣官房 技術調査課

24	 働き方改革に関する建設業の現状と課題
～全国建設業協会の取組み～

� 一般社団法人 全国建設業協会 労働部係長 吉田 隼三
事　例

28	 �北海道における建設産業の現状と	
担い手確保等の取組みについて

� 北海道庁建設部 建設政策局 建設管理課

32	 �働き方改革と担い手確保の両立のために
～大林組の施策を例に～

� 株式会社大林組 土木本部 本部長室 部長 川上 季伸

36	 �業界として職業として、そして企業として選ばれる会社に
～地方発信　働き方改革～

� 株式会社前原土建 専務取締役 前原 一貴

40	 建設コンサルタント業界に見る現状と今後の課題
� 株式会社三水コンサルタント 代表取締役社長 山﨑 義広
研修講師経験者が語る

44	 建設業界の働き方改革における法的な注意点について
� 大森法律事務所 弁護士　公共建築プロジェクトマネジメント研修・建築確認実務研修講師 大森 有理

48	「働き方改革」により、更に魅力ある土木業界へ
� 鹿島建設株式会社 土木管理本部 土木工務部 インフラ更新グループ 土木施工管理研修講師  江上 　眞

	

54 監理技術者からのメッセージ
現場で活躍する監理技術者～監理技術者講習を活かして～
� 労働安全コンサルタント 近藤事務所 代表 近藤 清二（元五洋建設㈱）

56 活躍する女性技術者
土木技術者としてのあゆみとやりがい
� 加賀市 建設部 土木課 坂本 莉子

58 業務案内
土木の絵本シリーズ（53）／「私たちの暮らしと土木」DVD／
研修計画一覧／技術検定のご案内／スキルアップ講習「監理
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堀田　昌英

ポスト働き方改革時代における
建設技術者のあり方とは

二
〇
二
四
年
四
月
よ
り
建
設
業
に
お
い
て

働
き
⽅
改
⾰
関
連
法
に
基
づ
く
時
間
外
労
働

の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
導
⼊
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
同
年
六
月
通
常
国
会
に
お
い
て
、
建

設
業
法
、
入
契
法
、
品
確
法
―
い
わ
ゆ
る
担

い
手
3
法
―
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
二

つ
の
変
革
は
、
現
在
の
公
共
工
事
の
あ
り
方

を
巡
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
あ
り
方
を
大
き

く
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
工
事
の
発
注
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、

自
ら
の
発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
行
い
、
直

接
契
約
の
相
手
方
と
な
る
元
請
企
業
の
工

事
・
業
務
等
の
成
果
物
に
関
す
る
品
質
を
確

保
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
事
業
を
行
う
際

の
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
下
請
け
事

業
者
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取

引
、
す
な
わ
ち｢

プ
ロ
セ
ス｣
が
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
大
き
な
責
任
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。
従
前
工
事
契
約
に
お
い
て
は

請
負
契
約
の
性
質
上
、
発
注
者
が
現
場
で
作

業
に
従
事
す
る
技
能
者
の
働
き
方
に
つ
い
て

管
理
す
る
事
項
は
、
品
質
管
理
や
労
働
安
全

衛
生
な
ど
特
定
の
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。
例
え
ば
技
能
者
に
支
払
わ
れ
る

労
務
費
や
労
働
時
間
、物
的
労
働
生
産
性（
歩

掛
り
）
等
に
つ
い
て
、
直
接
情
報
を
記
録
・

管
理
し
た
り
、
評
価
・
是
正
す
る
義
務
も
権

限
も
発
注
者
は
基
本
的
に
有
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
代
わ
り
に
第
一
義
的
な
責
任
は
受
注

者
、特
に
元
請
事
業
者
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。

担
い
手
3
法
の
改
正
の
歴
史
は
、
少
な
く

と
も
公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
工
事
従
事
者

一
人
一
人
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
受
注
者
も

発
注
者
も
担
う
べ
き
責
務
が
共
に
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
て
き
た
取
組
み
と
も
い
え
る
。

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
、
二
〇
一
九

（
令
和
元
）年
、そ
し
て
今
回
の
改
正
を
経
て
、

品
確
法
に
関
連
す
る
文
言
に
は
左
記
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

⃝
�「

公
共
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の
賃
金
、

労
働
時
間
、
休
日
そ
の
他
の
労
働
条
件
、

安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
適
正
な

整
備
に
つ
い
て
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
第
三
条
（
基
本
理
念
））

⃝
�（

発
注
者
が
）「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

担
い
手
が
中
長
期
的
に
育
成
さ
れ
及
び
確

保
さ
れ
る
た
め
の
適
正
な
利
潤
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
態
等
を
的
確

に
反
映
し
た
積
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
こ
と
。」（
第

七
条
（
発
注
者
の
責
務
））

⃝
�（

受
注
者
が
）「
下
請
契
約
を
締
結
す
る
と

き
は
、下
請
負
人
に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、

技
能
労
働
者
等
の
賃
金
、
労
働
時
間
、
休

日
そ
の
他
の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の

他
の
労
働
環
境
が
適
正
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
下
請
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」（
第
八
条
（
受
注
者
等
の
責
務
）

⃝
�「

発
注
者
は
、
下
請
業
者
へ
の
賃
金
の
支
払

い
や
適
正
な
労
働
時
間
確
保
に
関
し
、
そ

の
実
態
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
。」（
令

和
二
年
一
月
三
十
日
改
正　

発
注
関
係
事

務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
Ⅱ
．
1
－
3
）

さ
ら
に
、
今
般
の
建
設
業
法
改
正
に
お
い

て
は
、
長
時
間
労
働
の
原
因
と
な
る
無
理
な

工
期
を
規
制
す
る
施
策
が
強
化
さ
れ
、
著
し

く
短
い
工
期
に
よ
る
契
約
締
結
を
こ
れ
ま
で

の
発
注
者
に
加
え
、
受
注
者
に
も
禁
止
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
従
来
契
約
締
結
後

に
資
材
価
格
等
が
高
騰
し
た
場
合
に
、
下
請

事
業
者
の
労
務
費
に
し
わ
寄
せ
が
生
じ
る
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
般
の

法
改
正
に
よ
っ
て
労
務
費
を
原
資
と
し
た
競

争
そ
れ
自
体
を
市
場
か
ら
な
く
す
た
め
の
仕

組
み
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
標
準
労

務
費
と
い
う
新
し
い
基
準
を
定
め
、
そ
の
水

準
を
著
し
く
下
回
る
よ
う
な
労
務
費
の
支
払

い
に
つ
い
て
は
廉
売
行
為
と
し
て
こ
れ
を
規

制
し
、
公
共
工
事
、
民
間
工
事
を
問
わ
ず
国

が
支
払
い
実
態
を
調
査
し
た
上
で
是
正
す
べ
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き
事
案
に
対
し
て
指
導
監
督
を
行
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
本
措
置
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
に
国
交
省
は
労
働
基
準
監
督
署
と
連
携
し

つ
つ
建
設
Ｇ
メ
ン
と
称
さ
れ
る
調
査
を
強
化

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
公
共
工
事
に
お
い

て
は
発
注
者
が
直
接
建
設
工
事
の
労
働
実
態

に
つ
い
て
関
与
・
管
理
す
る
法
的
根
拠
が
一

層
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
公

共
発
注
者
は
下
請
け
事
業
者
を
含
む
技
術

者
・
技
能
者
へ
の
賃
金
支
払
い
が
適
切
に
な

さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
品
確
法
を
通
し
て
確

認
す
る
義
務
が
付
さ
れ
、
事
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
に
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
い

る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
と
理
解
し
た
⽅
が

分
か
り
や
す
い
。

発
注
者
、受
注
者（
元
請
企
業
、下
請
企
業
）

を
問
わ
ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
上
位
に

位
置
す
る
事
業
者
が
よ
り
下
位
に
位
置
す
る

事
業
者
の
取
引
網
全
体
に
対
し
て
社
会
的
責

任
を
有
す
る
と
い
う
考
え
⽅
は
、
既
に
国
際

規
範
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
同
様
の
原
則
に
則
っ
た
調
達
基

準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
運
用
し
た
例

と
し
て
、東
京
都
が
二
〇
二
四
年
七
月
に
「
東

京
都
社
会
的
責
任
調
達
指
針
」
を
策
定
す
る

な
ど
の
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

二
〇
二
四
年
四
月
の
働
き
⽅
改
⾰
に
つ
い

て
も
、
受
発
注
者
間
の
連
携
、
と
り
わ
け
建

設
現
場
の
労
務
管
理
に
直
接
責
任
を
有
す
る

元
請
企
業
と
発
注
者
の
連
携
の
必
要
性
が
近

年
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
土
木
学
会
で
は

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
に
「
二
〇
二
四

年
働
き
⽅
改
⾰
に
関
す
る
特
別
小
委
員
会
」

を
設
置
し
、
二
〇
二
四
年
一
月
に
提
言
を
公

表
し
た
。
同
提
言
は
、
い
わ
ゆ
る
二
〇
二
四

年
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
施
工
者
に
よ

る
個
社
の
取
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
発
注

者
・
設
計
者
・
施
工
者
を
は
じ
め
と
す
る
全

て
の
関
係
主
体
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
、

実
例
の
調
査
結
果
を
基
に
述
べ
て
い
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
時
間
外
労
働
の
大
き

な
要
因
と
し
て
、
受
発
注
者
間
で
取
り
交
わ

す
書
類
の
作
成
に
要
す
る
時
間
が
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
書
類
削
減
や

書
類
作
成
に
要
す
る
時
間
を
工
期
に
算
定
す

る
取
組
み
が
各
地
で
進
ん
で
い
る
。
国
土
交

通
省
発
注
工
事
で
行
わ
れ
て
い
る
発
注
者
・

設
計
者
・
施
工
者
の
三
者
会
議
や
品
質
確
保

調
整
会
議
は
、
各
主
体
が
想
定
す
る
工
期
・

工
程
を
事
前
に
よ
く
擦
り
合
わ
せ
、
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
工
程
の
手
戻
り

を
少
な
く
し
よ
う
と
い
う
取
組
み
と
い
え

る
。こ
れ
ら
の
取
組
み
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

書
類
が
増
え
る
元
々
の
理
由
、
す
な
わ
ち
や

り
取
り
さ
れ
る
情
報
の
確
度
や
信
頼
度
、
双

⽅
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
熟
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
は
要
求
さ
れ

て
い
な
い
副
次
的
な
書
類
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。例
え
ば
日
々

の
出
来
高
や
管
理
指
標
の
計
測
値
を
自
動
的

に
、
か
つ
改
竄
で
き
な
い
形
で
常
時
受
発
注

者
間
で
共
有
し
て
い
れ
ば
、
確
認
に
必
要
な

書
類
や
手
続
き
自
体
を
圧
倒
的
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。

受
発
注
者
が
現
場
の
施
工
実
態
を
高
い
精

度
で
見
え
る
化
で
き
る
建
設
生
産
・
管
理
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
得
ら
れ
た
情
報
を
用

い
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
適
正
化
・

最
適
化
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。右
記
小
委
員
会
の
提
言
で
は
、

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
⽅
そ
れ
自
体
を

進
化
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
謳
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
、
品
質
、
コ
ス
ト
、
工
期
、

安
全
、環
境
と
い
っ
た
管
理
指
標
に
加
え
て
、

「
働
き
⽅
」
を
主
要
な
管
理
対
象
に
位
置
付

け
る
体
系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
〇

二
四
年
を
経
た
今
後
の
技
術
者
に
求
め
ら
れ

る
新
た
な
素
養
と
し
て
、
定
着
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
。

ほりた・まさひで

東京大学大学院　工学系研究科　社会基盤学専攻　教授
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1
．は
じ
め
に

建
設
業
は
、
社
会
資
本
の
整
備
・
管
理
の

担
い
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け

る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
国
民
生
活
や

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
他
産
業
と
比

較
し
て
厳
し
い
就
労
条
件
を
背
景
に
就
業
者

の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
現
場
の
急
速
な
高

齢
化
と
若
年
層
の
減
少
も
同
時
に
進
ん
で
い

ま
す
（
図
1
）。
建
設
業
が
そ
の
重
要
な
役

割
を
将
来
に
わ
た
っ
て
果
た
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
処
遇
改
善
、

価
格
転
嫁
、
働
き
方
改
革
と
い
っ
た
取
組
み

の
強
化
と
同
時
に
、
適
切
な
入
札
条
件
で
の

発
注
な
ど
に
よ
る
地
域
建
設
業
等
の
維
持

や
、
新
技
術
の
開
発
推
進
に
よ
る
生
産
性
向

上
の
取
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
中
央
建
設

業
審
議
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
基
本
問
題
小

委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
五
月
か
ら
九
月
ま

で
の
間
に
計
五
回
の
審
議
が
行
わ
れ
、
早
急

に
講
ず
べ
き
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
「
中
間

取
り
ま
と
め
」
が
策
定
さ
れ
、
法
律
の
改
正

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
「
建
設
業
法
及
び

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
九
号
。以
下「
建

※
１

トピック

図1　建設業就業者数等の推移

「第三次・担い手3法」
（建設業法・入契法・品確法の一体的改正）

国土交通省
不動産・建設経済局�建設業課
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集

設
業
法
・
入
契
法
改
正
法
」
と
い
う
。）
に

よ
り
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
（
建
設
業
法
・
入

契
法
改
正
法
は
令
和
六
年
六
月
十
四
日
に
公

布
）。ま

た
、
公
共
工
事
か
ら
の
取
組
み
を
加
速

化
す
べ
く
、
第
二
百
十
三
回
通
常
国
会
に
お

い
て
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
提
出
法
と

し
て
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令

和
六
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
品
確
法

等
改
正
法
」
と
い
う
。）
が
同
じ
く
法
制
化

さ
れ
ま
し
た
（
品
確
法
等
改
正
法
は
令
和
六

年
六
月
十
九
日
に
公
布
）。

こ
れ
ら
に
よ
り
建
設
業
法
・
入
契
法
・
品

確
法
の
3
法
を
一
体
的
に
改
正
し
（
第
三

次
・
担
い
手
3
法
）、
①
担
い
手
確
保　

②

生
産
性
向
上　

③
地
域
に
お
け
る
対
応
力
強

化　

の
三
点
を
柱
に
、
魅
力
あ
る
建
設
業
の

実
現
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す

（
図
2
）。

※
1
…
建
設
業
法
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ
た
組

織
で
、
発
注
者
（
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
）・
受
注
者
（
建

設
業
者
）・
学
識
者
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
会

議
体
。

2
．建
設
業
法
・
入
契
法
改
正

法
に
つ
い
て

（
1
）
労
働
者
の
処
遇
改
善

労
働
者
数
の
継
続
的
な
減
少
に
加
え
、
現

場
の
急
速
な
高
齢
化
と
若
年
層
の
減
少
が
進

ん
で
い
る
建
設
業
に
お
い
て
は
、
若
手
の
入

職
促
進
に
よ
る
将
来
の
担
い
手
の
確
保
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
と
さ
れ
る
技
能
や

厳
し
い
労
働
環
境
に
相
応
し
い
賃
金
引
上
げ

な
ど
を
含
め
た
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
令
和
六
年
三

月
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
や
建
設
業
団
体
出

席
の
下
「
建
設
業
団
体
と
の
賃
上
げ
等
に
関

す
る
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
、
国
土
交

通
大
臣
と
建
設
業
団
体
と
の
間
で
技
能
労
働

者
の
賃
金
が「
五
％
を
十
分
に
上
回
る
上
昇
」

と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
申
し
合

わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
六
年
三
月

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
は
前
年
度
比
で
五
・
九
％
の
引
上
げ
と

な
り
、
令
和
五
年
度
ま
で
十
二
年
連
続
の
引

上
げ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
が
現

場
労
働
者
の
賃
上
げ
に
結
び
付
き
、
ま
た
次

の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
に
つ

な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

図2　第三次・担い手3法の概要
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必
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、建
設
工
事
に
お
い
て
は
、

材
料
費
等
の
削
減
よ
り
も
技
能
労
働
者
の
労

務
費
等
の
削
減
の
方
が
容
易
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
建
設
業
者
が
価
格
競
争
の
た
め
に
労
務

費
分
を
削
っ
た
り
、
資
材
の
高
騰
分
を
労
務

費
の
減
額
に
よ
っ
て
補
填
し
た
り
す
る
な

ど
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
を
適
切
に
考
慮
し

な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。

労
務
費
は
適
正
な
相
場
観
が
不
明
確
で
あ

る
た
め
に
、
そ
の
減
額
に
対
す
る
抑
止
力
が

働
き
に
く
い
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
労
務
費
を
減
額
し
た
こ
と
に
よ
る

低
廉
な
請
負
代
金
の
契
約
が
横
行
す
れ
ば
、

処
遇
改
善
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
建
設

業
者
に
お
い
て
も
受
注
機
会
を
確
保
す
る
た

め
に
価
格
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
、
適
正
な
競
争
に
基
づ
く
建
設
業
の
健
全

な
発
達
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
建
設
業
法・入
契
法
改
正
法
で
は
、

学
識
者
・
受
注
者
・
発
注
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
公
平
中
立
な
機
関
と
し
て
の
立
場
に
あ
る

中
央
建
設
業
審
議
会
が
「
建
設
工
事
の
労
務

費
に
関
す
る
基
準
」
を
示
す
こ
と
と
し
、
こ

れ
を
著
し
く
下
回
る
よ
う
な
積
算
見
積
り
や

請
負
契
約
を
下
請
取
引
も
含
め
て
禁
止
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
受
注
者
に
よ
る
著
し
く
低

い
労
務
費
を
前
提
と
し
た
見
積
り
提
出
や
、

注
文
者
に
よ
る
著
し
く
低
い
労
務
費
に
な
る

よ
う
な
見
積
り
変
更
依
頼
を
禁
止
し
、
こ
れ

に
違
反
し
て
契
約
し
た
発
注
者
に
対
し
て

は
、
国
土
交
通
大
臣
あ
る
い
は
都
道
府
県
知

事
か
ら
必
要
な
勧
告
・
公
表
が
で
き
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
著
し
く
低
い
労
務
費

等
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
た
受
注
者
に
対

し
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
あ
る
い
は
都
道
府

県
知
事
か
ら
指
示
等
の
処
分
が
で
き
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
発
注
者
、

元
請
、
下
請
と
段
階
を
経
て
も
、
適
正
な
労

務
費
の
確
保
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

（
図
3
）。

さ
ら
に
、
適
正
な
労
務
費
が
確
保
で
き
て

い
た
と
し
て
も
、
材
料
費
や
法
定
福
利
費
と

い
っ
た
他
の
経
費
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は

適
正
な
工
事
の
施
工
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な

り
ま
す
の
で
、
受
注
者
の
発
意
に
よ
る
総
価

で
の
原
価
割
れ
契
約
の
締
結
（
ダ
ン
ピ
ン
グ
）

に
つ
い
て
も
禁
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
一
年
六

ヶ
月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
2
）
労
務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止

資
材
価
格
の
高
騰
や
資
材
不
足
と
い
っ
た

個
々
の
工
事
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
分
担
方
法

は
、
個
々
の
工
事
請
負
契
約
の
内
容
に
基
づ

い
て
契
約
当
事
者
間
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
適
切
に
分
担
が

さ
れ
ず
受
注
者
に
リ
ス
ク
の
負
担
が
偏
る
こ

と
で
、
契
約
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
当
該
工

事
の
下
請
業
者
な
ど
も
含
め
た
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
全
体
に
対
し
て
、
経
営
の
悪
化
や
施

工
不
良
の
発
生
と
い
っ
た
悪
影
響
を
及
ぼ
す

ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
請
負
契

約
の
変
更
に
関
す
る
条
項
す
ら
契
約
書
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
数
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、資

材
高
騰
に
伴
う
価
格
転
嫁
が
円
滑
に
行
わ
れ

な
い
こ
と
で
、
足
り
な
い
分
が
労
務
費
に
し

わ
寄
せ
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
2
…
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
建
設
業
法
・

入
契
法
改
正
法
で
は
、
建
設
業
者
が
安
心
し

て
請
負
契
約
の
変
更
交
渉
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
資
材
高
騰
に
伴
う
請
負
代
金

等
の
「
変
更
方
法
」
を
契
約
書
の
法
定
記
載

事
項
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
契
約
書
に
お
い
て
請
負
代
金

等
の
変
更
方
法
が
明
確
化
さ
れ
、
価
格
変
更

協
議
が
促
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
資
材
高
騰
分
の
転
嫁
の
協
議
の
円

滑
化
に
よ
り
労
務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
を
防
ぐ

た
め
、
資
材
高
騰
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
請
負
契
約
の
締
結
を
す

る
ま
で
に
受
注
者
か
ら
注
文
者
に
対
し
て
、

資
材
高
騰
等
に
関
す
る
「
お
そ
れ
情
報
」
を

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し

※
２

図4　資材高騰に伴う労務費へのしわ寄せ防止

図3　適正な労務費の行き渡りのイメージ
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 た

。
こ
の
場
合
、
実
際
に
資
材
高
騰
が
生
じ

た
と
き
は
、
受
注
者
か
ら
注
文
者
に
対
し
て

請
負
代
金
の
変
更
に
関
す
る
協
議
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
、
注
文
者
は
当
該
協
議
に
誠

実
に
応
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
り
ま
す（
図
4
）。こ
れ
ら
に
よ
り
、

資
材
高
騰
分
の
転
嫁
の
協
議
が
円
滑
化
さ

れ
、
労
務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
が
防
止
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
六
ヶ
月

以
内
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
3
…
入
契
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
共
発
注
者
は
誠
実
に
契

約
変
更
協
議
に
応
じ
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

（
3
）
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向
上

①
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

建
設
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
賃
金
の
引
上

げ
と
い
っ
た
処
遇
改
善
だ
け
で
な
く
、
働
き

方
の
観
点
か
ら
も
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
、
令
和
五
年
度
に
お

け
る
建
設
業
の
総
労
働
時
間
は
全
産
業
と
比

較
し
て
年
間
六
十
時
間
程
度
長
く
、
週
休
二

日
も
十
分
に
取
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
長
時
間
労
働
の
大
き
な
要
因
は
適

正
な
工
期
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

り
、
著
し
く
短
い
工
期
は
、
建
設
業
者
に
対

し
技
術
的
に
無
理
な
施
工
方
法
・
工
程
の
採

用
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
結
果
と
し

て
手
抜
き
工
事
、
施
工
不
良
、
工
事
現
場
に

お
け
る
不
当
な
長
時
間
労
働
や
労
働
災
害
な

ど
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
、
工
事
の
適
正
な
施

工
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
建
設
業
法
・
入
契
法
改
正
法
で
は
、
長

時
間
労
働
を
是
正
し
、
週
休
二
日
も
確
保
し

て
い
く
た
め
、
受
注
者
の
発
意
に
よ
る
著
し

く
短
い
工
期
に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結
を
禁

止
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
一
年
六
ヶ
月
以

内
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、「
労
務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
」
に

示
し
た
請
負
代
金
の
変
更
協
議
と
同
様
に
、

資
材
の
入
手
困
難
な
ど
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
受
注
者
か
ら
注
文

者
に
対
し
て
関
連
す
る
情
報
を
請
負
契
約
の

締
結
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
実
際
に
資
材

の
入
手
困
難
な
ど
が
生
じ
た
と
き
は
、
受
注

者
か
ら
注
文
者
に
対
し
て
工
期
の
変
更
に
関

す
る
協
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
、
注
文

者
は
当
該
協
議
に
誠
実
に
応
じ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

本
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に

施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
4
…
令
和
元
年
の
建
設
業
法
改
正
に
よ
り
、
既
に
注
文
者

に
対
し
て
は
、
著
し
く
短
い
工
期
に
よ
る
請
負
契
約

の
締
結
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
5
…
特
殊
な
施
工
方
法
な
ど
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
工
期

を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
正
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
に
は
、
本
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
6
…
公
共
発
注
者
は
、
入
契
法
の
改
正
に
よ
り
誠
実
に
契

約
変
更
協
議
に
応
じ
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

②
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

建
設
業
者
は
、
建
設
工
事
を
請
け
負
う
と

き
は
、
そ
の
工
事
現
場
に
お
い
て
、
建
設
工

事
の
施
工
の
技
術
上
の
管
理
を
つ
か
さ
ど
る

主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
（
以
下
「
監

理
技
術
者
等
」
と
い
う
。）
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
公
共
性
の
あ
る
施
設
等
に
関

す
る
重
要
な
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
に

適
正
な
施
工
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
監
理

技
術
者
等
を
専
任
で
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
場
技
術
者
の
高
齢
化
・
退
職
や

入
職
者
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
よ

り
、
必
要
な
監
理
技
術
者
等
が
確
保
で
き
な

い
建
設
業
者
に
と
っ
て
は
、
制
度
が
工
事
の

受
注
の
制
約
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
、
近
年
、
工
事
現
場
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

通
じ
た
工
事
関
係
者
間
に
お
け
る
設
計
図
面

や
現
場
写
真
な
ど
の
共
有
や
、
現
場
作
業
員

が
装
備
す
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
を

通
じ
た
監
理
技
術
者
等
と
の
間
に
お
け
る
工

事
現
場
の
映
像
・
音
声
の
遠
隔
・
リ
ア
ル
タ

イ
ム
共
有
な
ど
）
に
よ
り
施
工
管
理
業
務
の

効
率
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和

四
年
に
は
、
現
場
技
術
者
な
ど
の
常
駐
・
専

任
を
求
め
る
規
制
に
つ
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル

原
則
に
照
ら
し
た
規
制
の
一
括
見
直
し
プ
ラ

ン
」（
令
和
四
年
六
月
三
日
デ
ジ
タ
ル
臨
時

行
政
調
査
会
決
定
）
に
お
い
て
「
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
前
提
と
し
た
見
直
し
を
進
め

る
」
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
建
設
業
法・入
契
法
改
正
法
で
は
、

こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
条
件
に
、
監
理

技
術
者
等
の
専
任
規
制
を
合
理
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
映
像
・
音

声
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
達
で
き
る
通
信
機

器
を
活
用
し
、
か
つ
、
一
定
の
規
模
・
移
動

時
間
以
下
に
工
事
現
場
が
あ
る
等
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
で
、
工
事
現
場
外
に
い
る
監
理

技
術
者
等
が
平
時
は
も
と
よ
り
事
故
・
災
害

の
発
生
時
に
お
い
て
も
工
事
現
場
の
状
況
の

確
認
・
必
要
な
技
術
的
指
示
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、
監
理
技
術
者
等
が
複

数
の
工
事
現
場
を
兼
任
で
き
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
公
布
日
か
ら
六
ヶ
月
以

内
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
３

※
４
・
５

※
６
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3
．品
確
法
等
改
正
法
に
つ
い
て

（
1
）
労
働
者
の
処
遇
改
善

国
は
、
公
共
工
事
の
実
施
者
に
対
し
て
労

務
費
等
を
含
む
適
正
な
額
の
請
負
代
金
が
支

払
わ
れ
、
そ
の
従
事
者
に
適
正
な
賃
金
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
、
請
負
契
約
の
状
況
及
び
処

遇
確
保
の
措
置
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
公
共
工
事
等
の
受
注

者
は
、
労
働
者
の
能
力
に
応
じ
た
適
切
な
処

遇
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）
労
務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止

労
務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
を
防
止
す
る
た

め
、
発
注
者
の
責
務
と
し
て
ス
ラ
イ
ド
条
項

の
設
定
や
そ
の
運
用
基
準
の
策
定
、
そ
し
て

価
格
変
動
時
の
適
切
な
契
約
変
更
が
規
定
さ

れ
ま
し
た
。

（
3
）
働
き
方
改
革
・
環
境
整
備

国
は
、
公
共
工
事
の
従
事
者
に
対
し
て
適

切
に
休
日
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
休
日
付
与

の
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
施
策
の
策
定
及
び
実

施
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
担
い

手
の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
の
た
め
、

職
業
訓
練
法
人
等
に
対
す
る
支
援
や
、
工
業

高
校
と
建
設
業
者
団
体
等
と
の
間
の
連
携
の

促
進
、
外
国
人
等
を
含
む
多
様
な
人
材
の
確

保
等
に
必
要
な
環
境
の
整
備
の
促
進
な
ど
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
の
建
設
業
者
団
体
等
と
連
携
し
た
広

報
・
啓
発
活
動
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
は
、
公
共
工
事
に
関
す
る
調

査
等
の
資
格
の
評
価
や
制
度
運
用
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
関

連
し
て
、
測
量
士
等
の
資
格
の
在
り
方
の
検

討
、
当
該
資
格
や
そ
の
養
成
施
設
の
要
件
の

柔
軟
化
な
ど
と
い
っ
た
測
量
業
の
担
い
手
の

確
保
を
目
的
と
し
た
測
量
法
の
改
正
が
同
時

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
4
）
生
産
性
向
上

基
本
理
念
と
し
て
、
調
査
、
施
工
及
び
維

持
管
理
の
各
段
階
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
適
切

な
引
継
ぎ
を
含
む
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を

通
じ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
配
慮
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
国
は
、
公
共
工
事
等
に
関
す
る

技
術
の
研
究
機
関
の
機
能
強
化
、
研
究
開
発

及
び
そ
の
成
果
の
普
及
・
実
用
化
の
中
長
期

に
わ
た
る
安
定
的
な
推
進
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

（
5
）
地
域
建
設
業
等
の
維
持

地
域
建
設
業
等
の
維
持
の
た
め
に
は
そ
の

受
注
機
会
の
確
保
が
重
要
で
す
。こ
の
た
め
、

発
注
者
の
責
務
に
、地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

競
争
参
加
資
格
や
発
注
規
模
等
の
入
札
に
関

す
る
事
項
を
適
切
に
定
め
る
こ
と
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
災
害
応
急
対

策
工
事
等
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
発
注
者
は
、
被
害
状
況

の
把
握
に
必
要
な
知
識
・
経
験
を
持
つ
者
の

活
用
や
、
復
旧
・
復
興
Ｊ
Ｖ
の
活
用
な
ど
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
受
注
者
は
当

該
工
事
等
の
従
事
者
の
業
務
上
の
負
傷
等
に

対
す
る
補
償
や
第
三
者
に
加
え
た
損
害
の
賠

償
に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め
の
適
切

な
保
険
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
努
め
る
と
さ

れ
、
発
注
者
は
、
そ
の
保
険
契
約
の
保
険
料

を
反
映
し
た
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定
に
努

め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
6
）
公
共
発
注
体
制
強
化

特
に
市
区
町
村
な
ど
の
発
注
関
係
事
務
を

担
う
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、
講
習
会
の
開
催

や
実
施
す
る
研
修
へ
の
職
員
の
受
入
れ
、
民

間
団
体
に
よ
る
研
修
の
活
用
の
促
進
な
ど
を

通
じ
て
、
発
注
を
担
う
職
員
の
育
成
支
援
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、国
は
、

各
発
注
者
の
発
注
関
係
事
務
の
実
施
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
う
と
と

も
に
、
必
要
な
助
言
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
発
注
者
は
、
公
共
工
事
の
目

的
物
の
維
持
管
理
を
広
域
的
・
包
括
的
に
行

う
場
合
の
連
携
体
制
の
構
築
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

関
連
し
て
、入
札
契
約
適
正
化
指
針
に
は
、

入
札
契
約
の
適
正
化
に
関
す
る
事
務
を
適
切

に
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す

る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
同
指
針

に
即
し
た
措
置
の
実
施
を
発
注
者
に
助
言
・

勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

4
．お
わ
り
に

今
回
の
改
正
に
よ
る
措
置
を
通
じ
、
建
設

業
に
お
け
る
処
遇
改
善
、
働
き
方
改
革
及
び

生
産
性
向
上
に
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、建
設
業
が
持
続
可
能
、か
つ
新
4
Ｋ
「
給

与
が
良
く
、休
暇
が
取
れ
、希
望
が
持
て
る
」

そ
し
て
「
か
っ
こ
い
い
」
魅
力
的
な
産
業
と

な
る
よ
う
、
業
界
の
み
な
さ
ま
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

10



『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集

二
〇
二
四
年
問
題
に
係
る
取
組
み
と
課
題

二
〇
一
七
年
三
月
に
政
府
が
決
定
し
た

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
に
よ
り
、本
（
二

〇
二
四
）
年
四
月
か
ら
、
罰
則
付
き
の
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
（
以
下
「
二
〇
二
四
年

問
題
」
と
い
う
。）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
（
以

下
「
日
建
連
」
と
い
う
。）
で
は
、
二
〇
一

七
年
九
月
に
「
時
間
外
労
働
の
適
正
化
に
向

け
た
自
主
規
制
目
標
」
や
「
週
休
二
日
実
現

行
動
計
画
」
等
を
柱
と
す
る
「
働
き
方
改
革

推
進
の
基
本
方
針
」
を
定
め
、
働
き
方
改
革

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

本
稿
で
は
、こ
れ
ら
取
組
み
の
一
部
と
併
せ
、

今
後
の
展
望・課
題
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。

1
．二
〇
二
四
年
問
題
に
対
す

る
取
組
方
針

（
1
）
時
間
外
労
働
の
適
正
化
に
向
け

た
自
主
規
制
の
試
行

日
建
連
で
は
、
二
〇
二
四
年
問
題
対
応
の

た
め
、
二
〇
一
七
年
九
月
に
「
時
間
外
労
働

の
適
正
化
に
向
け
た
自
主
規
制
の
試
行
に
つ

い
て
」
を
理
事
会
に
て
決
定
し
た
。
日
建
連

会
員
企
業
は
、
改
正
法
が
適
用
さ
れ
る
ま
で

の
間
に
時
間
外
労
働
の
削
減
に
段
階
的
に
取

り
組
み
、
法
適
用
へ
の
円
滑
な
対
応
を
図
る

こ
と
と
し
、
以
下
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

①
本
自
主
規
制
に
沿
っ
て
時
間
外
労
働
の
削

減
に
向
け
た
段
階
的
な
改
善
目
標
を
定

め
、
社
内
体
制
の
整
備
や
社
員
の
意
識
改

革
を
進
め
る
。

②
目
標
の
達
成
度
を
毎
年
度
確
認
し
、
達
成

度
が
不
十
分
な
場
合
は
、
さ
ら
な
る
改
善

方
策
を
検
討
し
、
実
施
す
る
。

③
本
自
主
規
制
に
準
じ
た
取
組
み
を
行
う
よ

う
、
下
請
企
業
に
対
し
て
も
要
請
す
る
。

こ
の
際
に
定
め
た
時
間
外
労
働
の
改
善
目

標
で
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
は
各
会
員

企
業
の
自
主
的
な
取
組
み
に
委
ね
る
こ
と
と

杉
山　

晴
彦

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会

総
合
調
整
グ
ル
ー
プ

図１　自主規制目標

2019.4～

2023.4～
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し
、
二
〇
一
九
年
四
月
以
降
は
図
1
上
段
の

と
お
り
の
目
標
を
定
め
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
は
「
時
間

外
労
働
削
減
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
決
定
し
、

上
記
自
主
規
制
目
標
の
前
倒
し
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
は
、
上
限
規
制
適
用
の
前
年

度
で
あ
る
二
〇
二
三
年
度
を
試
行
期
間
と
定

め
、
二
〇
二
三
年
度
の
目
標
を
改
正
法
（
特

例
）
と
同
等
の
条
件
に
改
定
す
る
も
の
で
あ

る
（
図
1
下
段
）。

こ
の
自
主
規
制
の
設
定
に
準
じ
る
形
で
、

多
く
の
会
員
企
業
が
本
格
的
に
労
働
時
間
管

理
へ
の
取
組
み
を
開
始
し
た
。
特
に
、
そ
れ

ま
で
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
目
標
管
理
を
し

て
こ
な
か
っ
た
会
員
企
業
に
つ
い
て
も
、
日

建
連
の
設
定
し
た
自
主
規
制
目
標
を
社
内
目

標
と
す
る
事
例
も
多
く
、
意
識
付
け
と
い
う

点
で
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

（
2
）�

自
主
規
制
に
よ
り
見
え
て
き
た

二
〇
二
四
年
問
題
の
課
題

前
提
と
し
て
、
建
設
業
界
は
他
産
業
と
比

較
し
て
労
働
時
間
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
建

設
業
界
は
、二
〇
二
四
年
問
題
対
応
に
よ
り
、

労
働
時
間
を
さ
ら
に
減
少
さ
せ
、
他
産
業
水

準
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
当
座
の
目
標
と
な
り

え
る
が
、
図
2
の
と
お
り
、
建
設
業
界
の
総

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
自
主
規
制
を
は
じ

め
と
し
た
取
組
み
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
全
産
業
平
均
と
比
べ
る
と
依
然
労

働
時
間
が
多
い
。

日
建
連
で
は
、
二
〇
二
三
年
度
に
会
員
企

業
に
対
し
て
自
主
規
制
達
成
の
状
況
と
そ
の

阻
害
要
因
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
図
3
の
と
お
り
、
阻
害
要
因
と
し
て

人
員
不
足
を
挙
げ
る
会
社
が
最
も
多
か
っ
た

も
の
の
、
二
～
四
番
目
は
受
注
工
期
を
は
じ

め
と
す
る
発
注
者
対
応
に
関
す
る
問
題
で
あ

っ
た
。

当
該
結
果
に
よ
り
、
二
〇
二
四
年
問
題
に

つ
い
て
建
設
業
界
が
特
に
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
①
生
産
性
の
向

上 

②
将
来
の
担
い
手
確
保 

③
適
正
な
工
期

の
確
保 

が
浮
上
し
た
。

2
．�二
〇
二
四
年
問
題
に
係
る

取
組
み
と
課
題

（
1
）
生
産
性
の
向
上

公
知
の
と
お
り
、
我
が
国
の
人
口
動
態
は

少
子
高
齢
化
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
建
設

業
界
に
関
し
て
は
、
従
事
者
の
過
半
数
が
五

十
歳
以
上
と
い
う
高
い
高
齢
化
状
態
に
あ

る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
世
代
が
引
退
し
、
大

量
離
職
が
発
生
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

生
産
性
の
向
上
は
必
須
か
つ
急
務
で
あ
る
。

日
建
連
で
は
、
二
〇
一
五
年
に
策
定
し
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
二
〇
二
五
年
度

ま
で
に
「
三
十
五
万
人
（
十
％
）
の
省
人
化
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
建
設
業
界
が
一
丸
と

な
っ
て
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
指

針
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
「
生
産
性

向
上
推
進
要
綱
」
を
策
定
し
た
。

二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
五
年
度
ま
で
の

十
年
間
の
う
ち
、
本
要
綱
は
、
二
〇
二
〇
年

度
ま
で
の
前
期
五
年
間
を
対
象
と
し
て
い

た
。
二
〇
二
一
年
十
月
に
前
期
五
年
間
を
総

括
し
、「
二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
十
％
の
生

産
性
向
上
」
と
い
う
当
初
の
目
標
を
二
〇
二

〇
年
度
時
点
で
ほ
ぼ
達
成
し
た
こ
と
を
確
認

し
た
（
図
4
）。

そ
し
て
、
今
後
予
想
さ
れ
る
建
設
技
能
者

減
少
の
対
応
と
働
き
方
改
革
の
取
組
み
加
速

の
た
め
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
の
後
期
五
年

図2　総労働時間の推移

図３　自主規制の阻害要因
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 間

に
つ
い
て
、「
二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
二

〇
二
〇
年
度
比
で
十
％
の
生
産
性
向
上
」
と

い
う
新
た
な
目
標
を
設
定
の
う
え
、
日
建
連

会
員
企
業
の
取
組
み
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
共
有
し
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
二
四
年
四
月
に
国
土
交
通
省

が
公
表
し
た
「i-Construction�2.0
」
に
お

い
て
、
二
〇
四
〇
年
度
ま
で
に
建
設
現
場
の

省
人
化
を
少
な
く
と
も
三
割
、
す
な
わ
ち
生

産
性
を
一
・
五
倍
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
施
工
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
」、「
デ
ー

タ
連
携
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
」、「
施
工

管
理
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
」
を
三
本
の

柱
と
し
て
、
建
設
現
場
で
働
く
一
人
ひ
と
り

が
生
み
出
す
価
値
を
向
上
し
、
少
な
い
人
数

で
、
安
全
に
、
快
適
な
環
境
で
働
く
生
産
性

の
高
い
建
設
現
場
の
実
現
を
目
指
し
て
、
建

設
現
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
建
設
業
界
は
、
当
該

方
針
を
念
頭
に
、
さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
性
向
上
の
取
組

み
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
業
態
や
技
術
の

革
新
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
将
来
の
担
い
手
確
保

（
週
休
二
日
の
実
現
）

日
建
連
は
、
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、
建

設
業
の
就
業
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
将
来

の
担
い
手
確
保
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
建
設
現
場
の
週
休
二
日
の

定
着
に
向
け
て
「
週
休
二
日
推
進
本
部
」
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
七
年
十
二
月

に「
週
休
二
日
実
現
行
動
計
画
」を
策
定
し
、

翌
二
〇
一
八
年
度
よ
り
行
動
計
画
を
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

建
設
技
能
者
の
高
齢
化
に
伴
う
大
量
離
職

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
将
来
の
担
い
手
を
確

保
す
る
に
は
他
産
業
並
み
の
労
働
時
間
=
十

分
な
休
日
の
確
保
が
不
可
欠
と
な
る
。
建
設

現
場
も
週
休
二
日
が
一
般
的
で
あ
る
と
の
社

会
的
認
知
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
若

い
世
代
の
入
職
を
促
す
た
め
に
、
日
建
連
の

行
動
計
画
で
は
原
則
土
日
に
現
場
を
閉
所
す

る
と
い
う
方
針
を
掲
げ
、
会
員
各
社
に
お
け

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
推

進
、
お
よ
び
週
休
二
日
の
実
施
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
は
じ
め
、
週
休
二
日
推

進
活
動
を
周
知
す
る
た
め
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク

（
図
5
）
を
策
定
し
て
現
場
の
仮
囲
い
に
掲

載
す
る
等
、
各
種
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
実
施
し
た
。

週
休
二
日
の
形
態
と
し
て
は
、
現
場
従
事

者
の
交
代
制
に
よ
る
四
週
八
休
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
建
設
現
場
に
お
け
る
四
週
八
閉

所
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
他
産
業

に
お
け
る
週
休
二
日
が
一
般
的
な
状
況
下
に

お
い
て
、
建
設
現
場
も
閉
所
に
よ
る
週
休
二

日
が
当
た
り
前
と
い
う
社
会
認
識
を
定
着
さ

せ
る
た
め
で
あ
る
。
当
初
は
二
〇
二
一
年
度

末
ま
で
に
日
建
連
会
員
企
業
の
全
現
場
に
お

い
て
原
則
土
日
閉
所
を
目
標
と
し
た
が
、
後

に
目
標
達
成
が
極
め

て
困
難
な
状
況
を
受

け
、
実
施
期
間
を
二

〇
二
四
年
度
末
ま
で

延
長
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
建
設
現

場
に
は
周
辺
環
境
や
天
候
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

固
有
の
条
件
が
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
工
期

を
通
じ
て
土
日
に
閉
所
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
週
休
二
日
実
現
行
動
計
画
で

は
四
週
八
閉
所
相
当
、
つ
ま
り
工
期
が
一
年

間
の
現
場
で
あ
れ
ば
、曜
日
に
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
祝
日
や
長
期
休
暇
も
含
め
て
、
合
計
百

四
日
間
（
二
日
×
五
十
二
週
）
の
閉
所
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
ず
は
長

年
の
慣
習
を
変
え
、
会
員
各
社
の
意
識
の
転

換
を
図
る
た
め
に
、
祝
日
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
、
夏
季
休
暇
、
年
末
年
始
休
暇
等
を

含
め
た
形
で
の
柔
軟
な
閉
所
目
標
と
し
た

が
、
他
産
業
並
み
の
休
日
の
確
保
と
い
う
趣

旨
か
ら
す
る
と
、
今
後
は
祝
日
や
長
期
休
暇

と
は
別
に
週
休
二
日
を
達
成
で
き
る
業
界
に

な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
二
〇
二
三
年
度
通
期
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
で
は
、
図
6
～
8
に
示
す
と
お

り
四
週
八
閉
所
以
上
の
現
場
は
土
木
・
建
築

全
体
で
五
十
二
・
〇
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
。
二
〇
一
九
年
度
と
比
較
す
る
と
、
全
体

で
四
週
八
閉
所
以
上
が
約
二
十
六
ポ
イ
ン

ト
、
土
木
で
約
三
十
二
ポ
イ
ン
ト
、
建
築
で

約
二
十
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
工
事
の
多
い
土
木
に
お
い
て
は
、
直

轄
工
事
で
の
週
休
二
日
モ
デ
ル
工
事
の
対
象

図５　建設業週休二日　
ロゴマーク

図４　日建連会員企業の生産性推移
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工
事
範
囲
の
拡
大
等
発
注
者
の
理
解
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
時
点
で
七
割
弱

の
現
場
に
お
い
て
四
週
八
閉
所
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
民
間
工
事
の
多
い
建
築

に
お
い
て
は
二
〇
一
九
年
度
以
来
、
着
実
に

実
績
が
伸
び
て
は
い
る
も
の
の
、
四
週
八
閉

所
の
現
場
は
全
体
の
四
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

現
場
を
管
理
す
る
責
任
者
等
に
話
を
聞
く

と
、「
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
見
直
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
生
産
性
向
上
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
か
つ
て
は

日
曜
日
し
か
休
ま
な
か
っ
た
現
場
で
も
何
と

か
四
週
六
閉
所
は
実
現
可
能
な
環
境
に
な
っ

て
き
て
は
い
る
。
し
か
し
、
四
週
八
閉
所
の

実
現
と
な
る
と
自
助
努
力
だ
け
で
は
極
め
て

難
し
く
、
契
約
時
の
工
期
の
確
保
が
ど
う
し

て
も
必
要
」
と
の
声
が
多
い
。

（
3
）
適
正
な
工
期
の
確
保

会
員
各
社
が
四
週
八
閉
所
に
向
け
た
活
動

を
推
進
す
る
中
、
二
〇
二
〇
年
七
月
に
中
央

建
設
業
審
議
会
が
工
期
に
関
す
る
基
準
を
承

認
し
た
。
こ
の
基
準
は
、
同
十
月
施
行
の
改

正
建
設
業
法
に
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
著

し
く
短
い
工
期
の
禁
止
」
に
抵
触
す
る
か
ど

う
か
の
判
断
基
準
の
一
つ
と
な
る
も
の
で
あ

る
。「
工
期
に
関
す
る
基
準
」
に
沿
わ
な
い

よ
う
な
短
工
期
の
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
発
注
者
が
国
土
交
通

大
臣
等
か
ら
勧
告
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
進
展
に

伴
い
、
工
期
の
重
要
性
に
焦
点
が
当
た
り
、

さ
ら
に
勧
告
の
対
象
と
し
て
民
間
企
業
も
含

ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
建
設
業
界
か
ら
は

極
め
て
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
受

け
止
め
ら
れ
た
。

現
状
、
公
共
工
事
に
お
い
て
は
、
週
休
二

日
工
事
を
前
提
と
し
た
工
期
や
費
用
を
確
保

し
た
発
注
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
民
間

発
注
工
事
に
お
い
て
は
工
期
や
費
用
は
個
別

の
契
約
手
続
の
中
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
週

休
二
日
工
事
の
普
及
は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。

工
期
は
完
成
引
き
渡
し
の
時
期
と
密
接
に

関
係
し
て
お
り
、
発
注
者
の
意
向
が
尊
重
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
う
え
で
、
時
間
外
労
働
上
限
規
制

と
い
う
従
来
と
異
な
る
ル
ー
ル
に
適
応
す
る

た
め
に
は
、
発
注
者
に
週
休
二
日
工
事
の
重

要
性
・
必
要
性
に
関
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
と
、
可
能
な
限

り
週
休
二
日
工
事
を
前
提
と
し
た
工
期
が
確

保
さ
れ
た
契
約
の
締
結
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
建
築
工
事
に
お
い
て
は
民
間

発
注
工
事
の
割
合
が
高
い
た
め
、
土
木
分
野

に
比
べ
週
休
二
日
の
確
保
や
労
働
時
間
縮
減

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
し

た
が
、
二
〇
二
一
年
度
に
作
業
所
閉
所
数
の

追
跡
調
査
と
し
て
、
民
間
発
注
者
と
の
契
約

に
お
け
る
適
正
工
期
の
確
保
状
況
を
日
建
連

会
員
大
手
十
六
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ

ろ
、
民
間
発
注
者
が
完
成
時
期
を
指
定
し
た

り
、
早
期
完
成
が
可
能
な
建
設
会
社
と
の
契

約
を
優
先
し
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

図６　作業所閉所数推移（全体）

図７　作業所閉所数推移（土木）

図８　作業所閉所数推移（建築）
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請
建
設
会
社
が
見
積
り
の
段
階
で
適
正
工

期
を
提
案
で
き
る
ケ
ー
ス
が
五
割
強
し
か
な

く
、
そ
の
結
果
、
契
約
時
に
適
正
工
期
が
確

保
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
十
八
％
し
か
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
図
9
）。さ
ら
に
、

着
工
後
も
追
加
工
事
や
モ
ノ
決
め
の
遅
れ
等

の
結
果
、
最
終
的
に
は
四
週
八
閉
所
は
三
割

弱
し
か
実
現
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
民
間
発
注
者
に
対
し

て
適
正
工
期
で
見
積
り
を
提
出
・
説
明
し
、

理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
日
建

連
は
二
〇
二
三
年
七
月
二
十
一
日
に
、「
適

正
工
期
確
保
宣
言
」
を
決
定
し
た
（
図
10
）。

ま
ず
、
こ
の
宣
言
は
、
民
間
発
注
の
建
築

工
事
（
建
築
工
事
に
付
随
す
る
土
木
工
事
を

含
む
）
に
係
る
も
の
を
対
象
と
し
、
公
共
工

事
は
対
象
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
協
力
会
社

か
ら
の
適
切
な
工
期
を
前
提
と
し

た
見
積
り
の
尊
重
の
く
だ
り
は
、

公
共
発
注
の
建
築
工
事
（
災
害
復

旧
工
事
等
、
真
に
適
切
な
工
期
の

確
保
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
）
も
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
設
計
施
工
一
括
で
受
注

す
る
場
合
に
は
、
設
計
期
間
に
つ

い
て
も
設
計
者
の
四
週
八
休
を
前
提
と
し
た

期
間
の
確
保
を
図
る
も
の
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
契
約
変
更
に
つ
い
て
も
対
象
と

し
、
こ
の
場
合
に
は
、
見
積
書
の
提
出
を
伴

わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
設
計
変
更
に
伴

い
真
に
適
切
な
工
期
が
確
保
で
き
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
工
期
・
工
程
を
提
出

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
民
間
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注
者

が
完
成
時
期
を
指
定
し
て
い
る
場
合
等
、
真

に
適
切
な
工
期
に
基
づ
く
見
積
書
等
の
提
出

が
困
難
な
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
た
場
合
に

は
、
発
注
者
指
定
の
工
期
に
基
づ
く
見
積
書

に
参
考
と
し
て
真
に
適
切
な
工
期
に
関
す
る

資
料
を
添
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

次
に
、
宣
言
が
交
渉
の
端
緒
で
あ
る
見
積

時
に
お
け
る
適
正
工
期
確
保
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宣
言
が
対
象
と
す
る

見
積
書
お
よ
び
見
積
り
は
、
初
回
の
見
積
書

お
よ
び
見
積
り
の
提
出
に
限
り
、
そ
の
後
の

真
に
適
切
な
工
期
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な

取
組
み
は
個
社
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
点
も
含
め
、
競
争
政
策

上
の
論
点
整
理
の
観
点
か
ら
、
事
前
に
公
正

取
引
委
員
会
に
事
務
的
説
明
を
行
い
、
こ
の

内
容
で
あ
れ
ば
独
占
禁
止
法
の
問
題
は
生
じ

な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3
．結
び
に
代
え
て

適
正
工
期
確
保
宣
言
に
基
づ
く
会
員
企
業

の
取
組
み
の
効
果
は
現
れ
始
め
て
い
る
。
先

述
し
た
二
〇
二
三
年
度
通
期
週
休
二
日
実
施

状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
て
、
上
期

に
比
べ
長
期
休
暇
が
少
な
く
、
例
年
実
績
が

伸
び
悩
む
傾
向
に
あ
る
下
期
に
お
い
て
、
上

期
を
上
回
る
今
ま
で
よ
り
大
き
な
改
善
が
見

ら
れ
た
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
適
正

工
期
確
保
宣
言
に
基
づ
き
、
民
間
建
築
工
事

に
お
い
て
、
四
週
八
閉
所
お
よ
び
週
四
十
時

間
稼
働
を
原
則
と
し
た
初
回
見
積
り
の
提
出

に
つ
い
て
、
会
員
企
業
が
足
並
み
を
揃
え
て

対
応
し
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
中
に
あ
る
我
が
国
に
お
い

て
、
高
齢
従
事
者
の
大
量
離
職
と
い
う
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
建
設
業
は
、
二
〇
二
四
年

問
題
を
契
機
と
し
て
、
他
産
業
以
上
の
覚
悟

を
も
っ
て
働
き
方
改
革
を
前
進
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
日
建
連
で
は
、
引
き
続
き
建
設
現

場
の
週
休
二
日
の
推
進
、
時
間
外
労
働
の
適

正
化
、
生
産
性
向
上
等
の
取
組
み
に
よ
り
、

建
設
業
の
さ
ら
な
る
働
き
方
改
革
を
推
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

図10　適正工期確保宣言

図9　民間発注者との契約における
４週８閉所確保状況

（日建連会員16社・2021年度）
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働
き
方
改
革
で
変
わ
る
今
後
の
建
設
業

1
．働
き
方
改
革
の
背
景

ま
ず
、
働
き
方
改
革
の
基
本
的
な
背
景
と

し
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の

減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
今

後
も
減
少
し
、
二
〇
七
〇
年
に
は
総
人
口
が

約
九
、〇
〇
〇
万
人
を
割
り
込
み
、
高
齢
化

率
は
三
十
九
％
の
水
準
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
の
活
躍
を
促
進
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

女
性
や
高
齢
者
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
に
と

っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
就
業
の
阻

害
要
因
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
国
際
比
較
に
よ
る
と
、
一
人
当
た

り
年
間
総
労
働
時
間
と
、
労
働
生
産
性
に
は

負
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
長
時
間
労
働
で

は
な
く
、
労
働
者
に
「
ど
の
よ
う
に
働
い
て

も
ら
う
か
」
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
に
成
立
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法
は
、
労

働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
多
様
な

働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
を

一
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
長
時
間

労
働
の
是
正
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
労
働

基
準
法
（
以
下
「
労
基
法
」
と
い
う
。）
を

改
正
し
て
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
が
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
（
以
下
「
上
限
規
制
」

と
い
う
。）
で
あ
り
、
平
成
三
十
一
（
二
〇

一
九
）年
四
月
か
ら
適
用
が
順
次
開
始
さ
れ
、

建
設
業
で
も
五
年
間
の
猶
予
期
間
を
経
て
、

時
間
外
労
働
を
「
年
七
百
二
十
時
間
以
内
」

「
一
か
月
百
時
間
未
満
」「
複
数
月
（
二
～
六

か
月
）
平
均
八
十
時
間
以
内
」
な
ど
と
す
る

上
限
規
制
（
図
1
）
が
、
本
（
二
〇
二
四
）

年
四
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
建
設
業
の
働
き
方
改

革
を
推
進
す
る
た
め
、生
産
性
を
向
上
さ
せ
、

労
働
時
間
の
削
減
に
取
り
組
む
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
み
な
さ
ま
を
、「
働
き
方

改
革
推
進
支
援
助
成
金
」
な
ど
の
助
成
金
を

通
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国

四
十
七
か
所
に
設
置
し
て
い
る
「
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、
建
設
業
界
に

知
見
の
あ
る
専
門
家
を
配
置
し
、
労
務
管
理

や
各
種
助
成
金
に
関
す
る
ご
相
談
等
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
者
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
安　

貴
登

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
条
件
政
策
課

労
働
時
間
特
別
対
策
室　

特
別
対
策
係
長

図1　建設業の上限規制

働き方改革推進支援助成金

働き方改革推進支援センター
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．建
設
業
の
働
き
方
改
革
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み

（
1
）
建
設
業
で
は
何
故
上
限
規
制
の

適
用
が
猶
予
さ
れ
た
の
か

建
設
業
の
就
業
者
数
は
平
成
九
（
一
九
九

七
）
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ
、
近

年
で
は
、
建
設
業
労
働
者
の
う
ち
、
四
分
の

一
以
上
が
六
十
歳
以
上
で
あ
り
高
齢
化
が
進

む
一
方
で
、
二
十
九
歳
以
下
は
一
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
将
来
の
担
い
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
出
勤
日
数
も
他
産
業
と
比
べ
て
多

い
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
分
、
労
働
時
間
も
長

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
短
い
工
期
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
週
休
二
日
（
四
週
八
休
）
の
確
保
が
で

き
て
い
な
い
な
ど
と
い
っ
た
取
引
慣
行
上
の

課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
あ
る
状
況
で
は
、
個
々

の
事
業
者
の
努
力
の
み
で
は
、
労
働
時
間
の

削
減
に
伴
う
生
産
性
の
向
上
と
い
う
の
は
、

な
か
な
か
結
実
し
な
い
場
合
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
上
限
規

制
の
適
用
が
五
年
間
猶
予
さ
れ
、
こ
の
五
年

間
に
、
商
慣
行
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）
適
正
な
工
期
の
設
定

適
正
な
工
期
の
設
定
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ま
ず
、
制
度
面
で
は
、
国
土
交
通
省
に

お
い
て
、い
わ
ゆ
る「
新・担
い
手
三
法
」（
令

和
元
（
二
〇
一
九
）
年
六
月
成
立
、
同
三
法

は
直
近
で
は
本（
二
〇
二
四
）年
六
月
改
正
）

や
、「
工
期
に
関
す
る
基
準
」（
令
和
二
（
二

〇
二
〇
）
年
七
月
策
定
、
本
年
三
月
改
正
）

な
ど
に
よ
っ
て
、
法
令
面
、
運
用
面
で
の
整

備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
国
土
交
通

省
の
直
轄
工
事
に
お
い
て
は
、
仕
様
書
の
修

正
等
に
よ
り
週
休
二
日
の
確
保
を
徹
底
す
る

取
組
み
が
進
め
ら
れ
、令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
度
に
は
原
則
す
べ
て
の
直
轄
工
事
で
週
休

二
日
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
本
年
八
月
六
日
に
国
土
交
通
省

が
公
表
し
た
「
適
正
な
工
期
設
定
に
よ
る
働

き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（
令
和
五

年
度
）」
に
よ
る
と
、
週
休
二
日
の
取
得
状
況

は
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
休
日
の

取
得
数
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
四

週
六
休
程
度
」
で
あ
り
、
直
轄
工
事
以
外
で

は
週
休
二
日
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
依
然
と
し
て
多
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

公
共
・
民
間
工
事
で
み
る
と
、
公
共
工
事
を

主
と
す
る
企
業
と
、
民
間
発
注
工
事
を
主
と

す
る
企
業
と
で
は
、「
四
週
八
閉
所
」
の
導

入
率
に
差
が
見
ら
れ
た
（
公
共
工
事
が
ほ
と

ん
ど
：
三
十
七
・
六
％
、
民
間
工
事
が
ほ
と

ん
ど
：
十
四
・
九
％
）
こ
と
か
ら
、
民
間
発

注
工
事
で
週
休
二
日
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
さ
ら
に
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
建
設
業
で
働
く
方
の
長
時
間

労
働
の
改
善
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
発
注
工

事
や
、
直
轄
工
事
以
外
の
公
共
工
事
に
お
け

る
適
正
な
工
期
設
定
を
進
め
る
こ
と
は
、
引

き
続
き
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
工
事
に
お
い
て
、
週
休
二
日
の

確
保
に
よ
る
適
正
な
工
期
設
定
を
進
め
て
い

く
た
め
、
建
設
業
界
が
抱
え
る
課
題
や
、
働

き
方
改
革
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
全
体
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
令

和
五
年
度
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
国
土
交
通

省
と
連
携
し
な
が
ら
、
俳
優
の
小
芝
風
花
さ

ん
を
起
用
し
た
働
き
方
改
革
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公

表
す
る
（
写
真
1
︑
2
）
な
ど
し
て
、

⃝
�

著
し
く
短
い
工
期
を
設
定
す
る
こ
と
は
、

建
設
業
で
働
く
方
の
長
時
間
労
働
の
原
因

と
な
り
、
休
暇
が
と
り
づ
ら
く
な
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
工
事
を
発
注
す

る
と
き
も
、
ま
た
受
注
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
長
時
間
労
働
を
前
提
と
し
な
い
、
適

正
な
工
期
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

⃝
�

四
週
八
閉
所
や
週
休
二
日
制
な
ど
、
工
事

写真1　建設業向け広報ポスター

写真2　働き方改革ＰＲ動画（建設業編）
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現
場
で
働
く
方
の
休
日
数
も
考
慮
し
て
工

期
の
設
定
を
お
願
い
し
た
い
こ
と

に
つ
い
て
、
広
く
周
知
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
工
期
適
正
化
に
向
け
て
発
注
者

の
み
な
さ
ま
の
協
力
を
よ
り
一
層
得
ら
れ
る

よ
う
、
こ
う
し
た
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
自
治
体
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
公
共
工
事
を
発
注
の
際
に
は
、

週
休
二
日
の
確
保
を
念
頭
に
発
注
い
た
だ
く

な
ど
、
率
先
し
て
適
正
な
工
期
設
定
に
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

（
3
）
災
害
発
生
時

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
復
旧
・
復

興
の
た
め
に
、
集
中
的
に
工
事
を
行
う
こ
と

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

設
業
で
は
労
基
法
第
一
三
九
条
第
一
項
に
上

限
規
制
の
例
外
（
図
2
）
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

災
害
の
復
旧
・
復
興
工
事
な
ど
に
従
事
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
専
用
の
様
式
で

労
基
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
労
使
協
定

（
以
下
「
三さ

ぶ

六ろ
く

協
定
」
と
い
う
。）
を
締
結
・

届
出
す
る
こ
と
で
、上
限
規
制
の
う
ち
、「
一

か
月
百
時
間
未
満
」「
複
数
月（
二
～
六
か
月
）

平
均
八
十
時
間
以
内
」
が
適
用
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
の
う
ち
、
自
治
体

か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
緊
急
的
に
機
能
回
復

を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
工
事
な
ど
、
人

命
や
公
益
の
確
保
の
観
点
か
ら
急
務
で
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
労
基
法
第
三
十
三
条
第

一
項
に
よ
り
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
等
を
行
う
こ
と
で
、
三

六
協
定
で
定
め
る
限
度
と
は
別
に
時
間
外
・

休
日
労
働
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
早

期
の
復
旧
の
た
め
の
工
事
な
ど
が
こ
れ
に
該

当
し
、
あ
ら
か
じ
め
締
結
し
た
三
六
協
定
の

限
度
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
臨
時
の
必
要
が

あ
れ
ば
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
労
基

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
単
な
る
業
務
繁
忙

を
理
由
に
労
基
法
第
三
十
三
条
第
一
項
を
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
が
必

要
で
す
。

労
基
法
第
一
三
九
条
第
一
項
と
、
労
基
法

第
三
十
三
条
第
一
項
に
つ
い
て
、
適
用
の
効

果
と
適
用
で
き
る
範
囲
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ

れ
表
1
、
2
の
と
お
り
で
す
が
、
い
ず
れ
を

適
用
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
時
間
外
・

休
日
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
支
払
い
や
、

長
時
間
労
働
が
発
生
し
た
場
合
の
医
師
の
面

接
指
導
は
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
治
体
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
の
こ
と
に
配
慮
し
た
発
注
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3
．�物
流「
二
〇
二
四
年
問
題
」

と
の
関
係

（
1
）�

資
材
の
運
搬
に
要
す
る
時
間
と

適
正
な
工
期
設
定

適
正
な
工
期
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
本

（
二
〇
二
四
）
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
「
工

図2　災害の復旧・復興の事業の場合の上限規制

表1　労基法第139条第1項と労基法第33条第1項の違い

表2　労基法第139条第1項と労基法第33条第1項の関係図
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 期

に
関
す
る
基
準
」
に
お
い
て
、「
運
送
事

業
者
が
物
品
納
入
に
要
す
る
時
間
」
に
つ
い

て
も
、
上
限
規
制
の
遵
守
を
前
提
と
し
て
適

切
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
新
た
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
の
発
注
に
当
た
っ
て
、
こ
う
し
た
時

間
に
も
配
慮
い
た
だ
く
こ
と
は
、
適
正
工
期

の
確
保
に
よ
っ
て
建
設
業
で
働
く
方
の
休
日

確
保
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
資
材
を
運

搬
、
納
品
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

の
長
時
間
労
働
の
改
善
に
も
資
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

（
2
）
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
上
限

規
制
と
い
わ
ゆ
る
物
流
の

「
二
〇
二
四
年
問
題
」

建
設
業
と
同
様
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
、
本
年
四
月
か
ら
時
間
外
労
働
を
「
年

九
百
六
十
時
間
以
内
」
と
す
る
上
限
規
制
の

適
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
拘
束
時
間
の

上
限
な
ど
を
定
め
た
「
自
動
車
運
転
者
の
労

働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」（
以
下

「
改
善
基
準
告
示
」
と
い
う
。）
も
別
途
遵
守

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
本
年
四
月
か
ら

は
上
限
規
制
の
適
用
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ

た
改
善
基
準
告
示
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
荷
物
の
積
み

下
ろ
し
の
際
に
長
時
間
の
待
機
が
発
生
す

る
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
い
配
送
依
頼
に
よ

っ
て
長
時
間
運
転
を
行
う
こ
と
に
な
る
な
ど

と
い
っ
た
取
引
慣
行
上
の
課
題
も
あ
っ
て
、

他
業
種
と
比
べ
て
労
働
時
間
が
二
割
程
度
長

く
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
等
と
呼
ば
れ

る
脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る
労
災
保
険
給
付

の
支
給
決
定
件
数
も
最
も
多
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
上
限
規
制
を
遵
守
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
長
時
間
労
働
の
改
善
を
図
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
で
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
人
手
不
足
の

現
状
に
あ
る
中
で
、
何
も
対
策
を
講
じ
な
い

ま
ま
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
上
限
規
制

を
適
用
す
る
と
、
輸
送
能
力
が
、
二
〇
二
四

年
度
に
は
約
十
四
％
（
四
億
ト
ン
相
当
）、

二
〇
三
〇
年
度
に
は
約
三
十
四
％
（
九
億
ト

ン
相
当
）
不
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
推

計
さ
れ
て
お
り
（
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年

二
月
「
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た

検
討
会
中
間
と
り
ま
と
め
」）、
物
流
の
停
滞

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

物
流
の
「
二
〇
二
四
年
問
題
」
で
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
防
止
す
る
に
は
、荷
主
、

事
業
者
、
一
般
消
費
者
が
一
体
と
な
っ
て
物

流
を
支
え
る
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
し
て
、「
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
で
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、「
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
な
ど
に
基
づ
く
取
組
み
を
政
府
全
体
で

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
、
長

時
間
の
荷
待
ち
の
解
消
や
、
十
分
な
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
確
保
と
い
っ
た
商
慣
行
を
改
善
す

る
た
め
に
は
、
荷
物
の
運
送
を
お
願
い
す
る

方
、
荷
物
を
受
け
取
る
方
と
い
っ
た
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

余
裕
を
も
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
資
材

運
搬
の
発
注
や
、
資
材
の
ス
ム
ー
ズ
な
積
み

下
ろ
し
に
向
け
て
、
発
注
者
、
建
設
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
の
ご
配
慮
を
何
卒

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4
．上
限
規
制
を
通
じ
て
今
後

目
指
し
て
い
き
た
い
建
設
業

建
設
業
の
働
き
方
改
革
は
、
建
設
業
界
だ

け
で
は
な
く
、
自
治
体
の
み
な
さ
ま
や
民
間

発
注
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
、
一
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
者
の
み
な
さ
ま
が
働
き
方
改
革

に
取
り
組
む
環
境
を
整
え
て
い
け
る
よ
う
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
後
も
国
土
交
通
省
と

協
力
し
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
の
実
現
が
い

か
に
建
設
業
界
に
と
っ
て
重
要
か
、
社
会
全

体
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

建
設
事
業
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
上
限
規

制
の
適
用
を
一
つ
の
契
機
と
捉
え
、種
々
様
々

な
魅
力
を
も
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
方
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
、
労
働
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
、

将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

休
暇
が
と
り
や
す
く
、
賃
金
の
上
が
り
や

す
い
職
場
は
魅
力
的
に
見
え
ま
す
し
、ま
た
、

新
た
な
技
術
の
導
入
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
充

実
に
よ
っ
て
、
技
術
を
身
に
つ
け
や
す
い
職

場
も
ま
た
、
同
様
に
人
を
引
き
つ
け
る
こ
と

に
な
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

二
〇
二
四
年
を
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
が

で
き
な
く
な
る「
ピ
ン
チ
」の
年
で
は
な
く
、

新
し
い
働
き
方
に
よ
る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く

り
を
実
現
す
る「
チ
ャ
ン
ス
」の
年
と
捉
え
、

引
き
続
き
労
働
時
間
削
減
と
生
産
性
の
向
上

の
両
立
に
向
け
て
、
積
極
的
な
取
組
み
を
お

願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。
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直
轄
土
木
工
事
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

強
力
な
推
進
に
つ
い
て

1
．は
じ
め
に

国
土
交
通
省
で
は
、
実
態
調
査
等
に
基
づ

き
、
必
要
に
応
じ
て
直
轄
土
木
工
事
に
適
用

す
る
積
算
基
準
等
を
改
定
し
て
い
ま
す
。
令

和
六
年
度
か
ら
適
用
し
て
い
る
新
基
準
等
と

し
て
、
直
轄
土
木
工
事
等
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
強
力
な
推
進
や
円
滑
な
施
工
体
制
の

確
保
な
ど
、
現
場
実
態
を
踏
ま
え
た
各
種
改

定
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の

主
な
基
準
改
定
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

2
．�直
轄
土
木
工
事
等
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
強
力
な
推
進

二
〇
二
四
（
Ｒ
六
）
年
四
月
か
ら
の
労
働

基
準
法
時
間
外
労
働
規
制
の
適
用
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
の
直
轄

工
事
に
お
い
て
、
受
注
業
者
の
対
応
を
支
援

す
る
た
め
に
、
週
休
二
日
の
「
質
の
向
上
」

の
拡
大
な
ど
働
き
方
改
革
を
強
力

に
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取

組
み
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

令
和
六
年
度
は
、
す
べ
て
の
工
事

で
月
単
位
の
週
休
二
日
を
原
則
（
発

注
者
指
定
又
は
受
注
者
希
望
）
と

し
、
令
和
7
年
度
以
降
、
実
施
状
況

を
踏
ま
え
、完
全
週
休
二
日
（
土
日
）

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
（
図
1
）。

①�

週
休
二
日
の
「
質
の
向
上
」
の
拡

大
（
図
2
）

⃝
�

他
産
業
と
遜
色
の
な
い
休
日
の

実
現
に
向
け
て
、
令
和
六
年
度
よ

り
月
単
位
の
週
休
二
日
を
推
進

す
る
た
め
補
正
係
数
を
新
設
し

ま
し
た
。

⃝
�

土
日
を
休
日
と
す
る
週
休
二
日

（
完
全
週
休
二
日
（
土
日
））
の
実

施
に
努
め
る
こ
と
を
土
木
工
事
共

国
土
交
通
省 

大
臣
官
房 

技
術
調
査
課

図１

図２
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 通

仕
様
書
に
規
定
し
、
実

施
企
業
に
対
し
工
事
成
績

評
価
で
加
点
し
ま
し
た
。

⃝

月
単
位
の
週
休
二
日
の
補

正
係
数
の
新
設
に
伴
い
、

市
場
単
価
方
式
に
よ
る
積

算
お
よ
び
土
木
工
事
標
準

単
価
に
よ
る
積
算
に
つ
い

て
も
見
直
し
ま
し
た
。

②
工
事
、
業
務
に
お
け
る
現

場
環
境
改
善

⃝

全
て
の
工
事
・
業
務
で
現

場
環
境
の
改
善
を
実
施

し
、
よ
り
一
層
、
魅
力
あ

る
仕
事
、
現
場
の
創
造
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス

タ
ン
ス
」
の
取
組
み
を
徹

底
し
ま
す
。

③
受
注
業
者
の
書
類
作
成
業

務
の
さ
ら
な
る
負
担
軽
減

（
図
3
）

⃝

受
発
注
者
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
作
成
し
、
受
発
注

者
へ
周
知
徹
底
し
ま
す
。

図３

図４
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⃝
�

完
成
工
事
に
お
け
る
検
査
書
類
を

四
十
四
種
類
か
ら
十
種
類
に
限
定

す
る
「
書
類
限
定
検
査
」
を
原
則

実
施
と
し
ま
し
た
。

⃝
�「

二
〇
二
四
働
き
方
改
革
対
応
相

談
窓
口
（
仮
称
）」
を
各
地
方
整

備
局
に
設
置
し
ま
す
。

⃝
�

書
類
関
係
業
務
の
外
注
に
要
す
る

経
費
等
を
諸
経
費
動
向
調
査
に
お

い
て
調
査
し
た
上
で
、
積
算
の
更

な
る
適
正
化
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
�

工
事
関
係
書
類
の
標
準
様
式
に
つ

い
て
、
地
域
の
実
情
を
配
慮
し
た

対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
九
州
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
好
事
例
の
周
知
等

を
行
い
ま
す
。

④�

時
間
外
労
働
規
制
適
用
に
対
応
す

る
た
め
の
必
要
経
費
の
見
直
し

（
図
4
）

⃝
�

最
新
の
実
態
を
踏
ま
え
、
書
類
作

成
の
経
費
や
下
請
け
の
本
社
経
費

な
ど
に
よ
る
現
場
管
理
費
の
増
加

を
反
映
し
ま
し
た
。

⑤�

移
動
時
間
を
踏
ま
え
た
積
算
の
適

正
化
（
図
5
）

⃝
�

事
業
所
や
資
材
置
き
場
か
ら
現
場

へ
の
移
動
時
間
を
考
慮
し
た
歩
掛

の
見
直
し
を
十
一
工
種
に
て
実
施

図５

図6
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集

し
ま
し
た
。

3
．円
滑
な
施
工
体
制
の
確
保

平
成
二
十
三
年
東
日
本
大
震
災
（
岩
手
・

宮
城
・
福
島
県
内
）、
平
成
二
十
八
年
熊
本

地
震
（
熊
本
県
内
）、
平
成
三
十
年
西
日
本

豪
雨
（
広
島
県
内
）
の
被
災
地
で
は
、
工
事

に
必
要
な
資
材
等
の
不
足
や
作
業
効
率
の
低

下
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。

実
態
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
歩
掛
の
日
当

り
標
準
作
業
量
の
補
正
（
復
興
歩
掛
）
や
間

接
工
事
費
の
補
正
（
復
興
係
数
）
を
一
部
見

直
し
ま
し
た
（
図
6
）。

ま
た
、
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地

質
調
査
業
務
の
諸
経
費
率
を
改
定
し
ま
し
た

（
図
7
）。

4
．共
通
仕
様
書
等
の
改
定

土
木
工
事
共
通
仕
様
書
、
施
工
管
理
基
準
、

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
仕
様
書
に
つ
い
て
、

改
正
さ
れ
た
各
種
基
準
類
と
の
整
合
を
図
る

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
全
面
的
な
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
一
部
改
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、週
休
二
日
の
「
質
の
向
上
」
や
「
働

き
方
改
革
」
に
資
す
る
よ
う
、
土
日
を
休
日

と
す
る
週
休
二
日
の
実
施
に
努
め
る
こ
と
、

ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス
に
努
め
る
こ
と
等
の

改
定
を
し
ま
し
た
。

5
．お
わ
り
に

災
害
の
多
い
日
本
に
お
い
て
、
建
設
業
は

地
域
・
国
土
の
守
り
手
で
あ
り
、
こ
れ
を
維

持
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
建
設

業
で
働
く
人
が
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

責
任
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
仕
事
と
す
る
た

め
に
も
、
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
建
設
業

の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
の
建
設
産
業
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
、
夢
が
広
が
り
、
若
い
人
に
選
ば
れ
る
新

３
Ｋ
（
給
与
が
良
く
、
休
暇
が
取
れ
、
希
望

が
持
て
る
）
に
「
か
っ
こ
い
い
」
が
加
わ
っ

た
建
設
産
業
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。

図7
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働
き
方
改
革
に
関
す
る
建
設
業
の
現
状
と
課
題

～
全
国
建
設
業
協
会
の
取
組
み
～

令
和
六
年
四
月
、
い
よ
い
よ
建
設
業
で
も

時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
業

務
の
停
滞
や
労
働
力
不
足
、
そ
れ
に
伴
う
費

用
の
高
騰
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
運
輸
業
な
ど

他
の
産
業
も
含
め
二
〇
二
四
年
問
題
と
し

て
、
巷
間
を
賑
わ
せ
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
〇
二
四
年
問
題
は
単
な

る
法
規
制
と
い
う
一
面
に
止
め
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
建

設
業
で
働
く
人
々
や
建
設
業
へ
の
就
職
を
目

指
す
若
者
が
夢
と
誇
り
を
も
っ
て
活
躍
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
企
業
の
大
小
や
元

請
、
下
請
に
関
わ
ら
ず
、
業
界
を
挙
げ
て
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
地
域
建
設
業
の
現
状
と
課
題

を
取
り
上
げ
た
上
で
、
全
建
で
の
取
組
み
を

紹
介
し
て
い
く
。

1
．概
要

働
き
方
改
革
の
目
的
は
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
対
応
す
る
た

め
の
生
産
性
の
向
上
と
、
働
き
手
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
就
業
機
会
の

拡
大
や
意
欲
・
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

法
規
制
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八

年
七
月
六
日
に
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
、働
き
方
改
革
関
連
法
）が
公
布
さ
れ
、

翌
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
特
別
条
項
付
き
の

三
六
（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、

限
度
時
間
（
月
四
十
五
時
間
・
年
三
百
六
十

時
間
）
を
超
え
る
時
間
ま
で
時
間
外
労
働
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
時
間

外
労
働
に
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
か
か
る
こ

と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
建
設
業
に
お
い
て
は
、
高
齢
化

や
労
働
人
口
の
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
に
よ

る
長
時
間
労
働
の
常
態
化
等
の
状
況
を
踏
ま

え
、
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
に

係
る
働
き
方
改
革
関
連
法
の
適
用
に
五
年
間

の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
、
二
〇
二
四
年
四

月
よ
り
他
業
種
・
業
務
と
同
様
に
法
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。

2
．現
状

各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
会
員
企
業
の
現

状
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
「
働
き
方
改
革

の
推
進
に
向
け
た
取
組
状
況
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
当
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
基
に
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会

会
員
企
業
の
現
状
を
紹
介
す
る
。

※
1　

�

令
和
六
年
度
調
査
は
、
十
月
初
旬
に
公
表
予
定
。
最

新
の
デ
ー
タ
は
全
建
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
予
定
。

（
1
）
回
答
者
に
つ
い
て

二
〇
二
三
年
七
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
全
建
会
員
企
業
の
う
ち
三
千
百
四
十

六
社
が
回
答
し
た
。
主
な
事
業
内
容
は
、
土

木
が
二
千
六
社
、
建
築
が
三
百
九
十
九
社
、

土
木
建
築
が
六
百
七
十
二
社
、
そ
の
他
が�

六
十
九
社
と
な
っ
て
い
る
。
資
本
金
で
は
、

一
千
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満
の
企
業
が
七

十
二
・
八
％
、
前
年
度
完
工
高
で
は
五
億
円

未
満
が
四
十
三
・
六
％
、
五
億
円
以
上
十
億

円
未
満
が
十
九
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
完
工
高
に
占
め
る
官
公
庁
発
注
工
事
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
七
十
％
以
上
と
回
答
し

た
企
業
が
五
十
一
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
時
間
外
労
働
の
状
況
に
つ
い
て

現
場
の
技
能
者
で
は
、
三
十
時
間
以
上
と

回
答
し
た
企
業
が
九
・
九
％
だ
っ
た
の
に
対

し
、
現
場
の
技
術
者
で
は
、
十
八
・
八
％
と

な
っ
た
。
ま
た
、事
務
所
の
事
務
職
員
で
は
、

※
1

吉
田　

隼
三

一
般
社
団
法
人 

全
国
建
設
業
協
会

労
働
部
係
長
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 三

十
時
間
以
上
と
回
答
し
た
企
業
が
三
・
六

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
事
務
所
の
技
術
者
は

二
十
・
六
％
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
場
、
事
務
所
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
技
術
者
の
長
時
間
労
働
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
。

（
3
）
週
休
日
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

概
ね
四
週
八
休
と
回
答
し
た
企
業
が
現
場

で
二
十
九
・
九
％
、
事
務
所
で
五
十
八
・
二

％
と
な
っ
た
。
平
成
三
十
年
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
概
ね
四
週
八
休
と
回
答
し

た
企
業
が
現
場
で
九
・
二
％
、
事
務
所
で
三

十
九
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
五
年
間
で
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
概
ね
四
週
五

休
以
下
は
平
成
三
十
年
で
は
現
場
で
二
十

九
・
二
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
十
二
・
五
％

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
会
員
企
業
に
お
け
る
休
日
の

状
況
に
つ
い
て
は
大
幅
な
改
善
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
未
だ
他
産
業
に
比
較
す
る
と
遅
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

3
．働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

上
で
の
課
題

（
1
）
工
期

労
働
時
間
の
抑
制
に
は
、
週
休
二
日
制
を

導
入
し
た
上
で
、
時
間
外
労
働
を
前
提
と
し

な
い
「
適
正
な
工
期
」
の
設
定
が
必
要
で
あ

る
。
国
や
都
道
府
県
の
発
注
工
事
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
「
適
正
な
工
期
」
を
前
提
に

工
期
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
い
費
用
も
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
市

町
村
発
注
工
事
や
民
間
発
注
工
事
で
は
、
未

だ
「
適
正
な
工
期
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
工
事
の
発
注
が
あ
り
、
働
き

方
改
革
の
推
進
を
難
し
く
す
る
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

（
2
）
書
類
作
成

労
働
時
間
が
長
く
な
る
理
由
と
し
て
し
ば

し
ば
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
作
成
書
類
の
多
さ

で
あ
る
。
前
出
の
「
働
き
方
改
革
の
推
進
に

向
け
た
取
組
状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、
時
間
外
労
働
が
多
く
な
る
理
由

に
つ
い
て
、
現
場
、
事
務
所
共
に
、「
作
成

す
る
書
類
が
多
い
た
め
」
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
る
。

（
3
）
日
給
月
給
制

建
設
業
で
は
、
技
能
労
働
者
を
中
心
に
日

給
月
給
制
を
採
用
し
て
い
る
企
業
が
少
な
く

な
い
。
日
給
月
給
制
で
は
、
休
日
が
増
え
、

稼
働
日
が
減
れ
ば
給
料
が
下
が
っ
て
し
ま
う

た
め
、
週
休
二
日
制
導
入
に
は
慎
重
に
な
る

傾
向
が
あ
る
。
な
お
、
令
和
五
年
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
三
十
五
・
二
％
の
企
業
で
技
能

労
働
者
の
賃
金
支
払
い
基
準
を
日
給
月
給
制

と
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
八
年
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
四
十
四
・
九
％
で
あ
り
、
九
・
七

％
減
少
し
て
い
る
。

（
4
）
夏
期
に
お
け
る
労
働
時
間

昨
今
の
気
候
変
動
に
伴
う
気
温
上
昇
に
伴

い
、
夏
期
に
お
け
る
現
場
労
働
が
過
酷
に
な

っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
三
十
一
度
を
超
え

る
場
合
は
積
極
的
に
閉
所
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
夏
期
に
お
け
る
現
場

の
労
働
に
制
約
が
出
て
き
て
い
る
。

※
2

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）:W

et�
Bulb�G

lobe�Tem
perature

）
は
、
熱
中
症
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九
五
四
年
に
ア
メ
リ

カ
で
提
案
さ
れ
た
指
標
。
単
位
は
気
温
と
同
じ
摂

氏
度
（
℃
）
で
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
値
は
気
温
と
は

異
な
る
。
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
は
人
体
と
外

気
と
の
熱
の
や
り
と
り
（
熱
収
支
）
に
着
目
し
た
指

標
で
、
人
体
の
熱
収
支
に
与
え
る
影
響
の
大
き
い

①
湿
度
、
②
日
射
・
輻
射
（
ふ
く
し
ゃ
）
な
ど
周
辺

の
熱
環
境
、
③
気
温
の
三
つ
を
取
り
入
れ
た
指
標
で

あ
る
。（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

4
．全
国
建
設
業
協
会
の

取
組
み

以
上
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
全
建
で

は
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

（
1
）
働
き
方
改
革
行
動
憲
章
の
策
定

働
き
方
改
革
実
現
会
議
が
決
定
し
た
「
働

き
方
改
革
実
行
計
画
」
を
受
け
て
、
二
〇
一

七
年
九
月
、
全
建
の
今
後
の
働
き
方
改
革
の

取
組
み
の
基
本
方
針
と
な
る
「
働
き
方
改
革

行
動
憲
章
」
を
策
定
し
た
。
当
行
動
憲
章
で

は
副
題
を
「
地
域
建
設
業
が
魅
力
あ
る
産
業

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
」
と
し
、
左
記
の
十
の
取
組

み
を
掲
げ
て
い
る
。

１
．
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮

２
．
生
産
性
向
上
に
向
け
た
課
題
と
目

標
の
共
有

３
．
女
性
を
始
め
多
様
な
人
材
が
い
き

い
き
と
働
け
る
環
境
の
整
備

４
．
建
設
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
・

衛
生
環
境
の
整
備

５
．
長
時
間
労
働
の
抑
制
と
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進

６
．
人
材
育
成
の
推
進

７
．
適
切
な
処
遇
の
確
保

８
．
適
切
な
受
注
の
確
保

９
．
下
請
企
業
や
取
引
先
の
労
働
環
境

改
善
へ
の
配
慮

10
．
行
動
憲
章
の
周
知
・
徹
底

（
2
）
２
＋
３
６
０
運
動
の
展
開

全
建
で
は
週
休
二
日
の
確
保
に
向
け
て
、

※
2
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ま
ず
は
平
成
三
十
年
度
よ
り
毎
年
週
休
日
を

一
日
ず
つ
増
や
し
て
い
く
「
休
日 

月
1
＋

（
ツ
キ
イ
チ
プ
ラ
ス
）」
運
動
を
展
開
、更
に
、

こ
の
運
動
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
令
和
三
年

度
よ
り
週
休
二
日
と
年
間
時
間
外
労
働
三
百

六
十
時
間
以
内
を
目
指
す「
2
＋
３
６
０（
ツ

ー
プ
ラ
ス
サ
ン
ロ
ク
マ
ル
）
運
動
」
を
展
開

し
て
い
る
。

各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
会
員
企
業
に
お

け
る
当
運
動
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
令
和

五
年
の
「
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
取

組
状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、「
既
に
導
入
し
て
い
る
」「
取

り
組
ん
で
い
る
」「
取
組
み
を
検
討
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
企
業
を
併
せ
る
と
六
十

四
・
六
％
と
な
り
、
前
年
の
五
十
二
・
八
％

に
比
べ
て
十
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
企
業
は
二
十
二
・
二
％
で
あ
り
、

前
年
の
三
十
二
・
五
％
か
ら
十
・
三
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
に
徐
々
に
当
運
動

は
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
会
員
企
業
に
浸

透
し
て
い
る
。

以
下
に
当
運
動
の
具
体
策
等
を
紹
介
す
る
。

①
適
正
工
期
見
積
り
運
動

本
運
動
は
、
副
題
と
し
て
、「
工
期
の
見

積
り
は「
工
期
に
関
す
る
基
準
」に
沿
っ
て
」

を
掲
げ
、
発
注
者
か
ら
工
期
の
見
積
り
・
提

案
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、「
工
期
に
関

す
る
基
準
」（
中
央
建
設
業
審
議
会
）
に
沿

っ
た
見
積
り・提
案
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、

発
注
者
の
理
解
を
得
つ
つ
「
適
正
な
工
期
」

の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

②�

週
休
二
日
実
現
企
業
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
会
員
企
業
の
う

ち
、週
休
二
日
を
実
現
し
た
企
業
を「
愛
称：

ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
企
業
」
と
し
て
、
自
ら
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
作
成
し
た
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

従
業
員
の
名
刺
、
企
業
紹
介
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
活
用
い

た
だ
き
、
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ス

マ
イ
ル
ラ
イ
フ
企
業
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

全
建
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
自
己
診
断
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ご

使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

③�『
全
建
の
改
正
労
働
基
準
法 

Ｑ
＆
Ａ
１
０

０
』
の
発
刊

二
〇
二
三
年
九
月
、
労
働
基
準
法
に
お
け

る
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
に
つ

い
て
の
ル
ー
ル
や
、
建
設
業
に
お
い
て
日
頃

直
面
す
る
労
働
条
件
に
関
す
る
疑
問
点
等
の

百
の
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説
し
た
『
全
建
の
改

正
労
働
基
準
法 

Ｑ
＆
Ａ
１
０
０
』
を
発
刊

し
、各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
に
配
布
し
た
。

当
書
籍
に
つ
い
て
は
、
全
建
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
で
も
販
売
し
て
い
る
。

④�

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
「
２
＋
３
６
０
運
動
」

の
周
知

二
〇
二
一
年
に
、
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
企
業

で
も
採
用
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
各
都
道
府
県
建
設
業
協

会
に
配
布
。

ま
た
、
適
正
工
期
見
積
り
運
動
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
各
都
道

府
県
建
設
業
協
会
に
配
布
し
て
い
る
。

（
3
）�「
目
指
せ
！ 
建
設
現
場 

土
日
一

斉
閉
所
」
運
動
の
展
開

全
建
で
は
、令
和
六
年
三
月
か
ら
（
一
社
）

日
本
建
設
業
連
合
会
、（
一
社
）
全
国
中
小

建
設
業
協
会
、（
一
社
）
建
設
産
業
専
門
団

体
連
合
会
と
協
力
し
、
大
手
、
中
小
を
問
わ

ず
業
界
を
挙
げ
て
、
建
設
現
場
に
お
い
て
土

日
閉
所
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
「
目
指
せ
！ 

建
設
現
場 

土
日
一
斉
閉
所
」
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
当
運
動
の
展
開
に
は
、

発
注
者
等
関
係
機
関
の
理
解
も
重
要
な
こ
と

か
ら
、
後
援
と
し
て
、
国
土
交
通
省
、
厚
生

労
働
省
、
総
務
省
の
ほ
か
、
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、
日
本
経
済
団

体
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

当
運
動
で
は
、
全
国
展
開
と
し
て
、
四
団

体
共
通
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、

2＋３６０運動ポスターデザイン
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 各

団
体
会
員
企
業
等
に
配
布
し
て
い
る
他
、

全
建
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、「（
民
間

を
含
め
た
）
全
て
の
工
事
」
ま
た
は
「
ま
ず

は
公
共
工
事
か
ら
」
の
い
ず
れ
か
を
各
都
道

府
県
建
設
業
協
会
に
選
択
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
ご
と
に
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し
た
運
動
も

展
開
し
て
い
る
。

土
日
一
斉
閉
所
は
、
一
朝
一
夕
に
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
が
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
広

が
っ
た
休
日
取
得
運
動
が
契
機
と
な
り
今
で

は
日
曜
閉
所
が
一
般
的
に
な
っ
た
と
い
う
前

例
も
あ
る
。「
目
指
せ
！
建
設
現
場
土
日

一
斉
閉
所
」
運
動
も
、
建
設
業
の
休
み
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
、
大
き
な
契
機
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

5
．最
後
に

令
和
五
年
の
就
労
条
件
総
合
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
に
よ
れ
ば
、「
何
ら
か
の
週
休
二

日
制
」
を
採
用
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
全

産
業
で
八
十
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
多
く
の
学
校
は
土
日
が
休
み
と
な
っ
て

久
し
い
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
求
職
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
週
休
二
日
が
前
提
と

な
っ
て
お
り
、
週
休
二
日
の
実
現
は
、
他
産

業
と
の
人
材
確
保
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、

建
設
業
界
に
と
っ
て
、
最
低
限
度
の
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
と
も
言
え
る
。

同
時
に
技
能
労
働
者
を
は
じ
め
、
建
設
業

に
働
く
労
働
者
の
処
遇
改
善
も
喫
緊
の
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
六
年
度
は
、
十
二
年

連
続
で
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
引
き
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
令
和
六
年
三
月
に
は
総
理

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
と
建
設
四
団
体
と
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、「
技
能
労
働
者

の
五
％
を
十
分
に
上
回
る
賃
上
げ
を
目
指
す

こ
と
」に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
会
に
お
い
て
も

各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
と
協
力
し
、
技
能

労
働
者
の
賃
金
の
引
き
上
げ
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
時
間
を
削
減
し
な
が

ら
、
更
に
は
処
遇
の
改
善
に
努
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
に
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
取
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
人
材
確
保
に
は
絶
好
の

機
会
で
あ
り
、
他
産
業
と
の
人
材
確
保
競
争

に
負
け
ず
、
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
発
展

し
て
い
く
に
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
は
、
長
時
間
労
働
に
頼
っ
た
働
き
方

か
ら
、
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、
合
理
的
な

働
き
方
へ
と
変
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

な
お
、
今
年
二
十
歳
を
迎
え
る
二
〇
〇
四

年
の
出
生
数
が
百
十
万
人
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
昨
年
（
二
〇
二
三
年
）
の
出
生
数
は
七

十
三
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
生
産

年
齢
人
口
は
確
実
に
減
少
す
る
。
労
働
集
約

的
な
産
業
で
あ
る
建
設
業
は
今
後
、
よ
り
一

層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
改
善
に
は
、
Ｉ
Ｔ
の
活

用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普
及
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
拡
大
や
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
導
入
な

ど
業
務
の
効
率
化
、
あ
る
い
は
、
身
近
に
あ

る
無
駄
な
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
経
営
資
源
の
豊
富
な
大
手
の
建

設
企
業
で
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
も
、
中
小
建

設
業
者
で
は
難
し
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
一

つ
ず
つ
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

全
建
と
し
て
も
、
本
稿
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
取
組
み
を
進
め
る
と
共
に
、
今
後

も
会
員
企
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

の
一
助
と
な
る
よ
う
積
極
的
な
施
策
の
推
進

を
し
て
い
く
。

「目指せ！��建設現場�土日一斉閉所」運動ポスター
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事
例�

北
海
道
に
お
け
る
建
設
産
業
の
現
状
と�

担
い
手
確
保
等
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
じ
め
に

建
設
産
業
は
、
道
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
の
基
盤
と
な
る
道
路
や
河
川
、
住
宅
な
ど

の
整
備
や
日
頃
の
維
持
管
理
は
も
と
よ
り
、

除
雪
や
施
設
の
長
寿
命
化
等
の
対
応
、
さ
ら

に
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
発

生
時
に
お
け
る
通
行
止
め
や
、
応
急
工
事
等

の
初
期
対
応
や
被
災
後
の
迅
速
な
復
旧
な

ど
、
本
道
の
発
展
や
地
域
の
安
全
・
安
心
、

経
済
・
雇
用
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
平
成
二
十
八
年
に
観
測
史

上
初
め
て
一
週
間
に
三
つ
の
台
風
が
上
陸

し
、
そ
の
翌
週
に
も
台
風
十
号
が
接
近
し
た

こ
と
に
よ
り
連
続
的
な
豪
雨
が
も
た
ら
さ

れ
、
全
道
的
に
甚
大
な
洪
水
災
害
・
土
砂
災

害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
六
・
七
、
最
大
震
度
七
を
記
録
し
た
胆
振

東
部
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
近
年
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
更
な
る
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
担
う
建
設
産
業
の
役

割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、
全

産
業
で
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い

る
な
か
、
建
設
産
業
に
お
い
て
も
、
就
業
者

の
高
齢
化
や
若
年
者
の
入
職
が
進
ま
な
い
な

ど
人
材
確
保
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
る
建
設
工
事
の
品
質
確
保

や
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て
建
設
産
業
が
担

う
役
割
を
十
分
果
た
せ
な
く
な
る
こ
と
へ
の

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
建
設
産
業
に

お
け
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
、
よ
り
一

層
の
生
産
性
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

�

北
海
道
の
建
設
業
の�

現
状
と
課
題

道
内
の
建
設
投
資
額
は
、
平
成
五
年
度
の

約
四
・
八
兆
円
を
ピ
ー
ク
と
し
、
平
成
二
十

二
年
度
の
約
二
・
一
兆
円
が
最
低
額
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
国
の
「
防
災・減
災
、

国
土
強
靱
化
」
の
推
進
等
に
よ
り
、
令
和
五

年
度
に
お
い
て
は
、
ピ
ー
ク
時
の
約
六
十
九

％
で
は
あ
り
ま
す
が
、
約
三
・
三
兆
円
と
、

こ
こ
数
年
は
安
定
し
て
推
移
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
道
内
の
建
設
業
に
お
け
る
就
業
者

数
は
、
平
成
七
～
九
年
度
の
約
三
十
五
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
令
和
五
年

度
は
ピ
ー
ク
時
の
お
よ
そ
六
割
の
約
二
十
一

万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
構
成
で
見
る
と
、
平
成
十
六

年
以
前
は
、
五
十
歳
以
上
が
約
四
割
、
二
十

九
歳
以
下
が
二
割
程
度
で
し
た
が
、
近
年
は

五
十
歳
以
上
の
割
合
が
増
加
し
、
令
和
五
年

度
に
は
五
十
歳
以
上
が
約
六
割
を
占
め
る
一

方
、
二
十
九
歳
以
下
が
一
割
未
満
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
建
設
業
に
お
け
る
人
手
不
足
と

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
建
設
業
の
持
続
的

な
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
担
い
手
の
確

保
・
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ

フ
１
）。

�

建
設
業
の
二
〇
二
四
年
問
題
と

国
の
動
き

「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
と
い
う
）」
が
二
〇
一
九

年
四
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
五
年
間
の

猶
予
を
経
て
、
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
建
設

業
に
お
い
て
も
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

北
海
道
庁
建
設
部

建
設
政
策
局　

建
設
管
理
課

28



『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 適

用
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
建
設
産

業
は
働
き
方
改
革
の
推
進
と
と
も
に
、
生
産

性
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
業
務
の
一
層
の
効

率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
国
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
担
い
手
・
地
域
の
守

り
手
で
あ
る
建
設
業
等
が
そ
の
役
割
を
果
た

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
年
六
月
に
「
担
い

手
確
保
」「
生
産
性
向
上
」「
地
域
に
お
け
る

対
応
力
強
化
」
を
目
的
に
担
い
手
3
法
（
建

設
業
法
、
入
契
法
、
品
確
法
）
が
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

北
海
道
の
取
組
み

道
に
お
い
て
も
、
地
域
の
安

全
・
安
心
や
経
済
・
雇
用
を
支

え
る
建
設
産
業
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
、
将
来
、
担
い
手
と

な
る
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
建
設
産
業
の
未
来
が
魅
力

あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
令
和
五
年
三
月
に
『
建
設

産
業
ミ
ラ
イ
振
興
プ
ラ
ン

H
O
K
K
A
ID
O

』
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
建
設
産

業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
を
早

急
に
解
決
す
べ
き
重
点
課
題
と

し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
建

設
産
業
の
「
働
き
方
改
革
」、「
生

産
性
の
向
上
」、「
魅
力
の
発
信
」

を
施
策
の
三
つ
の
柱
と
し
、
関

係
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
み

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
取
組

み
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

①
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
取
組
み

建
設
産
業
に
お
い
て
、
担
い
手
の
中
長
期

的
な
育
成
・
確
保
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

「
働
き
方
改
革
」
を
推
進
し
、「
長
時
間
労
働

の
是
正
や
休
日
の
確
保
」

「
担
い
手
の
確
保
・
育
成

の
た
め
の
適
正
な
利
潤
の

確
保
」「
建
設
産
業
の
環

境
整
備
」
の
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
長
時
間
労
働
の
是
正

や
休
日
の
確
保
」
と
し
て

は
、
週
休
二
日
工
事
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
十

月
か
ら
は
質
の
向
上
を
目

指
し
て
「
月
単
位
の
週
休

二
日
」
や
「
完
全
週
休
二

日
（
土
日
閉
所
）」
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
（
図
1
）。

「
担
い
手
の
確
保
・
育

成
の
た
め
の
適
正
な
利
潤

の
確
保
」
と
し
て
は
、
予

定
価
格
の
適
正
な
設
定

や
、
適
切
な
設
計
変
更
の

た
め
、
設
計
業
務
の
受
発
注
者
が
情
報
共
有

を
行
う
「
工
事
円
滑
化
会
議
」
や
、発
注
者・

工
事
受
注
者
・
設
計
者
が
協
議
・
確
認
を
行

う
「
三
者
検
討
会
」、
工
事
の
受
発
注
者
が

設
計
変
更
の
内
容
な
ど
を
確
認
す
る
「
設
計

変
更
確
認
会
議
」
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て

グラフ１　建設業就業者の年齢階層別構成比の推移（北海道）

図1　週休2日工事の実施について
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い
ま
す
。

ま
た
、
「
建
設
産
業
の
環
境
整
備
」
と
し

て
、
北
海
道
内
の
国
、
特
殊
法
人
等
及
び
地

方
公
共
団
体
の
各
発
注
者
が
参
画
す
る
「
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
発
注
者
協
議
会
」
な
ど
を
通

じ
て
、
各
市
町
村
に
対
し
て
週
休
二
日
工
事

や
適
切
な
工
期
設
定
等
、
働
き
方
改
革
実
現

に
向
け
た
取
組
み
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

②�

「
生
産
性
向
上
」

へ
の
取
組
み

持
続
可
能
な
建
設
業

に
向
け
て
は
、
担
い
手

の
確
保
に
加
え
、
新
技

術
の
活
用
等
に
よ
る
更

な
る
生
産
性
の
向
上
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
六
年
六
月
改
正
の

「
品
確
法
」
に
お
い
て

も
、
調
査
・
設
計
や
発

注
か
ら
維
持
管
理
ま
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の

各
種
取
組
み
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
に

お
い
て
も
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
Ｄ
Ｘ
の
取

組
推
進
」
と
し
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル

工
事
」
や
、
監
督
業
務
の
「
遠
隔
臨
場
」
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
年
度
よ
り
測
量
・
施
工
か
ら
完
成

ま
で
全
プ
ロ
セ
ス
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

「
全
面
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
」、
令
和
四
年

度
か
ら
は
設
計
デ
ー
タ
作
成
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

に
よ
る
施
工
に
特
化
し
た
「
部
分
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
工
事
」、
令
和
五
年
十
月
か
ら
は
設

計
デ
ー
タ
作
成
と
出
来
形
管
理
・
納
品
に
特

化
し
た
「
簡
易
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
」
を

導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
へ
の
取
組
拡
大

を
進
め
て
い
ま
す
（
図
2
）。

ま
た
、
遠
隔
臨
場
に
つ
い
て
は
、
令
和
二

年
度
か
ら
試
行
を
開
始
し
、
令
和
四
年
度
か

ら
は
本
格
運
用
、
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
工

事
検
査
に
つ
い
て
も
試
行
を
開
始
す
る
な

ど
、
取
組
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
「
魅
力
の
発
信
」
へ
の
取
組
み

将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
者
や
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
北
海
道
の
建
設
産
業
の
未
来

が
魅
力
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
、「
建
設
産

業
の
魅
力
発
信
」
と
「
建
設
産
業
へ
の
理
解

促
進
」
に
向
け
た
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
事
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

〇�

若
手
建
設
業
就
業
者
と
高
校
生
と
の
意
見

交
換
会
（
写
真
1
、
2
）

建
設
業
団
体
等
と
連
携
し
、
建
設
産
業
に

従
事
す
る
若
手
職
員
と
高
校
生
に
よ
る
意
見

交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
見
交

換
会
で
は
、
学
生
が
抱
え
る
就
職
に
対
す
る

不
安
の
解
消
や
、
実
際
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ

を
掴
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、
普
通
科
な
ど
工
業

系
を
専
攻
し
て
い
な
い
学
生
に
も
、
就
職
・
進

学
先
に
建
設
業
を
選
択
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
、
就
労
環
境
や
仕
事
の
中
身
と
い
っ

た
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
高
校
生
に
対
し

て
、
建
設
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
勤
労
観
・

職
業
観
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
体
験
講
習
会
（
写
真
3
、
4
）

高
校
生
を
対
象
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

建
設
技
術
に
関
す
る
座
学
と
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

体
験
等
に
よ
る
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
会
で
は
、
建
設
産
業
に
お
け
る
Ｉ

図2　ICT活用工事について

写真１　意見交換会①

写真２　意見交換会②

写真３　ICT体験講習会①

写真４　ICT体験講習会②
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 Ｃ

Ｔ
の
活
用
状
況
を
伝
え
る
こ
と
で
、
業
務

の
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
が
進
む
建
設
産

業
の
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

〇
建
設
産
業
ふ
れ
あ
い
展
（
写
真
5
~
9
）

従
来
の
担
い
手
確
保
の
取
組
み
は
、
就
職

に
直
結
す
る
高
校
生
以
上
へ
の
働
き
か
け
が

中
心
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
若
い

世
代
と
そ
の
親
世
代
に
対
し
て
、
建
設
産
業

の
役
割
や
魅
力
、
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
ふ
れ
あ
い
展
は
、
建
設
業
団
体
等
と

連
携
し
、
作
業
機
械
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
等
の

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
通

じ
て
休
日
の
親
子
連
れ
な
ど
、
普
段
建
設
産

業
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
一
般
の
方
々
に

建
設
産
業
の
役
割
や
重
要
性
を
理
解
し
、
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

札
幌
市
と
道
の
共
同
開
催
で
実
施
し
、
国
や

数
多
く
の
建
設
産
業
の
関
連
団
体
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
今
年
度
で
九
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

会
場
は
、札
幌
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、

札
幌
駅
前
通
の
真
下
を
通
り
、
地
下
鉄
南
北

線
さ
っ
ぽ
ろ
駅
と
大
通
駅
間
の
約
五
百
二
十

ｍ
 を
つ
な
ぐ
長
い
歩
行
空
間
を
毎
年
一
月
の

二
日
間
、
建
設
産
業
の
イ
ベ
ン
ト
で
ジ
ャ
ッ

ク
し
ま
す
。

当
日
は
、
組
み
立
て
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
使

っ
た
も
の
づ
く
り
体
験
や
建
設
現
場
の
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
体
験
な
ど
、
実
際
に

子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
建
設
産
業
の
理
解
を
深
め
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
方
々

に
建
設
産
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
札
幌
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
道
内
の
地
方
都
市
に
お
い
て
も
、

地
元
の
関
係
団
体
の
み
な
さ
ま
と
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
建
設
産
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等（
写
真
10
）

こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

広
く
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
昨
年
度

か
ら
新
た
に
Ｘ
（
旧T

w
itter

）
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
て
、建
設
産
業
の
役
割
や
魅
力
、

建
設
産
業
に
関
す
る
取
組
み
や
役
立
つ
情
報

な
ど
を
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
、
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
発
信
し
て
い
ま
す
。

︿
建
設
産
業
ミ
ラ
イ
振
興
通
信「
道
知
る
べ
」﹀

https://tw
itter.com

/signpost_ksk

︿
北
海
道
建
設
政
策
局
建
設
管
理
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
関
連
サ
イ
ト
﹀

https://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

kn/ksk/ksgs/boshu/signpost.htm
l

お
わ
り
に

以
上
、
道
の
現
状
と
取
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

道
と
し
て
は
、
今
後
と
も
社
会
情
勢
の
変

化
を
見
据
え
な
が
ら
、
北
海
道
の
価
値
や
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
誰
も

が
安
心
し
て
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
北
海

道
を
つ
く
る
た
め
、『
建
設
産
業
ミ
ラ
イ
振

興
プ
ラ
ンH

O
K
K
A
ID
O

』
に
基
づ
き
、
将

来
の
担
い
手
と
な
る
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
本
道
の
建
設
産
業
の
未
来
が
魅
力

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
関
係
団
体
や
教
育

機
関
の
み
な
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

建
設
産
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

写真6　ＶＲ足場体験写真7　測量機器体験

写真8　ショベル操作
体験

写真9　釧路市での
イベント

写真10　X（旧Twitter）での発信

写真５　昨年度ポスター
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事
例�

働
き
方
改
革
と
担
い
手
確
保
の�

両
立
の
た
め
に

～
大
林
組
の
施
策
を
例
に
～

1
．建
設
業
の
概
況

二
〇
一
九
年
四
月
に
働
き
方
改
革
関
連
法

案
が
施
行
さ
れ
、
五
年
間
の
猶
予
期
間
を
経

て
、
建
設
業
に
お
い
て
も
二
〇
二
四
年
四
月

か
ら
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
規
制
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
の
建
設
業
の
平

均
年
間
労
働
時
間
は
千
九
百
七
十
八
時
間
で

あ
り
、
全
産
業
平
均
よ
り
二
百
五

十
二
時
間
長
い
状
況
で
す
。
主
な

原
因
と
し
て
、
休
日
の
少
な
さ
や

人
手
不
足
、
設
定
工
期
の
短
さ
と

い
っ
た
外
的
な
要
因
に
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
の
休
日
出
勤
や
長
時
間

労
働
の
常
態
化
に
よ
り
、
働
き
手

側
に
長
時
間
労
働
へ
の
抵
抗
が
少

な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
、

建
設
業
に
従
事
す
る
労
働
者
数
は
過
去
二
十

年
間
減
少
を
続
け
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
の

六
百
十
八
万
人
に
対
し
て
二
〇
二
二
年
に
は

四
百
七
十
九
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
年
齢
構

成
で
は
五
十
五
歳
以
上
の
割
合
が
年
々
増
え

続
け
三
十
五
・
九
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、

二
十
九
歳
以
下
の
割
合
は
十
一
・
七
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
、
高
齢
者
の
大
量
離
職
に

よ
り
人
材
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
担
い
手
の
確
保
は
建
設
業
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

2
．�改
正
労
働
基
準
法
へ
の
対

応
と
働
き
方
改
革
の
推
進

（
1
）�

大
林
組
が
進
め
る
働
き
方
改
革

と
は

大
林
組
は
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
職
場
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
会

社
の
成
長
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、「
働
き
方
改
革
」
が
、
時
間
外
労
働

時
間
の
抑
制
に
よ
り
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
職
員
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
「
働
き
が
い
」
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

会
社
は
、
能
力
向
上
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
能
力
に
応
じ
て
業
務
に
お
け
る
責

任
と
権
限
を
職
員
に
付
与
し
ま
す
。そ
し
て
、

「
学
び
、
実
践
、
達
成
」
に
よ
り
、
職
員
が

働
き
が
い
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
感
し
、

更
な
る
学
び
を
求
め
る
と
い
う
好
循
環
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
2
）
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
み

二
〇
一
七
年
九
月
に
土
木
・
建
築
・
設
備
・

機
電
・
事
務
の
各
職
種
人
事
担
当
者
や
各
事

業
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し

た
社
長
直
轄
の
「
働
き
方
改
革
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
の
推
進
に
お
い
て
は
、
後
述
の

①
環
境
整
備
、
②
意
識
改
革
、
③
業
務
改
善

の
三
要
素
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具

体
的
な
方
策
を
図
2
に
示
し
ま
す
。

①
環
境
整
備

（
ア
）�

柔
軟
な
働
き
方
や
働
き
が
い
向
上
に

向
け
た
人
事
諸
制
度

直
近
の
主
な
制
度
拡
充
と
し
て
、
従
業
員

川
上　

季
伸

株
式
会
社
大
林
組　

土
木
本
部 

本
部
長
室　

部
長

図1　建設業就業者数の推移と
建設業就業者の高齢化の進行

（引用元：jfc_now_2023_2_230726_2 （nikkenren.
com））
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
向
上
や
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現
を
図
る
た
め
、
二
〇
二

一
年
に
テ
レ
ワ
ー
ク
、
時
差
出
勤
及
び
時
間

単
位
年
休
を
制
度
化
し
ま
し
た
。
ま
た
従
業

員
の
働
き
が
い
向
上
に
向
け
て
、
別
居
者
帰

省
旅
費
の
支
給
回
数
を
そ
れ
ま
で
の
月
二
回

か
ら
月
四
回
に
拡
大
し
、
同
時
に
本
人
が
帰

省
で
き
な
い
場
合
の
家
族
の
呼
び
寄
せ
回
数

も
同
じ
く
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
休
暇
制
度
の
拡
充
や
新
た
な
手

当
の
導
入
な
ど
、
従
業
員
の
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
向
け
て
様
々
な
人
事
諸

制
度
を
構
築
し
て
お
り
、
会
社
の
成
長
と
職

員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
両
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
イ
）
現
場
四
週
八
閉
所
の
推
進

各
現
場
事
務
所
は
、
期
初
に
年

間
閉
所
予
定
表
を
作
成
し
、
四
週

八
閉
所
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
現
段
階
で
は
工
事
工
程

の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
百
％
の
達

成
は
叶
わ
な
い
状
況
で
す
。
二
〇

二
三
年
度
の
大
林
組
国
内
土
木
現

場
の
実
績
と
し
て
、
四
週
六
閉
所

以
上
が
九
十
％
、
四
週
八
閉
所
以

上
が
六
十
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
週
八
閉
所
の
実
現
に
は
、
施
工

者
の
自
助
努
力
と
と
も
に
、
発
注

者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
業
界
団
体
を
通
じ
て
発
注
者

側
へ
適
正
な
工
期
設
定
と
四
週
八

閉
所
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
四
週
八
閉
所
の
先
に

は
、
土
日
・
祝
日
を
現
場
閉
所
と

す
る
「
完
全
週
休
二
日
」
が
あ
り
、
建
設
業

も
他
産
業
と
比
べ
て
遜
色
の
な
い
労
働
環
境

の
整
備
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
ウ
）
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
の
推
進

国
土
交
通
省
の
工
事
や
業
務
で
実
施
さ
れ

て
い
る
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
を
大
林
組

の
現
場
事
務
所
で
も
、
発
注
者
や
協
力
会
社

と
い
っ
た
外
部
関
係
者
と
の
間
の
み
な
ら

ず
、
現
場
内
の
職
員
同
士
の
間
で
も
推
進
し

て
い
ま
す
。
一
週
間
に
お
け
る
関
係
者
間
の

ル
ー
ル
や
約
束
事
、
ス
タ
ン
ス
を
目
標
と
し

て
定
め
、
計
画
的
に
業
務
を
履
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
業
務
環
境
な
ど
の
改
善
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

②
意
識
改
革

（
ア
）
働
き
方
・
労
働
時
間
へ
の
意
識
改
革

社
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
、
改
正
労
働

基
準
法
の
内
容
を
項
目
ご
と
に
簡
潔
に
ま
と

め
た
「
1
分
で
わ
か
る
！
シ
リ
ー
ズ
」
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
三
か
月
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
全

職
員
が
改
正
労
働
基
準
法
へ
の
正
し
い
理
解

と
法
令
遵
守
の
意
識
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

（
イ
）
労
働
時
間
の
「
見
え
る
化
」

労
働
時
間
の
実
績
「
残
業
定
期
便
」
を
全

職
員
に
送
付
し
、
毎
月
の
勤
務
状
況
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
明
示
を
行
い
ま
し
た
。
現
場
事
務

所
内
の
職
員
の
勤
怠
状
況
を
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
で
、
長
時
間
労
働
と
な
り
そ
う
な

職
員
を
フ
ォ
ロ
ー
し
現
場
全
体
で
業
務
を
平

準
化
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
ウ
）
早
く
帰
る
意
識
付
け

早
く
帰
る
た
め
の
意
識
付
け
と
し
て
、

「
15
分
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
週
間
」
を
年
二
回
設

定
し
ま
し
た
。
通
常
よ
り
も
十
五
分
早
い
退

社
時
間
を
自
身
が
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
業
務
の
工
夫
に
挑
戦
す
る
も

の
で
あ
り
、「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
自

信
に
も
繋
が
り
、
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

③
業
務
の
効
率
化

（
ア
）
建
設
Ｄ
Ｘ
の
推
進

大
林
組
で
は
、
少
人
数
・
短
時
間
で
の
効

率
的
な
現
場
施
工
を
目
指
し
、
誰
で
も
簡
単

に
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
ア
プ
リ「CO

N
N
ECT

IA

（
コ

ネ
ク
テ
ィ
ア
）」
を
開
発
し
ま
し
た
。
３
Ｄ

モ
デ
ル
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
多
数
存
在

し
ま
す
が
、CO

N
N
ECT

IA

は
施
工
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
利
用
の
機
能
に
絞
っ
て
、
既

存
製
品
よ
り
も
容
易
に
利
用
で
き
、
か
つ
、

共
有
デ
ー
タ
環
境
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
：Com

m
on�

D
ata�Environm

ent

）
に
な
り
う
る
シ
ス

図2　働き方改革推進のための3つの要素
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テ
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
土
木
現

場
で
試
行
し
た
結
果
、
施
工
計
画
に
お
い
て

従
来
よ
り
も
二
十
二
％
の
時
間
短
縮
効
果
を

確
認
し
ま
し
た
。

（
イ
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
普
及
・
展
開

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
普
及
・
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、
土
木
部
門
の
中
に
先
端
技
術
推
進

室
を
設
置
し
ま
し
た
。
先
端
技
術
推
進
室
は

「
き
め
る
・
つ
く
る
・
つ
か
う
」
を
担
当
す

る
三
つ
の
部
署
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
事
務
所
の
新
規
立
上
げ
時
に
は
、
各
支

店
に
配
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
部
隊
で
あ
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
ツ
ー
ル
の
導

入
・
運
用
開
始
か
ら
そ
の
活
用
の
定
着
ま
で
、

現
場
事
務
所
職
員
の
み
な
ら
ず
協
力
会
社
も

含
め
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
導
入
し
た
ツ
ー

ル
の
例
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル「direct

」、デ
ジ
タ
ル
野
帳「eY

A
CH
O

」、

土
木
工
事
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
「
デ
キ
ス
パ

ー
ト
」が
あ
り
、特
に「direct

」「eY
A
CH
O

」

の
国
内
土
木
現
場
導
入
率
は
百
％
で
す
。

そ
の
他
、
二
〇
二
一
年
に
は
全
土
木
現
場

にW
eb

カ
メ
ラ
の
原
則
設
置
を
定
め
、「
遠

隔
臨
場
」
で
の
立
会
な
ど
、
職
員
の
移
動
時

間
の
大
幅
な
削
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

（
ウ
）
業
務
の
棚
卸
と
平
準
化

現
場
事
務
所
毎
に
異
な
る
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
存
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
に
よ
り
発
生

し
て
い
る
非
効
率
な
業
務
、
不
必
要
な
書
類

作
成
と
い
っ
た
項
目
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

し
、
不
要
業
務
や
過
剰
業
務
の
削
ぎ
落
と
し

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
当
た
り
前
（
社
内
ル
ー
ル
）
か
ら
脱

却
し
た
新
た
な
業
務
ル
ー
ル「O

-standard

」

の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
支
店
に
現
場
業
務
の
支
援
部
隊

（
建
設
補
助
員
）
を
配
置
し
、
繁
忙
度
の
高
い

現
場
事
務
所
の
業
務
を
積
極
的
に
補
助
す
る

こ
と
で
、
常
設
部
門
と
現
場
事
務
所
内
の
業

務
繁
忙
度
の
平
準
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
．担
い
手
の
確
保

大
林
組
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の

競
争
力
強
化
と
将
来
の
担
い
手
確
保
に
取
り

組
む
中
、
協
力
会
社
と
定
期
的
に
安
全
、
品

質
、
担
い
手
確
保
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
て
お

り
、
協
力
会
社
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
要
望
に

応
え
る
べ
く
、
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
1
）
教
育
訓
練

校
の
設
立

大
林
組
の
協
力
会

社
で
組
織
す
る
大
林

組
林
友
会
に
は
、
様
々
な
工
種
・
業
種
の
企

業
約
千
二
百
社
が
全
国
で
加
盟
し
て
い
ま

す
。
二
〇
一
四
年
に
は
大
林
組
と
大
林
組
林

友
会
が
共
同
で
「
大
林
組
林
友
会
教
育
訓
練

校
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
訓
練
校
は
、
技
能

労
働
者
の
育
成
と
次
世
代
へ
の
技
能
伝
承
を

目
的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
四
百
九
十
四

人（
二
〇
二
四
年
三
月
末
現
在
）が
修
了
し
、

建
設
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
と
び
工
・

鉄
筋
工
・
型
枠
工
の
三
種
類
の
若
年
育
成
コ

ー
ス
（
写
真
1
）
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
特
化
し
た
建

設
技
能
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
（
写
真
2
）

を
設
け
て
お
り
、
毎
年
五
十
名
の
修
了
者
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
、
本
訓
練
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
東
京
都
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
初
の
「
広
域
団

体
認
定
訓
練
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

認
定
を
機
に
、
大
林
組
は
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
の
導
入
を
決
定
し
、
訓
練
校
修

了
生
と
雇
用
主
で
あ
る
企
業
に
対
し
て
左
記

の
三
つ
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

訓
練
校
修
了
生
の
う
ち
、
登
録
基
幹
技
能

者
、
一
級
技
能
士
、
二
級
技
能
士
の
認
定

要
件
を
期
限
内
に
取
得
し
た
本
人
に
手
当

を
支
給

訓
練
校
修
了
生
が
前
記
の
認
定
要
件
を
満

た
し
た
場
合
、
雇
用
す
る
企
業
に
支
給
期

間
内
で
日
数
に
応
じ
て
手
当
を
支
給

訓
練
校
修
了
生
を
一
年
間
継
続
雇
用
し
た

場
合
、
雇
用
す
る
企
業
に
手
当
を
支
給

（
2
）
ス
ー
パ
ー
職
長
制
度
の
導
入

二
〇
一
一
年
に
大
林
組
は
、
建
設
業
の
魅

力
を
高
め
、
若
年
建
設
技
能
者
の
入
職
・
定

着
率
を
向
上
さ
せ
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、

ス
ー
パ
ー
職
長
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
若
年
建
設
技
能
者
に
目
標
と
さ
れ
る

よ
う
な
理
想
的
な
職
長
を
評
価
す
る
制
度
で

す
。「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
」「
マ
イ
ス
タ
ー
」「
ジ

ュ
ニ
ア
」
の
各
基
準
を
満
た
し
た
職
長
を
、

二
〇
二
四
年
度
は
合
計
五
百
二
十
四
名
認
定

し
、
認
定
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
職
長
に
は
大
林

組
の
建
設
現
場
で
の
勤
務
日
数
に
対
し
て
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

写真1　大林組林友会教育訓練校で
の若年育成コース（鉄筋工）の様子

写真2　大林組林友会教育訓練校で
の建設技能スキルアップコースの様子
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 （

3
）
け
ん
せ
つ
職
業
体
験
フ
ェ
ス
タ

の
開
催

建
設
業
の
魅
力
を
発
信
し
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
建
設
業
界
の
未
来

の
担
い
手
確
保
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

高
校
生
や
高
専
生
を
対
象
と
し
た
建
設
技
能

体
験
会
「
け
ん
せ
つ
職
業
体
験
フ
ェ
ス
タ
」

を
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
四
年
三
月
に
大
林
組
と
大
林
組
林

友
会
に
加
盟
す
る
三
十
二
社
が
合
同
で
実
施

し
た
職
業
体
験
会
で
は
、
東
京
都
立
総
合
工

科
高
等
学
校
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
二
年

生
四
十
七
名
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
な
が
ら
、
高
校
生
は
四
～
五
人
の
班

に
分
か
れ
て
、
十
工
種
（
と
び
、
鉄
筋
、
型

枠
大
工
、
左
官
、
溶
接
、
は
つ
り
・
解
体
、

軽
鉄
・
ボ
ー
ド
、
塗
装
、
シ
ー
ル
、
美
装
）

の
ブ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。各
ブ
ー
ス
で
は
、

大
林
組
林
友
会
加
盟
の
建
設
技
能
者
か
ら
直

接
教
わ
り
な
が
ら
の
実
践
的
な
技
能
体
験
や

（
写
真
3
）、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
を
利
用
し

た
高
所
で
の
足
場
組
立
体
験
な
ど
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
4
）。

（
4
）
業
務
改
善
事
例
・
提
案
コ
ン
テ

ス
ト
の
開
催

大
林
組
は
二
〇
一
七
年
か
ら
、
協
力
会
社

か
ら
の
業
務
改
善
に
寄
与
す
る
優
良
な
事

例・提
案
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
生
産
性
の
向
上
、
②
安
全
性
の
向
上
、
③

働
き
方
改
革
、
④
環
境
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

事
例
・
提
案
を
募
り
、
書
類
選
考
、
最
終
選

考
会
を
経
て
、各
賞
（
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、

奨
励
賞
及
び
推
進
賞
）
を
選
定
し
表
彰
し
て

い
ま
す
（
写
真
5
）。
こ
の
よ
う
な
機
会
が

協
力
会
社
同
士
の
刺
激
に
な
る
と
同
時
に
、

協
力
会
社
職
員
の
創
意
工
夫
に
対
す
る
意
欲

を
引
き
出
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋

が
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

（
5
）
事
業
と
技
能
の
あ
と
つ
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設

大
林
組
は
大
林
組
林
友
会
と
と
も
に
二
〇

二
三
年
に
協
力
会
社
の
抱
え
る
経
営
課
題
の

解
決
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
「
事
業
と
技
能

の
あ
と
つ
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
事
業
経
営
に
限
定
せ
ず
、
採
用
、
教

育
、
事
業
承
継
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
活
用
と
い

っ
た
様
々
な
相
談
に
対
し
て
、
専
門
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
継
経
営
者
を
対
象
と
し
た
「
後

継
経
営
者
育
成
研
修
」
や
幹
部
社
員
を
対
象

と
し
た
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」
な
ど
も

開
催
し
て
い
ま
す
（
写
真
6
）。

4
．最
後
に

こ
こ
ま
で
、
大
林
組
の
働
き
方
改
革
や
担

い
手
確
保
に
関
す
る
施
策
を
紹
介
し
ま
し

た
。
今
後
、
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
建
設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
特
に

建
設
業
本
来
の
面
白
さ
・
将
来
像
を
知
っ
て

も
ら
い
、「
建
設
業
界
で
是
非
働
き
た
い
」

と
思
わ
せ
る
広
報
活
動
の
強
化
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
働
き
手
が
働
き
や
す
く

魅
力
的
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
を
創

造
す
る
「
働
き
が
い
改
革
」
に
注
力
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

二
〇
二
四
年
六
月
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
担

い
手
・
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
建
設
業
が
そ

の
役
割
を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
担
い

手
3
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

建
設
業
が
他
産
業
に
比
べ
て
見
劣
り
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
従
事
す
る
建
設
技
能
者
・

技
術
者
の
地
位
の
向
上
、
適
正
賃
金
の
確
保
、

休
日
の
確
保
を
達
成
す
る
た
め
に
、
業
界
全

体
で
さ
ら
な
る
取
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

写真3　けんせつ職業体験フェスタでの
型枠組立の体験の様子

写真4　けんせつ職業体験フェスタでの
VRを用いた高所での足場組立体験の様子

写真5　業務改善事例・提案コンテストでの
最終選考プレゼンテーションの様子

写真6　後継経営者育成研修での
グループ討議の様子
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事
例�

業
界
と
し
て
職
業
と
し
て
、�

そ
し
て
企
業
と
し
て
選
ば
れ
る
会
社
に

～
地
方
発
信　

働
き
方
改
革
～

は
じ
め
に

栃
木
県
南
部
に
位
置
す
る
下
野
市
。
穏
や

か
な
気
候
と
平
坦
な
地
形
に
恵
ま
れ
、
と
て

も
住
み
や
す
い
場
所
で
す
。
飛
鳥
時
代
か
ら

東
国
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
こ
の
地
を
拠
点

に
、
総
合
建
設
業
と
し
て
工
事
を
受
注
・
施

工
し
営
業
し
て
い
ま
す
。
工
事
の
種
類
は
生

活
・
産
業
の
基
盤
整
備
工
事
を
中
心
に
、
防

災
・
減
災
工
事
や
改
修
工
事
。
加
え
て
災
害

復
旧
、
外
構
、
伐
採
・
除
草
等
の
維
持
管
理

ま
で
、
県
内
外
を
問
わ
ず
多
岐
に
わ
た
り
活

動
し
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
創
立
か
ら

五
十
二
年
、
従
業
員
三
十
三
名
の
体
制
で
営

業
し
て
い
る
関
東
地
方
の
小
さ
な
建
設
会
社

で
す
。

令
和
元
年
六
月
『
新
・
担
い
手
3
法
』
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
の
小
さ
な
建
設
会

社
に
お
い
て
も
、
担
っ
て
い
く
役
割
、
そ
し

て
課
題
に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
が
生
じ
た

時
だ
と
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
本

稿
で
は
「
働
き
方
改
革
の
促
進
」「
事
業
環

境
の
確
保
」「
生
産
性
の
向
上
」
に
つ
い
て
、

我
が
社
の
取
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
働
き
方
改
革
の
促
進
」

こ
こ
に
、
過
去
十
年
間
の
年
間
休
日
の
推

移
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度

ま
で
の
五
年
間
は
、
上
期
に
お
い
て
土
曜

日
を
隔
週
で
休
日
と
し
、
下
期
か
ら
は
土

曜
日
を
出
勤
日
、
Ｇ
Ｗ
・
お
盆
・
年
末
年

始
に
祝
日
を
含
め
た
年
間
休
日
は
八
十
八

日
～
八
十
九
日

⃝
�

令
和
二
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
は
、

上
期
に
お
い
て
土
曜
日
を
隔
週
で
休
日
と

し
、
下
期
か
ら
は
土
曜
日
を
出
勤
日
、
Ｇ

Ｗ
・
お
盆
・
年
末
年
始
に
祝
日
を
含
め
た

年
間
休
日
は
八
十
八
日
、
加
え
て
年
次
有

給
休
暇
＋
五
日
で
年
間
休
日
は
九
十
三
日

⃝
�

令
和
四
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
に
か
け
て

は
、
通
期
で
隔
週
土
曜
日
を
休
日
と
し
、

Ｇ
Ｗ
・
お
盆
・
年
末
年
始
に
祝
日
を
含
め

て
年
間
休
日
は
令
和
四
年
度
に
九
十
八

日
、
年
次
有
給
休
暇
＋
五
日
で
百
三
日
、

令
和
五
年
度
は
百
六
日
、
年
次
有
給
休
暇

＋
五
日
で
百
十
一
日

⃝
�

令
和
六
年
度
か
ら
完
全
週
休
二
日
制
に
移

行
し
年
間
休
日
は
百
十
三
日
、
年
次
有
給

休
暇
＋
五
日
で
百
十
八
日
。
祝
日
及
び
連

休
前
後
間
に
有
給
取
得
推
奨
日
を
設
定
。

家
族
間
の
休
日
調
整
、
及
び
長
期
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境
を
構
築

事
例
1
：�『
２
＋
３
６
０
運
動
』	

ツ
ー
プ
ラ
ス
サ
ン
ロ
ク
マ
ル

運
動

い
つ
ま
で
も
職
場
に
残
っ
て
仕
事
を
続
け

前
原　

一
貴

株
式
会
社
前
原
土
建 

専
務
取
締
役

年度 年間休業日 備考
平成27（2015）年 88日 上期：土曜日隔週休日、下期：土曜日稼働
平成28（2016）年 88日 〃
平成29（2017）年 88日 〃
平成30（2018）年 88日 〃
平成31/令和元（2019）年 89日 〃
※令和元年（2019）６月　『新・担い手３法』公布　有給休暇　年次有給休暇5日取得義務
令和2（2020）年 88日 上期：隔週土曜日休日、下期：土曜日稼働
令和3（2021）年 88日 〃
令和4（2022）年 98日 通期：隔週土曜日休日
令和5（2023）年 106日 通期：隔週土曜日休日
令和6（2024）年 113日 完全週休二日、推奨日の設定

表－１　年間休日の推移
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 る

こ
と
は
健
康
や
私
的
な
時
間
を
奪
い
、
精

神
的
な
重
圧
や
緊
張
を
溜
め
込
む
こ
と
に
な

り
、
そ
の
結
果
、
我
々
の
施
工
現
場
に
お
い

て
最
も
優
先
す
べ
き
『
安
全
』
の
崩
壊
を
招

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
長
時
間
労
働

の
是
正
、
労
働
条
件
の
改
善
へ
の
対
応
は
待

っ
た
な
し
の
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

我
が
社
で
は
令
和
四
年
か
ら
『
２
＋
３
６
０

運
動
』を
展
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
目

指
せ
！　

週
休
二
日
、
目
指
せ
！　

時
間
外

労
働
年
間
三
六
〇
時
間
以
内
」
を
達
成
す
る

た
め
の
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

先
ず
社
内
に
目
を
向
け
、
自
社
及
び
従
業

員
の
労
働
実
績
を
確
認
し
、
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
勤
務
時
間
内
で
所
要
時
間
が
多
い

項
目
や
削
減
で
き
る
内
容
等
を
列
記
し
、
必

要
な
労
働
時
間
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
し

た
。
並
行
し
て
、
就
業
規
則
に
欠
落
項
目
な

ど
が
無
い
か
を
再
吟
味
し
ま
し
た
。
更
に
、

社
員
た
ち
の
私
事
情
を
取
り
入
れ
た
勤
務
の

調
整
が
で
き
な
い
か
も
検
討
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
一
定
の
成
果
が

得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
段
階
で
、
社
員
に
周

知
し
、時
間
短
縮
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
に
社
外
に
向
け
て
こ
の
取
組
み
を
報
知

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
社
会
全
体
の
労
働

環
境
改
善
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、

情
報
発
信
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
社
名
を

入
れ
た
の
ぼ
り
旗
や
看
板
を
製
作
し
、
施
工

現
場
に
設
置
し
ま
し
た
。
協
力
業
者
に
対
し

て
の
周
知
の
他
、
現
場
事
務
所
の
内
外
、
第

三
者
が
通
行
す
る
歩
車
道
に
向
け
て
な
ど
、

特
に
人
目
に
付
く
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
に

重
点
を
お
き
ま
し
た
。
設
置
す
る
だ
け
で
は

周
知
が
消
極
的
と
捉
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

事
例
2
：『
時
間
差
入
退
社
』

現
場
作
業
に
お
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
時

間
外
労
働
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
施
工

状
況
や
気
象
状
況
、
お
客
様
の
都
合
や
交
通

事
情
等
、
日
々
変
化
す
る
様
々
な
状
況
に
対

処
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。突
発
的
な
事
情
は
例
外
と
な
り
ま
す
が
、

工
程
管
理
を
行
っ
て
い
く
上
で
事
前
に
な
し

得
る
・
起
こ
り
得
る
事
象
に
関
し
て
対
応
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
施
工
管
理
で
生
じ
る
早
出
・
残

業
時
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
報
告
し

て
か
ら
勤
務
を
行
う
「
時
間
差
入
退
社
」
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
仕
事
上
で
の

繁
閑
、
従
業
員
の
心
身
の
負
担
軽
減
に
お
い

て
、
一
定
の
役
割
を
担
え
て
い
ま
す
。

「
事
業
環
境
の
確
保
」

事
例
1
：『
国
際
女
性
デ
ー
』

多
く
の
女
性
が
多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
働
い
て
い
ま
す
。
三
月
八
日
は
女
性
の
地

位
向
上
、
差
別
の
払
拭
等
を
目
指
し
た
「
国

際
女
性
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を
行
動
の
日

と
捉
え
、
先
ず
女
性
社
員
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
家
事
・
育
児
・
介
護
・

経
済
的
見
地
等
、
多
岐
に
わ
た
る
知
見
を
聴

取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
話
の
途
中
で
ト
イ
レ
の
話
題
が
あ
が
り

ま
し
た
。
施
工
現
場
に
お
い
て
は
「
快
適
ト

イ
レ
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

我
が
社
の
二
階
を
改
装
し
、
女
性
専
用
の
快

適
ト
イ
レ
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
女

性
社
員
の
意
見
を
受
け
、
温
水
洗
浄
便
座
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
便
器
の
高
さ
や
リ
モ

コ
ン
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
、
遮
音
壁
の
設
置
・

ド
ア
の
位
置
や
導
線
、
照
明
に
も
配
慮
し
た

設
計
と
し
施
工
し
ま
し
た
。

事
例
2
：『
男
女
共
同
参
画
週
間
』

男
女
共
同
参
画
週
間
（
六
月
二
十
四
～
二

十
八
日
）
に
、
本
社
及
び
施
工
現
場
に
お
い

て
「
男
女
共
同
参
画
白
書
」
を
基
に
概
要
を

説
明
し
、
先
ず
は
耳
を
傾
け
て
も
ら
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
当
初
、
内
容
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
通

り
の
説
明
を
終
え
る
と
、
反
応
は
意
外
な
も

２＋３６０運動

交流状況① 国際女性の日

専用トイレ交流状況②
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の
で
し
た
。「
う
ち
は
こ
う
し
て
る
よ
」「
こ

ん
な
こ
と
し
な
い
ね
」「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今

日
か
ら
こ
う
し
よ
う
」「
こ
ん
な
取
組
み
は

ど
う
な
の
か
な
」
等
々
、
多
く
の
意
見
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
・
家
事
・
育

児
の
女
性
に
対
し
て
の
労
り
は
勿
論
、
現
場

か
ら
『
こ
れ
は
会
社
と
し
て
や
ら
な
い
と
ダ

メ
だ
ね
』
と
い
う
意
見
等
を
数
多
く
も
ら
え

た
こ
と
は
、
将
来
に
向
け
て
明
る
い
兆
し
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
生
産
性
の
向
上
」

規
模
は
小
さ
い
が
総
合
建
設
業
で
あ
る
我

が
社
に
と
っ
て
、
物
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は

不
変
で
す
。
変
え
る
べ
き
は
《
過
程
》
に
あ

る
と
捉
え
、
導
入
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
1
：『W

eb

会
議
シ
ス
テ
ム
』

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
初

め
てW

eb

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
し

た
。
第
五
類
に
移
行
し
た
現
在
も
、
会
議
・

講
習
を
中
心
に
本
社
及
び
各
現
場
で
活
用
中

で
す
。
移
動
時
間
の
削
減
・
業
務
効
率
の
向

上
に
貢
献
。
夜
間
施
工
の
現
場
に
お
い
て
も

連
絡
確
認
で
き
る
よ
う
、
録
画
デ
ー
タ
の
容

量
や
議
事
録
管
理
等
を
改
善
す
べ
く
対
応
し

て
い
ま
す
。

事
例
2
：『
遠
隔
臨
場
』

広
範
囲
の
施
工
現
場
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し
遠
隔
臨
場
に
対
応

し
ま
し
た
。
現
場
作
業
員
に
カ
メ
ラ
を
装
着

し
て
も
ら
い
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
併
用
す
る

こ
と
で
、
現
場
事
務
所
の
モ
ニ
タ
ー
で
映

像
・
音
声
を
視
聴
。
事
務
所
に
不
在
時
や
、

他
箇
所
で
作
業
し
て
い
る
時
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
確
認
。
そ
の
都
度
、
適
切
な
状
況
を

判
断
し
指
示
を
行
い
ま
し
た
。
刻
々
と
変
化

す
る
現
場
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
で
き
る

シ
ス
テ
ム
は
、
安
全
そ
し
て
品
質
を
管
理
す

る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
メ
ラ
等
を
身
に
付
け
る
た
め
、
通
常

作
業
時
よ
り
装
備
品
が
多
く
な
り
、
加
え
て

こ
ち
ら
か
ら
の
注
文
に
よ
り
、
カ
メ
ラ
の
脱

着
・
撮
影
箇
所
の
移
動
な
ど
、
担
当
者
の
負

担
を
増
加
さ
せ
て
し
ま
う
な
ど
反
省
す
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

暗
部
箇
所
や
夕
刻
時
の
映
像
の
不
鮮
明

さ
、
悪
天
候
時
の
通
信
障
害
等
、
使
用
範
囲

を
限
定
し
て
活
用
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
ま
た
位
置
情
報

と
移
動
軌
跡
を
併
用

す
る
こ
と
で
、
作
業

動
線
の
見
直
し
、
作

業
員
の
適
切
な
配
置

が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。
録
画
機
能
を

活
用
し
、
後
か
ら
デ

ー
タ
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
。

現
場
管
理
を
す
る

上
で
プ
ラ
ス
材
料
と

な
り
得
ま
し
た
が
、
機
能
を
十
二
分
に
使
い

こ
な
せ
ず
、
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

事
例
3
：『
ド
ロ
ー
ン
の
多
目
的
利
用
』

施
工
現
場
に
お
い
て
今
や
欠
か
せ
な
い
物

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
用
例
と
し
て
は
、

１
．�

初
期
の
段
階
で
、
現
場
を
把
握
し
、
図

面
と
の
不
一
致
を
見
つ
け
出
す
の
に
空

撮
映
像
で
比
較

２
．
災
害
現
場
で
被
災
状
況
の
把
握

３
．
施
工
現
場
に
お
い
て
の
進
捗
状
況

４
．
ド
ロ
ー
ン
測
量

な
ど
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

①�

工
事
受
注
後
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、
発

注
図
書
に
空
撮
映
像
を
盛
り
込
み
、
疑
問

点
や
問
題
点
へ
の
認
識
を
深
め
、
そ
の
後
の

施
工
方
法
・
工
程
管
理
を
後
押
し
し
ま
す
。

②�

被
災
現
場
に
い
ち
早
く
出
向
き
、
先
ず
は

目
視
で
状
況
を
把
握
。
被
災
箇
所
が
高
速

道
路
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
飛
行
規
制

の
制
約
も
あ
る
中
で
、
周
辺
を
含
め
た
被

災
状
況
を
ド
ロ
ー
ン
で
空
撮
、
被
災
箇
所

と
影
響
範
囲
を
確
認
し
ま
し
た
。

③�

状
況
撮
影
は
施
工
前・月
次・完
成
を
軸
に
、

進
捗
の
時
宜
を
見
て
撮
影
し
て
い
ま
す
。

④�

ド
ロ
ー
ン
測
量
及
び
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
施
工
現
場
で

男女共同参画週間 現場掲示状況

現場事務所・休憩所 説明会

Web会議

ウェアラブルカメラヘッドセット 遠隔臨場
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 導

入
対
応
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
施
工
内

容
や
現
地
環
境
を
勘
案
し
て
今
後
も
適
宜

導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

我
が
社
に
お
い
て
は
現
在
二
名
が
資
格
を

有
し
、
社
内
で
技
術
展
開
し
、
後
進
を
育
成

中
で
す
。
今
後
、
無
人
航
空
機
の
活
用
範
囲

が
今
ま
で
以
上
に
広
が
り
を
見
せ
た
時
に
、

蓄
積
し
た
知
識
・
操
縦
技
能
を
運
用
し
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
例
4
：『
建
設
ア
シ
ス
タ
ン
ト
』

デ
ジ
タ
ル
分
野
と
女
性
活
躍
に
焦
点
を
置

い
た
、
建
設
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
本
社
デ
ス
ク
と
施
工
現
場
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
現
場
技
術
者
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
工
デ
ー
タ
等
の
書
類

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
並
行
し
て
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
勤
怠

管
理
、
建
設
経
理
や
安
全
管
理
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
業
務
内
で
対
面
が
必
要
に
な
っ
た

時
に
は
、W
eb

会
議
シ
ス
テ
ム
も
併
用
し

て
作
業
の
効
率
化
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

以
前
の
勤
怠
管
理
は
紙
で
の
授
受
で
し
た

が
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
回
付
時
間
の
削
減
、
休
暇
取
得
の

管
理
に
お
い
て
も
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

ま
た
若
手
社
員
や
入
社
間
も
な
い
社
員
が
休

暇
を
取
得
す
る
上
で
も
効
果
的
で
す
。

現
在
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
で

す
が
、
将
来
的
に
は
経
験
の
浅
い
社
員
に
対

し
て
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
展

開
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

従
業
員
が
少
な
く
、
支
援
体
制
が
不
充
分

で
あ
っ
た
た
め
、
一
人
当
た
り
の
業
務
量
は

自
ず
と
多
く
な
り
、業
務
の
内
容
に
よ
っ
て
、

肩
身
の
狭
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
社
員
の
得
意
分
野
や
興
味
・
関

心
な
ど
を
把
握
し
、
そ
れ
を
活
か
し
つ
つ
、

仕
事
を
任
せ
る
。
ま
た
、
単
調
な
作
業
は
定

期
的
に
切
り
替
え
た
り
、
新
し
い
業
務
に
取

り
組
む
機
会
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
に
変
え

て
、
心
地
よ
く
働
け
る
環
境
、
そ
の
上
で
、

社
員
に
寄
り
添
う
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

『
２
＋
３
６
０
運
動
』
を
情
報
発
信
し
た

段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
む
の
か
不

透
明
な
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

る
現
場
に
お
い
て
は
、
足
を
止
め
て
読
み
入

る
人
や
、
ピ
ン
ク
色
の
看
板
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
撮
影
す
る
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
別
の
現
場
で
は
、
の
ぼ
り
旗
を
見
た
人

が
、
担
当
職
員
に
声
掛
け
し
、
そ
れ
に
対
応

し
談
笑
す
る
景
色
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
時
に
は
、
こ
の
運
動
を
展
開
し
た
意
味
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
の
強
化
策
と

し
て
看
板
等
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
作
成
・
付
加

し
、
我
が
社
の
働
き
方
改
革
を
発
信
し
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
間
の
割
り
振
り
方
と
し
て
、
従
来
の
勤

務
時
間「
八
時
間
」の
延
長
で
は
な
く
、
限
ら

れ
た
時
間
内
に
各
業
務
を『
ど
う
組
み
込
み
、

ど
う
対
処
で
き
る
か
』
が
、
今
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
施
工
管
理
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
施
工
現
場
を
見
渡
し

た
時
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
凄
ま
じ
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
に
我
ら
「
前
原

土
建
」は
攻
め
の
姿
勢
で
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

①現場把握 ②－1　被災状況 ②－2　応急対策

③進捗状況

④－1　ドローン測量 ④－2　マシンコントロール ④－3　解析画像
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事
例�

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
見
る�

現
状
と
今
後
の
課
題

は
じ
め
に

わ
が
社
が
携
わ
っ
て
い
る
日
本
国
内
の
上

水
道
は
、
普
及
率
が
九
十
八
・
二
％
（
二
〇

二
二
年
三
月
末
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
水
道
管
で
法
定
耐
用
年
数
の
四
十
年
を

超
え
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

令
和
三
年
十
月
三
日
に
発
生
し
た
紀
の
川

に
架
か
る
六
十
谷
水
管
橋
の
落
橋
で
、
約
六

日
間
、
約
六
万
世
帯
が
断
水
し
、
住
民
生
活

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
耐
震
化
率
も
約

四
十
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
国
土
交

通
省
は
、
耐
震
化
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
に
お
い
て
は
、
普
及
率
が

八
十
・
六
％
（
二
〇
二
二
年
三
月
末
）
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
上
水
道
と
同
様
に
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
施
設
が
被
災
し
た
場
合
、
公
衆
衛
生

問
題
や
交
通
障
害
の
発
生
に
加
え
、
ト
イ
レ

の
使
用
が
不
可
能
と
な
る
な
ど
、
住
民
の
健

康
や
社
会
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
し
か
し
、
他
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
異
な

り
、
地
震
時
に
同
等
の
機
能
を
代
替
す
る
手

段
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
膨
大
な
施
設
の

耐
震
化
が
未
完
了
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
修
繕
や
更
新
、
耐
震
化
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進

内
閣
府
が
主
導
し
て
い
る
こ
の
取
組
み
は
、

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
が
厳

し
さ
を
増
し
、
人
口
減
少
に
伴
い
職
員
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
老
朽
化
が
進
む
イ

ン
フ
ラ
の
持
続
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
に
係
る
財

政
や
生
産
性
の
効
率
化
を
図
り
、
財
政
健
全

化
と
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
政
策

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
適
切
か
つ
効
果

的
な
支
出
に
よ
る
経
済
・
財
政
一
体
改
革
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
見
る

現
状上

下
水
道
を
主
と
す
る
業
界
に
目
を
向
け

る
と
、
労
働
環
境
、
人
材
不
足
、
中
堅
技
術

者
層
の
空
洞
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、
人
材

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、Ｃ
Ｉ
Ｍ（Construction Inform

ation 
M
odeling/M

anagem
ent

）
や
ド
ロ
ー

ン
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
技
術

が
導
入
さ
れ
、
設
計
・
施
工
の
効
率
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
界
は
長
年
に
わ
た
っ
て
労
働
時
間
が
不
規

則
で
、
過
酷
な
労
働
条
件
が
問
題
と
な
り
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
代
名
詞
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
労
働
環
境
の
改
善
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
企
業
や
業
界
全
体
で
の
取
組
み

山
﨑　

義
広

株
式
会
社
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役
社
長

【国土交通省近畿地方整備局＝HPより】
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
業

界
同
様
に
人
材
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
技
術
者
の
高
齢
化
と
若

年
層
の
参
入
減
少
に
よ
り
、
人
材
不
足
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
現
場
の
効
率
や
品
質
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

失
わ
れ
た
三
十
年
の
代
償

日
本
の
経
済
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
バ

ブ
ル
崩
壊
以
降
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
低
成

長
を
続
け
、「
失
わ
れ
た
三
十
年
」
と
呼
ば

れ
る
期
間
が
続
き
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
期
末
期

に
は
、
某
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｍ
で
「
二

十
四
時
間
戦
え
ま
す
か
」
と
い
う
流
行
語
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
九
九
五
年
の
兵
庫
銀
行

の
経
営
破
綻
に
始
ま
り
、
一
九
九
七
年
の
山

一
証
券
の
自
主
廃
業
に
象
徴
さ
れ
る
バ
ブ
ル

の
崩
壊
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
聖
域

な
き
構
造
改
革
」
と
相
ま
っ
て
、
公
共
事
業

の
削
減
や
設
計
業
務
委
託
等
の
技
術
者
単
価

の
ダ
ウ
ン
が
進
み
、
多
く
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
で
新
卒
者
の
採
用
が
控
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
影
響
は
大
き
く
、

一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
新

規
採
用
を
控
え
た
ツ
ケ
が
「
四
十
代
か
ら
五

十
代
社
員
の
空
洞
化
問
題
」
と
し
て
現
在
に

回
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

四
十
・
五
十
代
社
員
の
空
洞
化
問
題

四
十
代
社
員
は
企
業
内
で
中
堅
層
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
年
代
で
す
。
こ
の
層

が
不
足
す
る
と
、
経
験
や
専
門
知
識
が
不
足

し
、
業
務
の
効
率
や
質
が
低
下
す
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
の
層
の

人
員
が
不
足
す
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

継
承
が
難
し
く
な
り
、
組
織
の
方
向
性
や
戦

略
の
実
行
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
若
手
社
員
の
指
導
や

育
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
若
手
社
員
の
成
長
が
遅
れ
、
将
来
的
な

人
材
不
足
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

五
十
代
の
社
員
は
企
業
内
で
の
経
験
が
豊

富
で
、
組
織
の
安
定
性
を
支
え
る
重
要
な
存

在
で
す
。
こ
の
層
が
不
足
す
る
と
、
組
織
全

体
の
安
定
性
が
低
下
し
、
業
務
の
継
続
性
に

影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
長
年

の
経
験
か
ら
得
た
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の

貴
重
な
資
源
が
失
わ
れ
、
企
業
の
競
争
力
が

低
下
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

他
の
年
代
の
社
員
に
対
し
て
も
不
安
や
不
満

が
広
が
り
、
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低

下
す
る
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
お
い
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
次
世
代
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
が
遅
れ
、
将
来
的
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
に
繋
が
る
可
能
性
も
含
ん

で
い
ま
す
。

理
工
系
卒
人
材
募
集
の
難
し
さ

水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
は
、
土
木
工
学

科
な
ど
の
専
門
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
問
題
解
決
能
力
な
ど

の
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
も
求
め
ら
れ
る
業
界
で
す
。

し
か
し
、
専
門
性
の
高
さ
や
人
材
需
要
の

高
ま
り
に
よ
り
、
人
材
確
保
が
難
し
い
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
技
術
革
新
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
伴
い
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
、
Ａ
Ｉ
研
究
者
な
ど
の
理
系
人

材
の
需
要
が
急
増
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、土

木
工
学
科
等
の
大
学
や

大
学
院
を
卒
業
す
る
学

生
の
数
が
需
要
に
対
し

て
不
足
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
技
術
者
に
は

高
度
な
専
門
知
識
や
技

術
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

即
戦
力
と
な
る
人
材
を

見
つ
け
る
の
が
難
し
く
、

新
卒
だ
け
で
な
く
中
途

採
用
で
も
専
門
性
の
高
い
人
材
を
求
め
る
こ

と
が
多
く
、
人
材
確
保
が
よ
り
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

企
業
で
は
、
優
秀
な
理
系
人
材
を
確
保
す

る
た
め
に
高
い
給
与
や
良
好
な
労
働
条
件
を

提
示
し
、
人
材
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
企
業
が
こ
れ
に
対
応
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
中
小
企
業
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
は
大
手
企
業
と
の
競
争
で
不
利
に

な
る
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
汚
水
管
の
改土木工学科の学生数の推移と女子学生の割合
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築
は
令
和
九
年
度
以
降

に
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
導
入
決
定
が
交
付
要

件
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
下
水
道
事
業
者

が
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
勉
強
を
始
め
て
い
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
も
「
プ
レ

ゼ
ン
、
勉
強
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
請
が
あ
り
、
下
水
道

事
業
者
が
本
気
で
官
民

連
携
に
進
む
の
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導

入
決
定
ま
で
に
は
最
低

で
も
三
年
は
か
か
る
と

見
て
い
ま
す
し
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
が
か

な
り
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
自
治
体
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
ど
う
応
え
て
い

く
の
か
が
今
後
の
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
存
施
設
の
老
朽
化
の
実
態
と
予
測
（
モ

ノ
）、老
朽
化
施
設
の
増
加
に
伴
う
体
制
（
ヒ

ト
）、今
後
増
加
す
る
老
朽
化
対
策
費（
カ
ネ
）

に
対
し
、
長
期
的
な
分
析
や
調
査
、
計
画
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

立
場
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
ま

で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
段
階
は
も
と
よ
り
、
こ
の

方
式
の
運
用
段
階
に
お
い
て
、
統
括
管
理
や

各
種
計
画
検
討
作
成
、会
計
検
査
対
応
な
ど
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
で
き
る
こ
と
は
非
常
に

多
い
で
す
。

た
だ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
立
場
と
、
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
立
場
が
微
妙
な
関
係
で
す
の
で
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
立
ち
位
置
が
非
常
に

大
事
に
な
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
大
き
な
課
題
は
、

受
け
入
れ
可
能
な
収
益
モ
デ
ル
の
確
立
で
す
。

収
益
が
出
て
こ
な
い
こ
と
に
は
民
間
は
お
そ

ら
く
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

レ
ベ
ル
３
・
５
の
次
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

公
共
施
設
の
事
業
運
営
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
民
間
業
者
が
「
事
業
に

投
資
し
て
運
営
し
て
い
く
」
と
な
る
よ
う
な

収
益
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

技
術
革
新

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）が
注
目
さ
れ
、

効
率
化
や
利
益
向
上
を
目
的
に
取
り
入
れ
て

い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
建
設
業
界
で

も
Ｄ
Ｘ
化
は
人
材
不
足
や
熟
練
技
術
の
継
承

な
ど
の
問
題
を
解
決
で
き
る
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
社
で
は
、
業
務
で
活
用
で
き
る
Ａ
Ｉ

や
Ｄ
Ｘ
の
実
証
研
究
な
ど
に
研
究
開
発
費
を

充
て
試
行
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
章
校
正
、
音
声
議
事
録
の
作

成
、ChatGPT

の
活
用
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
導
入
や
マ
ー
タ
ポ
ー
ト
な
ど
の
導

入
に
よ
る
現
場
作
業
の
省
力
化
、
お
よ
び
そ

の
活
用
に
よ
る
設
計
の
品
質
向
上
、
効
率
化

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
に
お
い
て
は
Ａ
Ｉ

や
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
い
く
分
野
が
増
え
、
そ

れ
が
技
術
者
不
足
を
補
う
こ
と
に
繋
が
り
、

生
産
性
の
向
上
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
や

運
営
の
効
率
化
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
も
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
望
ま
れ
る	

水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
は

持
続
可
能
な
成
長
を
目
指
す
に
は
、
世
の

中
の
変
化
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
技
術
革
新
や

労
働
力
の
多
様
化
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、

下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン【国土交通省】
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 多

岐
に
わ
た
る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
国
や
地
方
公
共
団

体
、
さ
ら
に
は
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

最
新
の
技
術
や
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
、

効
果
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る

専
門
知
識
と
技
術
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
水
に
関
す
る
課
題
に
対
し
て
適
切
な
解

決
策
を
見
つ
け
出
す
問
題
解
決
能
力
が
必
要

で
す
。
水
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
を
目
指

し
、
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取

組
み
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
環
境
保
護
と
持

続
可
能
な
開
発
を
重
視

す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、技
術
者
に
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
関
係

者
に
技
術
的
な
内
容
を

分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
関
係
者
の
理
解
と

協
力
を
得
る
た
め
の
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

予
算
管
理
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
計
画
、
実
行
、

監
視
、
評
価
を
効
果
的

に
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

管
理
能
力
や
新
し
い
技

術
や
方
法
を
取
り
入

れ
、
革
新
的
な
解
決
策

を
提
案
で
き
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
創
造
性
、

柔
軟
な
発
想
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
異
な
る
専
門
分
野
の

人
々
と
協
力
し
て
進
め
ら
れ
る
た
め
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
も
重
要
で
す
。

人
材
確
保

こ
れ
か
ら
益
々
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
く
る
水

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
を
見
据
え
、
一
方
で
最

重
要
経
営
資
源
で
あ
る
人
材
の
確
保
と
そ
の

育
成
が
、
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
経
営
の
最
大

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

の
内
、
ヒ
ト
が
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
生
命

線
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
社
は
人
材
確
保
に
関
し
、
新

卒
リ
ク
ル
ー
ト
、
第
二
新
卒
リ
ク
ル
ー
ト
お

よ
び
キ
ャ
リ
ア
採
用
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
政
権
交
代
時
の
氷
河

期
と
も
い
え
る
時
期
に
採
用
を
控
え
た
り
、

リ
ス
ト
ラ
の
後
遺
症
に
よ
り
、
四
十
歳
代
か

ら
五
十
歳
代
の
技
術
職
が
空
洞
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
空
洞
を
埋
め
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ

ア
採
用
で
も
六
十
歳
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
技

術
者
の
積
極
的
採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
働

き
方
を
考
慮
し
、
通
常
勤
務
、
週
一
～
四
日

勤
務
、
さ
ら
に
テ
レ
ワ
ー
ク
や
自
宅
勤
務
等

に
よ
り
働
き
方
を
柔
軟
に
し
て
い
ま
す
。
業

務
内
容
と
し
て
は
、
第
一
線
の
技
術
者
、
照

査
専
門
、
ア
ド
バ
イ
ス
専
門
の
立
場
で
生
産

性
拡
大
、
チ
ェ
ッ
ク
の
充
実
、
若
手
技
術
者

の
教
育・育
成
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

女
性
社
員
に
お
い
て
は
、
産
休
後
の
職
場

復
帰
時
に
時
短
の
勤
務
を
推
奨
し
、
職
場
復

帰
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

勤
務
場
所
に
関
し
て
、
極
力
社
員
の
希
望
に

そ
っ
た
人
事
を
行
っ
て
転
勤
等
を
気
に
せ
ず

働
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

わ
が
社
の
使
命
は
、「
持
続
可
能
な
水
と

環
境
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
豊
か

で
安
全
な
社
会
に
貢
献
す
る
」
こ
と
で
す
。

企
業
理
念
に
は
、「
暮
ら
し
・
環
境
・
活
用
」

の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
創
業
時
か
ら
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
「
信
頼
と
和
」、
そ
し

て
「
次
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
総
合
的

な
視
点
に
立
っ
た
提
案
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
に
策
定
し
た
新
中
期
経
営
計
画

で
は
、「
三
水
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
百
年
企
業
に
向
け
て
成
長
し
続

け
る
た
め
に
は
、す
べ
て
の
社
員
が
変
化
し
、

意
識
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
三
水

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
成
し
遂

げ
、
永
続
的
な
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

３Dスキャン【三水コンサルタント提供】
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建
設
業
界
の
働
き
方
改
革
に
お
け
る

法
的
な
注
意
点
に
つ
い
て

今
般
の
働
き
方
改
革
で
は
、
二
〇
一
九
年

か
ら
大
企
業
が
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
中
小
企

業
が
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
の
適
用

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
建
設
業
、

自
動
車
運
転
業
、
医
師
等
に
つ
い
て
は
例
外

と
さ
れ
、二
〇
二
四
年
の
三
月
末
ま
で
の
間
、

適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
（
二
〇
二
四
）
年
四
月
か
ら

は
、
一
定
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
業
界
に

関
係
な
く
、原
則
と
し
て
全
て
の
企
業
に「
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
猶
予
期
間
中
に

は
労
働
基
準
法
の
改
正
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
の
内
容
に
触
れ
つ
つ
、
建
設
業
界
の

働
き
方
改
革
に
お
い
て
法
律
上
留
意
す
べ
き

と
思
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

1
．時
間
外
労
働
に
つ
い
て

（
1
）�「
時
間
外
労
働
」
と
「
残
業
」
の

違
い

ま
ず
、
規
制
の
対
象
が
「
時
間
外
労
働
」

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で
す
。

「
時
間
外
労
働
」
と
「
残
業
」
は
同
一
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
が
、「
残
業
」
と
は
、
一
般
的
に
は
会

社
で
定
め
た
「
所
定
労
働
時
間
」
を
超
え
る

時
間
の
労
働
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
の
に

対
し
、「
時
間
外
労
働
」
と
は
、
労
働
基
準

法
で
定
め
る
「
法
定
労
働
時
間
」
を
超
え
る

時
間
の
労
働
を
い
い
ま
す
。

こ
の
「
法
定
労
働
時
間
」
は
、
原
則
「
一

日
八
時
間
か
つ
一
週
四
十
時
間
以
内
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
）。

し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
会
社
の
就
業
時
間

を
守
っ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
、
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
就
業
時
間
が
午

前
八
時
か
ら
午
後
六
時
（
お
昼
休
み
一
時
間
）

だ
と
す
る
と
、
労
働
時
間
は
九
時
間
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
時
間
を
守
っ
て
就
業
し
た

と
し
て
も
「
時
間
外
労
働
」
に
該
当
し
て
し

ま
い
ま
す
。
法
律
違
反
か
ど
う
か
の
基
準
は
、

あ
く
ま
で
「
法
定
労
働
時
間
」
が
基
準
に
な

り
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）
原
則

「
法
定
労
働
時
間
」（
原
則
は
一
日
八
時
間

か
つ
一
週
四
十
時
間
以
内
）
を
超
え
る
場
合

に
は
、
労
働
者
と
企
業
（
使
用
者
）
側
と
の

間
で
、
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
に
基
づ
く

時
間
外・休
日
労
働
に
関
す
る
労
使
協
定（
以

下
、「
三
六
（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
」
と
い
い

ま
す
。）
を
締
結
し
て
届
出
を
し
な
い
限
り
、

そ
の
労
働
を
さ
せ
た
会
社
は
法
律
違
反
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
三
六
協
定
を
締
結
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
無
制
限
に
時
間
外
労
働
が
認
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
「
月
四

十
五
時
間
以
内
、
か
つ
年
三
百
六
十
時
間
以

内
」
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
3
）
例
外

時
間
外
労
働
の
規
制
の
原
則
は
右
記（
2
）

の
と
お
り
で
す
が
、
ど
ん
な
場
合
に
も
例
外

が
許
さ
れ
な
い
と
な
る
と
、
通
常
業
務
の
中

で
も
発
生
す
る
急
な
対
応
を
要
す
る
場
面
で

も
対
応
で
き
な
い
等
の
不
都
合
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
三
六
協
定
が
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
例
外
的
に
、
次
の
三
つ

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、「
年
七
百
二

十
時
間
以
内
」
の
時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

二
ヶ
月
〜
六
ヶ
月
の
時
間
外
労
働
の
平

均
が
八
十
時
間
以
内（
休
日
労
働
含
む
）

②�

時
間
外
労
働
が
月
百
時
間
未
満
（
休
日

労
働
含
む
）

大
森　

有
理

大
森
法
律
事
務
所　

弁
護
士

公
共
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

研
修
・
建
築
確
認
実
務
研
修
講
師

研
修
講
師
経
験
者
が
語
る
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 ③

時
間
外
労
働
が
月
四
十
五
時
間
を
超
え

る
回
数
が
年
六
回
ま
で

以
前
は
、
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が
あ
っ

て
、
労
働
者
と
企
業
（
使
用
者
）
側
が
合
意

す
る
場
合
（
以
下
、「
特
別
条
項
」
と
い
い

ま
す
。）
に
は
、
上
限
な
く
時
間
外
労
働
を

行
う
こ
と
が
事
実
上
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
法
改
正
に
よ
り
、
特

別
条
項
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
右
記
例
外
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
特
別
条
項
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

一
年
を
通
し
て
常
に
、
時
間
外
労
働
と
休
日

労
働
の
合
計
は
、
月
百
時
間
未
満
か
つ
二
ヶ

月
～
六
ヶ
月
平
均
八
十
時
間
以
内
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
点
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、時
間
外
労
働
が
月
四
十
四
時
間（
月

四
十
五
時
間
以
内
）
で
あ
っ
て
も
、
休
日
労

働
が
五
十
六
時
間
で
、
合
計
で
月
百
時
間
以

上
に
な
る
場
合
は
、法
律
違
反
と
な
り
ま
す
。

（
4
）
災
害
等
に
関
す
る
例
外
（
労
働

基
準
法
第
三
十
三
条
）

災
害
等
に
よ
る
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合

に
も
、
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
災
害
そ
の
他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
由
に
よ
っ
て
、
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場

合
は
、
三
六
協
定
で
定
め
る
時
間
外
労
働
時

間
と
は
別
に
、
時
間
外
労
働
及
び
休
日
労
働

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
労

働
基
準
監
督
署
の
事
前
の
許
可
ま
た
は
同
署

へ
の
事
後
の
届
出
が
必
要
で
す
。

ど
の
よ
う
な
場
合
が
臨
時
の
必
要
が
あ
る

と
し
て
許
可
さ
れ
る
か
は
、
被
災
状
況
、
被

災
地
域
の
事
業
者
の
対
応
状
況
、
当
該
労
働

の
緊
急
性
・
必
要
性
等
を
勘
案
し
て
個
別
具

体
的
に
判
断
さ
れ
ま
す
が
、基
準
と
し
て
は
、

概
ね
、
下
表
の
よ
う
な
も
の
が
例
示
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
こ
の
例
外
規
定
は
、
あ
く
ま

で
必
要
な
限
度
の
範
囲
内
に
限
り
認
め
ら
れ

る
も
の
で
す
の
で
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康

障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
取
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
長
時
間

に
わ
た
る
時
間
外
・
休
日
労
働
を
行
わ
せ
た

労
働
者
に
対
し
て
は
、
医
師
に
よ
る
面
接
指

導
等
の
実
施
な
ど
、
適
切
な
事
後
措
置
を
講

じ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の
他
、
後
述
4

（
1
）
と
同
様
、
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働

や
深
夜
労
働
に
つ
い
て
の
割
増
賃
金
の
支
払

も
必
要
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

必要の内容 具体例 許可 備考

・単なる業務の繁忙
・ その他これに準ずる経営

上の必要

×

・ 地震、津波、風水害、雪
害、爆発、火災等の災害
への対応

・急病への対応
・ その他の人命又は公益を

保護するための必要

・ 災害その他避けることのできない事
由により被害を受けた電気、ガス、
水道等のライフラインや安全な道路
交通の早期復旧のための対応

・大規模なリコール対応
・ 雪害：道路交通の確保等人命又は公

益を保護するために除雪作業を行う
臨時の必要がある場合

○ ・ 差し迫ったおそれがある
場合における事前の対応
も含む

・ 「ライフライン」には、電
話回線やインターネット
回線等の通信手段が含ま
れる

事業の運営を不可能にさせ
るような突発的な機械・設
備の故障の修理、保安やシ
ステム障害の復旧

サーバーへの攻撃によるシステムダウ
ンへの対応

○ 通常予見される部分的な修
理、定期的な保安は含まな
い

上記に対応するに当たり、
必要不可欠に付随する業務

○

〈表〉
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（
5
）
建
設
業
に
お
け
る
例
外

建
設
業
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
例
外
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
災
害
の
復

旧
・
復
興
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
右
記
１
．

（
３
）
①
②
の
規
制
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん

（
労
働
基
準
法
第
百
三
十
九
条
第
一
項
）。
災

害
の
復
旧
・
復
興
の
事
業
に
お
い
て
は
、
国

民
の
生
命
・
身
体
に
関
わ
る
緊
急
性
及
び
必

要
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
例
外

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
．�休
日
の
取
得
に
つ
い
て

時
間
外
労
働
の
み
な
ら
ず
、
休
日
に
つ
い
て

も
労
働
基
準
法
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、
原
則

と
し
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
休
日
を
、
毎

週
少
な
く
と
も
一
回
、
取
得
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
よ
り
少
な
い
休
日
と
す
る
場
合

に
は
、
時
間
外
労
働
と
同
様
、
三
六
協
定
の

締
結
及
び
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

3
．罰
則
規
定

企
業
と
し
て
は
、
右
記
の
よ
う
な
法
律
上

の
規
制
を
守
っ
て
適
切
な
労
働
時
間
と
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
も
し
万
が
一
、
違
反

し
た
場
合
は
、
次
の
と
お
り
、
三
六
協
定
が

な
い
場
合
で
違
反
し
た
場
合
も
、
三
六
協
定

が
あ
る
場
合
で
違
反
し
た
場
合
も
、
法
律
違

反
と
し
て
罰
則
規
定
（
六
箇
月
以
下
の
懲
役

又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
（
労
働
基
準
法

第
百
十
九
条
））
が
適
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
時
、
適
用
さ
れ
る
対
象
は
、
労
働
を

さ
せ
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
事
業

主
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
で

あ
っ
て
、
事
業
主
の
た
め
に
労
働
を
さ
せ
て

い
た
場
合
に
は
、
違
反
の
防
止
措
置
を
し
て

い
た
場
合
を
除
き
、
当
該
事
業
主
に
対
し
て

も
罰
金
刑
が
科
さ
れ
ま
す
（
労
働
基
準
法
第

百
二
十
一
条
）。

事
業
主
も
法
人
又
は
個
人
と
し
て
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、
労
働

者
の
労
働
状
況
に
つ
い
て
、
適
切
に
把
握
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

4
．�働
き
方
改
革
に
関
す
る�

そ
の
他
事
項

（
1
）
法
定
時
間
外
労
働
の
賃
金
の
割
増

大
企
業
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
六
十
時
間
を
超
え
る

法
定
時
間
外
労
働
に
対
し
て
五
十
％
の
割
増

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
就

業
規
則
の
変
更
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
、
そ
の
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

届
出
も
関
係
し
ま
す
の
で
、
一
度
、
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
違
反
し
た
場
合

に
は
、
罰
則
規
定
（
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
（
労
働
基
準
法
第

百
十
九
条
））
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
2
）
年
五
日
の
有
給
休
暇
取
得

二
〇
一
九
年
四
月
よ
り
、
年
五
日
の
有
給

休
暇
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
労

働
基
準
法
第
三
十
九
条
第
七
項
）。
労
働
条

件
次
第
で
は
、
契
約
社
員
な
ど
の
非
正
規
社

員
に
対
し
て
も
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
義
務
に
違
反
し
た
場

合
に
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
さ
れ

る
（
労
働
基
準
法
第
百
二
十
条
）
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

（
3
）
書
類
の
保
存
義
務

労
働
時
間
を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
の

書
類
は
、「
五
年
間
」
の
保
存
義
務
が
あ
り

ま
す
（
労
働
基
準
法
第
百
九
条
）。
違
反
し

た
場
合
に
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
課

さ
れ
る（
労
働
基
準
法
第
百
二
十
条
）の
で
、

こ
こ
も
注
意
が
必
要
で
す
。
以
前
は
三
年
で

し
た
が
、
二
〇
二
四
年
の
労
働
基
準
法
改
正

に
よ
っ
て
「
五
年
」
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

5
．�働
き
方
改
革
に
お
け
る�

建
設
業
界
の
課
題

こ
こ
ま
で
、
主
に
、
建
設
業
に
二
〇
二
四

年
か
ら
適
用
さ
れ
る
労
働
基
準
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

当
面
の
課
題
と
し
て
は
、
①
労
働
時
間
を

適
切
に
管
理
す
る
、
②
週
休
二
日
制
を
導
入

す
る
、③
給
与
や
社
会
保
険
制
度
を
見
直
す
、

④
現
場
で
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
、
と
い
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
勤
怠
管
理
を

携
帯
か
ら
操
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
が
考
え
ら
れ
そ
う
で

す
。
費
用
の
関
係
で
難
し
い
場
合
は
、
手
間

は
か
か
り
ま
す
が
、
時
間
外
労
働
時
間
を
必

ず
把
握
で
き
る
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
下
請
企
業
だ
け
で
対
応

す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
元
請
け
企
業
が
率
先
し
て
発
注
者

と
元
請
け
企
業
と
の
契
約
に
お
い
て
週
休
二

日
に
よ
る
工
期
を
設
定
す
る
な
ど
の
対
応
が

望
ま
れ
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
四
年
の
建
設
業

法
改
正
に
よ
り
、
労
務
費
の
基
準
が
設
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
基
準
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
に
つ
い
て
は
、現
場
を
含
め
、既
に
様
々

な
場
所
で
Ｉ
Ｔ
が
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す

が
、
二
〇
二
四
年
の
建
設
業
法
改
正
に
よ
り
、

一
定
の
建
設
業
者
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 現

場
管
理
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
さ
ら
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

6
．働
き
方
改
革
に
お
け
る

建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

建
設
業
界
で
は
、
担
い
手
不
足
が
大
き
な

問
題
と
し
て
あ
る
一
方
、
長
時
間
労
働
が
常

態
化
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
こ
れ
ま
で
猶
予
さ
れ
て
い
た
時
間
外
労

働
等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
い
く
ら

猶
予
期
間
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
を
大
き
く
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
建
設
業
界
に
と
っ
て
は
負
担

が
大
き
い
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
代
は
必
ず
変
化
す
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
時
代
に
目
を
向
け
て
み

る
と
、
若
い
世
代
の
方
は
、「
働
き
や
す
さ
」

を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
決
し
て
「
働

き
が
い
」
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

「
働
き
や
す
さ
」
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
と
い
う
価

値
観
の
変
化
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
時
代
背
景
等
も
踏
ま
え
る
と
、
様
々
な

事
情
で
昔
の
よ
う
に
残
業
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
で
も
働
け
る
環
境
を
作
る
、
と

い
う
こ
と
が
時
代
の
要
請
と
し
て
あ
り
、
建

設
業
界
も
そ
れ
に
対
応
す
る
時
期
が
来
た
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
前
述
の
通
り
、
建
設
業
は
、
特

に
災
害
時
へ
の
対
応
等
に
よ
る
例
外
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
時
な
ど
の

危
機
的
状
況
下
で
は
、
建
設
業
の
皆
様
の
働

き
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
国
民
の
生
命
・

身
体
の
安
全
が
図
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
の

証
左
で
す
し
、
価
値
観
は
変
化
し
て
も
、
建

設
業
の
仕
事
が
生
命
・
身
体
の
安
全
の
た
め

に
重
要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時

代
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
設
業
界
で
す
の

で
、
時
代
の
変
化
へ
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
、
是
非
、
よ
り
良
い
業
界
に
発
展
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

写真：�インターロッキングブロックを歩道に設置する工事（青森県八戸市建設部）

47



「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、

更
に
魅
力
あ
る
土
木
業
界
へ

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
朝
六
時
三

十
分
、
事
務
所
の
一
階
に
あ
る
宿
舎
か
ら
二

階
の
事
務
所
に
上
が
る
。
席
に
座
り
、
今
日

の
作
業
内
容
、
立
会
検
査
書
類
の
確
認
、
昨

晩
の
残
業
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
残
務
を
こ

な
す
。
七
時
三
十
分
、
朝
礼
場
に
向
か
い
朝

礼
の
準
備
と
協
力
業
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
八
時
朝
礼
。
協
力
業
者
さ
ん

が
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
定
時
前
の
朝
礼
が
多
か
っ
た
と
記
憶
す

る
。
ラ
ジ
オ
体
操
、
朝
礼
、
危
険
予
知
活
動

を
行
い
、
八
時
三
十
分
頃
に
は
作
業
開
始
。

自
分
の
担
当
箇
所
に
向
か
い
、
現
場
の
状
況

確
認
と
職
長
さ
ん
と
軽
く
打
合
せ
。そ
の
後
、

現
場
の
進
捗
の
確
認
や
安
全
指
示
、
発
注
者

の
立
会
検
査
の
準
備
や
対
応
を
し
て
い
る
う

ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
十
二
時
。
十
二
時

十
分
、
今
日
初
め
て
事
務
所
に
戻
り
弁
当
を

食
べ
る
。
十
二
時
四
十
五
分
、
作
業
間
調
整

打
合
せ
の
準
備
を
し
、十
三
時
か
ら
打
合
せ
。

十
三
時
三
十
分
、
再
び
現
場
へ
。
午
前
中
同

様
、
現
場
に
付
き
っ
切
り
で
管
理
。
明
日
の

立
会
検
査
の
書
類
準
備
や
出
来
形
書
類
の
作

成
、
社
内
の
打
合
せ
の
た
め
事
務
所
に
戻
り

た
い
が
、
ほ
と
ん
ど
戻
れ
ず
。
十
七
時
三
十

分
、
現
場
作
業
終
了
。
協
力
会
社
が
帰
る
の

を
見
届
け
、
現
場
を
戸
締
り
し
て
十
八
時
事

務
所
へ
戻
る
。
こ
の
時
間
、
や
っ
と
み
ん
な

が
事
務
所
に
揃
う
た
め
、
社
内
で
必
要
な
打

合
せ
が
始
ま
る
。
こ
こ
で
帰
り
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
明
日
の
準
備
を
し
な
い
と
現
場
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
。
結
局
今
日
も
夕
食
、
い
わ

ゆ
る
「
残
業
飯
」
を
食
べ
る
。
食
べ
終
わ
る

こ
ろ
に
は
二
十
時
近
く
。
や
っ
と
自
席
に
落

ち
着
き
、
内
業
を
始
め
る
。
そ
の
日
の
立
会

結
果
や
材
料
の
納
品
書
の
整
理
、
撮
っ
た
写

真
の
フ
ィ
ル
ム
を
カ
メ
ラ
屋
さ
ん
の
箱
に
入

れ
る
。
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
明
日
必
要
な
書

類
の
作
成
。
図
面
と
仕
様
書
を
広
げ
、
立
会

調
書
を
作
成
、
既
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
普
及
し
、
手

書
き
で
図
面
を
描
く
必
要
は
な
く
な
っ
て
い

た
も
の
の
、
調
書
を
作
る
に
は
結
構
時
間
が

か
か
っ
た
。
ま
た
検
査
に
備
え
て
の
写
真
整

理
。
ま
だ
デ
ジ
カ
メ
が
な
か
っ
た
た
め
、
焼

き
あ
が
っ
て
き
た
写
真
を
説
明
文
や
説
明
図

と
共
に
バ
リ
バ
リ
と
剥
が
し
て
貼
る
ア
ル
バ

ム
に
収
め
る
。
ふ
と
時
計
を
見
る
と
二
十
二

時
を
回
っ
て
い
る
。
周
り
を
見
渡
す
と
、
ほ

ぼ
全
員
の
社
員
が
残
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
。「
二
十
三
時
ま
で
に
は
上
が
ろ
う
。」
そ

ん
な
先
輩
の
声
。
結
局
、
皆
な
ん
と
か
そ
の

日
の
う
ち
に
は
仕
事
を
終
え
、
帰
路
に
就
く

…　

こ
れ
が
私
の
若
い
こ
ろ
、
い
や
業
務
担

当
は
変
わ
れ
ど
、
つ
い
最
近
ま
で
の
日
常
だ

っ
た
。

多
く
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
一
つ
の
も

の
を
期
限
ま
で
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
土
木
工
事
は
、
誰
か
の
仕
事
が
遅
れ
る
と

非
常
に
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
。
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
、
使
命
感
、
責
任
感
で
仕
事

を
し
て
い
た
。
確
か
に
残
業
時
間
は
多
か
っ

た
が
、
皆
で
一
緒
に
な
っ
て
大
き
な
構
造
物

を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
楽
し
か
っ

た
。
労
働
時
間
が
長
い
分
、
成
長
も
早
か
っ

た
と
思
う
。
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
土
木
業

界
し
か
経
験
が
な
い
た
め
、
こ
れ
が
「
当
た

り
前
」で
も
あ
っ
た
。
入
社
し
て
二
十
二
年
、

経
験
も
増
え
、
土
木
業
界
の
働
き
方
は
、
や

は
り
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と

思
い
始
め
た
。
そ
ん
な
時
、
改
正
労
働
基
準

法
な
ど
、
働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
施
行
さ

れ
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
案
施
行

働
き
方
改
革
に
伴
い
、
二
〇
一
九
年
四
月

か
ら
、
労
働
基
準
法
に
時
間
外
労
働
の
上
限

江
上　
　

眞

鹿
島
建
設
株
式
会
社　

土
木
管
理
本
部

土
木
工
務
部　

イ
ン
フ
ラ
更
新
グ
ル
ー
プ

土
木
施
工
管
理
研
修
講
師

研
修
講
師
経
験
者
が
語
る
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『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 規

制
が
導
入
・
適
用
さ
れ
た
が
、
建
設
業
に

お
い
て
は
五
年
間
の
猶
予
措
置
が
取
ら
れ
、

今
年
か
ら
一
部
特
例
は
あ
る
も
の
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
開
始
さ
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
な
働
き
方
で
何
と
か
現
場
を

管
理
し
て
い
た
私
は
、
ど
う
し
た
ら
こ
れ
だ

け
残
業
時
間
を
減
ら
し
て
現
場
を
回
せ
る
の

か
、
そ
れ
は
無
理
だ
、
と
思
っ
た
。
そ
の
当

時
、
本
社
が
主
導
す
る
生
産
性
向
上
推
進
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
所
属
し
「
鹿
島
の
あ
る
べ

き
姿
」
を
真
剣
に
考
え
た
。
具
体
的
な
内
容

と
し
て
、
社
員
を
増
や
す
、
無
駄
な
書
類
を

減
ら
す
、
業
務
の
本
店
・
支
店
集
約
、
売
り

上
げ
を
下
げ
る
…
…
等
々
検
討
し
た
が
、
二

〇
一
七
年
当
初
、
明
確
な
解
決
の
イ
メ
ー
ジ

は
見
え
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
当
社
は
二
〇
一
七
年
に
「
鹿

島
働
き
方
改
革
始
動
」
を
宣
言
し
た
。
当
社

の
働
き
方
改
革
は
、
協
力
会
社
の
意
見
を
最

大
限
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
注
力
し
進
め
た
。

ゼ
ネ
コ
ン
と
い
う
業
態
は
、
協
力
会
社
の
発

展
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
と
考
え
て
お

り
、
目
標
と
し
て
い
た
「
四
週
八
閉
所
」
に

お
い
て
も
、
建
設
技
能
者
の
所
得
は
四
週
四

閉
所
と
同
じ
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
を
重
要

な
テ
ー
マ
と
し
た
。
こ
の
前
提
の
も
と
、
管

理
す
る
当
社
社
員
の
働
き
方
対
策
に
つ
い
て

も
、
様
々
な
取
組
み
を
開
始
し
た
。
そ
の
取

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
重
要
テ
ー
マ
で
あ
る

「
生
産
性
向
上
策
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

生
産
性
向
上
へ
の
取
組
み

労
働
時
間
の
削
減
、
生
産
性
向
上
の
た
め

に
、
ま
ず
各
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
当
社
の
Ｄ
Ｘ
に

対
す
る
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

当
社
は
本
社
主
導
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
導
入
を
進
め
、
現
場
で
の
活
用
が
定
着

し
て
い
る
。
現
在
は
こ
れ
ら
個
々
の
ツ
ー
ル

を
個
別
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
連
携
さ
せ
、

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
付
加
さ
せ
な
が

ら
、
現
場
の
働
き
方
自
体
を
変
革
し
て
い
く

「
建
設
現
場
Ｄ
Ｘ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
具
体
的
な
施
策
を
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
」、「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
」、「
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
」、「
機
械
化
・
自
動
化
」
の
四
つ
の
領

域
と
そ
れ
を
支
え
る
「
Ｄ
Ｘ
基
盤
」
の
フ
ィ

ー
ル
ド
に
分
類
・
展
開
し
て
い
る
。

■
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

デ
ジ
タ
ル
空
間
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
施
工
計
画
の
最
適
化
を
図
り
、
施
工
の

進
捗
と
と
も
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
見
え
る
化
・
デ
ー
タ
化
し
、
デ
ジ

タ
ル
空
間
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
予
実
管
理

と
修
正
計
画
の
最
適
化
を
行
う
。
図
表
1
に

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
目
指
す
姿
を
示
す
。

そ
の
取
組
み
は
、①
施
工
過
程
の
可
視
化
、

②
現
場
の
見
え
る
化
と
情
報
の
一
元
化
、
③

工
事
用
車
両
の
運
行
管
理
、
④
計
測
の
見
え

る
化
、
⑤
多
人
数
同
時
参
加
型
Ｖ
Ｒ
を
利
用

し
た
遠
隔
合
意
形
成
、
⑥
画
像
処
理
技
術
に

よ
る
品
質
・
安
全
管
理
、
な
ど
が
あ
る
が
、

特
に
②
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
当
社
で
は
、

人
、
モ
ノ
、
建
設
機
械
の
位
置
や
稼
働
状
況

に
関
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を
、
気
象

や
交
通
情
報
等
の
環
境
情
報
と
合
わ
せ
て
表

示
す
る
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Field�

Brow
ser®

」（
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ウ
ザ
：

図
表
2
）
を
開
発
し
、
こ
れ
に
よ
り
刻
々
と

変
化
す
る
現
場
状
況
に
応
じ
て
タ
イ
ム
リ
ー

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
意
思
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

図表1

図表2
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■
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン

従
来
の
技
術
者
の
経
験
と
勘
に
よ
る

意
思
決
定
か
ら
、
デ
ー
タ
と
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
に
シ
フ
ト
す

る
た
め
、
技
術
者
の
経
験
知
を
含
む
施

工
情
報
や
実
績
を
デ
ー
タ
化
し
、
適
時

適
切
に
提
供
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
る
。
そ
の
第
一
段
階
が
、
社
内
共
通

言
語
化
し
た
建
設
作
業
項
目
に
紐
づ
い

た
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
体
系
（
歩
掛
Ｄ

Ｂ
、
資
源
単
価
Ｄ
Ｂ
等
）
の
構
築
で
あ

る
（
図
表
3
）。

更
に
第
二
段
階
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
技
術

に
よ
り
大
量
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
必
要
な

時
に
必
要
な
情
報
を
担
当
者
に
自
動
で
提
供

さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
機
械
化
・
自
動
化

熟
練
技
能
者
不
足
や
建
設
作
業
者
の
減
少

と
い
っ
た
建
設
産
業
全
体
の
課
題
解
決
の
た

め
、
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入
や
機

械
化
・
自
動
化
施
工
を
進
め
て
い
る
。
更
に

は
、
施
工
の
生
産
性
・
安
全
性
・
施
工
品
質

の
飛
躍
的
な
向
上
を
目
的
に
、
建
設
機
械
の

自
動
化
か
ら
自
律
化
に
向
け
た
取
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
図
表
4
に
示
す
「A

4CSEL
®

」

は
最
適
化
さ
れ
た
計
画
・
作
業
デ
ー
タ
に
従

っ
て
複
数
の
自
動
化
建
設
機
械
が
自
律
的
に

自
動
で
施
工
を
行
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
建

設
生
産
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
発
注
の
成
瀬
ダ
ム
で
は
、

最
盛
期
に
は
ロ
ー
ラ
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
十
四
台
の
自
動
化
建
設
機
械
が
連
携
し

（
図
表
4
）、
約
四
百
㎞
離
れ
た
鹿
島
西
湘
実

験
フ
ィ
ー
ル
ド
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
か

ら
の
遠
隔
管
制
に
よ
り
、
昼
夜
を
通
じ
連
続

稼
働
で
堤
体
打
設
を
行
っ
た
（
図
表
5
）。

■
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
と
Ｄ
Ｘ
基
盤

カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
、
各
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル

に
よ
る
現
場
管
理
の
自
動
化
・
遠
隔
化
・
ペ

ー
パ
レ
ス
化
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
と
現

場
実
績
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
双
方
を
実
現
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
シ
ン
プ

ル
に
現
場
管
理
で
き
る
よ
う

各
種
ツ
ー
ル
の
改
良
を
進
め

る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
に

関
わ
る
全
て
の
取
組
み
を
一

元
管
理
す
る
ク
ラ
ウ
ド
情
報

共
有
サ
ー
ビ
ス
「Box

」
を

導
入
し
、
人
と
デ
ー
タ
と
ツ

ー
ル
が
ス
マ
ホ
で
繋
が
る
現

場
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
全
国
の
現

場
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
は
簡
単
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
全
国
の
支
店
や
現
場
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
共
に
、
各
種
ツ
ー
ル
や

シ
ス
テ
ム
を
抵
抗
感
な
く
自
然
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
ま
た
各
種
情
報
が
意
識
せ
ず
と
も

自
然
に
手
に
入
る
よ
う
、
現
場
管
理
・
作
業

の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
も
含
め
て
見
直
し
、
取
組

み
を
加
速
、定
着
さ
せ
て
い
く
。
現
在
で
は
、

本
社
推
奨
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
フ
ル
活
用
す

る
な
ど
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
の
精

神
で
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
現
場
も
増
え
て
き
て

い
る
。

柔
軟
な
働
き
方
を
後
押
し
す
る

人
事
制
度
、勤
務
制
度

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
の

と
並
行
し
、
人
事
制
度
、
勤
務
制
度
の
改
革

も
行
っ
て
き
た
。
休
暇
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関

す
る
多
彩
な
制
度
、
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
設

け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
方
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
社
は
、
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
実
現
の
た
め
、
現
場
異
動
時
休
暇
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な
ど
の
多
彩
な
休
暇
制
度
に

加
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
柔
軟
な
勤
務
形

態
を
設
け
て
い
る
。
特
に
、
勤
務
形
態
に
つ

い
て
は
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
と
「
所

属
長
裁
量
制
」
が
時
間
外
労
働
時
間
削
減
に

効
果
的
で
あ
る
。
所
属
長
裁
量
制
は
、
所
属

長
に
管
下
従
業
員
の
所
定
始
業
時
刻
以
降
の

出
社
（
遅
出
）
や
所
定
終
業
時
刻
以
前
の
退

社
（
早
退
）
に
関
す
る
裁
量
を
付
与
し
、
業

務
の
繁
忙
状
況
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
働
き
方

に
よ
る
所
定
時
間
外
労
働
の
軽
減
を
目
的
と

す
る
制
度
で
あ
る
。
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

は
、
例
え
ば
や
む
を
得
ず
終
業
が
深
夜
に
お

よ
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
終
業
時
刻
と

図表3

図表4

図表5

50



『2
0
2
4
年
問
題
へ
の
取
組
み
﹄~
い
ま
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
~

特
集 次

の
始
業
時
刻
ま
で
の
間
に
少
な
く
と
も

九
時
間
の
継
続
し
た
休
息
時
間
を
与
え
る
制

度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用
は
、
所

属
長
の
理
解
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必

要
と
な
る
が
、
様
々
な
現
場
所
長
が
、
現
場

の
特
徴
に
応
じ
た
勤
務
形
態
を
採
用
し
時
間

外
労
働
時
間
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

実
施
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
現
場
の
施
工

管
理
担
当
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
現
場
所
長
も
い
る
。

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

適
用
開
始
、五
年
の
猶
予
を
終
え

二
〇
二
四
年
を
迎
え
て

当
社
の
働
き
方
は
、
様
々
な
施
策
や
意
識

改
革
、
コ
ロ
ナ
渦
の
対
応
な
ど
も
相
ま
っ
て
、

こ
の
猶
予
期
間
で
確
実
に
改
善
さ
れ
て
き

た
。
五
年
前
に
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た

が
、
全
国
の
現
場
に
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
遠

隔
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
場
事
務

所
に
は
様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
適
用
さ
れ
、

大
き
な
モ
ニ
タ
に
現
場
状
況
が
映
し
出
さ
れ

た
り
、
歩
掛
が
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
で
き

た
り
、
手
書
き
の
作
業
間
連
絡
調
整
記
録
が

な
く
な
っ
た
り
と
、
目
で
見
る
だ
け
で
も
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、夜
中
ま
で
煌
々

と
つ
い
て
い
た
現
場
事
務
所
の
明
か
り
が
、

最
近
で
は
早
い
段
階
で
消
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。「
昨
日
は
日
に
ち
が
変
わ
る
ま

で
仕
事
し
て
い
た
よ
」
と
、
昔
、
建
設
現
場

で
よ
く
聞
い
た
「
妙
な
残
業
自
慢
」
を
す
る

人
も
い
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

生
産
性
向
上
対
策
や
多
様
な
働
き
方
に
対

す
る
人
事
改
革
に
よ
る
過
渡
期
の
違
和
感
は

時
間
が
解
決
す
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、

今
ま
で
以
上
に
上
司
が
若
手
社
員
の
フ
ォ
ロ

ー
に
回
り
、
役
職
者
の
仕
事
量
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
実
、
つ
ま
り
「
業
務
負
荷

の
偏
り
」
は
更
な
る
生
産
性
向
上
策
や
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
も
あ
る
。

土
木
現
場
で
は
「
工
期
内
に
構
造
物
を
納
め

る
」
と
い
う
大
命
題
が
あ
り
、
日
々
施
工
が

進
む
現
場
の
段
取
り
を
遅
ら
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
、
上
司
か

ら
「
残
業
を
す
る
な
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
で

は
、
現
場
が
止
ま
っ
て
も
い
い
の
か
」「
施
主

の
求
め
る
資
料
の
提
出
日
に
間
に
合
わ
な
く

て
も
い
い
の
か
」
と
現
場
に
対
す
る
責
任
感

か
ら
「
も
っ
と
仕
事
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
若
手
社
員
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
Ｏ
Ｊ

Ｔ
の
減
少
に
よ
る
自
分
の
成
長
の
遅
れ
を
危

惧
し
「
も
っ
と
働
き
た
い
」
と
い
う
若
手
社

員
も
い
る
。
こ
れ
は
、
働
き
方
改
革
が
生
ん

だ
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
不
満
と
な
り
若

手
が
建
設
業
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
声
に
も
今
後
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
国
づ

く
り
と
研
修
」
を
発
行
す
る
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
各
種
研
修
に
参
加
す

る
こ
と
も
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
減
少
を
補
填
す
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
は
追
記
し
て
お
く
。

何
度
か
研
修
講
師
を
や
ら
せ
て
頂
い
た
が
、

若
い
建
設
関
係
者
が
、
非
常
に
真
剣
な
目
で

私
の
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。

そ
も
そ
も
働
き
方
改
革
と
は

労
働
基
準
法
の
改
正
適
用
に
五
年
間
の
猶

予
を
与
え
ら
れ
る
、
あ
る
意
味
特
殊
な
業
界

に
携
わ
る
我
々
は
、
政
府
が
働
き
方
改
革
を

取
り
上
げ
た
背
景
を
正
し
く
理
解
す
る
べ
き

で
あ
る
。
働
き
方
改
革
の
根
本
の
目
的
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
、
労
働
力
人
口

の
激
減
に
備
え
る
こ
と
で
あ
り
、
労
働
時
間

を
規
制
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
政
府

は
「
労
働
人
口
の
減
少
」
に
備
え
る
た
め
に

高
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
労
働
環
境
や
慣
習
、
破
綻
し
つ
つ
あ

る
制
度
の
変
革
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
一
つ

が
「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
「
働
き
方
改
革
は
、
労
働

者
一
人
ひ
と
り
の
事
情
や
希
望
に
合
っ
た

「
多
様
な
働
き
方
」
が
選
択
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
」、
つ
ま
り
人
口
減
少
や
働

き
方
の
多
様
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
生
産
性
向
上
、
就
業
機
会
の
拡
大
や
意

欲
や
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
作

り
、
そ
れ
に
よ
り
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で

き
る
社
会
を
実
現
し
、
働
く
人
一
人
ひ
と
り

が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を
、
働
き
方
改
革

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。
こ
の
取

組
み
に
よ
っ
て
、
労
働
者
が
将
来
に
希
望
を

持
ち
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
働
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
労
働
効
率
も
上
が
り
、
結
果
と
し

て
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
だ
。

建
設
業
や
運
送
業
の
長
時
間
労
働
ば
か
り

が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
が
、
前
述
し
た
目
的

か
ら
考
え
る
と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

「
労
働
環
境
や
習
慣
、制
度
」の
変
革
で
あ
る
。

本
来
変
え
る
べ
き
は
「
働
く
時
間
」
で
は
な

く
、「
働
き
や
す
さ
」「
働
き
が
い
」
だ
と
思

う
。
そ
う
考
え
る
と
、「
単
に
労
働
時
間
を
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規
制
す
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
働
き
方
に

対
応
で
き
る
制
度
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
。

土
木
業
界
の
働
き
方
の
あ
る
べ
き

姿
と
更
に
魅
力
あ
る
土
木
業
界
へ

働
き
方
改
革
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等

に
よ
り
現
場
仕
事
も
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
ま

た
残
業
時
間
も
間
違
い
な
く
減
っ
て
き
て
お

り
、
建
設
に
携
わ
る
人
々
の
働
き
方
へ
の
意

識
や
感
覚
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

昔
言
わ
れ
て
い
た
3
Ｋ
「
き
つ
い
」「
汚
い
」

「
危
険
」
か
ら
、
国
交
省
と
日
本
経
団
連
が

提
唱
す
る
新
3
Ｋ
「
給
与
が
い
い
」「
休
暇

が
取
れ
る
」「
希
望
が
持
て
る
」
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
体
感
で
き
る
。
今
は
そ

の
過
渡
期
で
あ
り
、
今
後
更
に
生
産
性
が
上

が
り
、
働
き
方
改
革
前
と
同
じ
だ
け
の
売
上

げ
を
働
き
方
改
革
後
の
労
働
時
間
で
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、「
働
き

方
改
革
が
完
了
」し
た
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、「
残
業
時
間
さ
え
短
く
な
れ
ば
、「
働

き
や
す
さ
」、「
働
き
が
い
」
が
上
が
る
の
か
」

と
い
う
疑
問
は
残
る
。
ま
た
、前
述
し
た「
も

っ
と
働
き
た
い
」
と
思
う
意
見
に
も
応
え
ら

れ
て
い
な
い
。こ
こ
か
ら
は
私
見
と
な
る
が
、

も
う
少
し
視
点
を
変
え
た
更
な
る
改
革
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

私
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
三
年
間
、
本
社

が
主
導
す
る
生
産
性
向
上
推
進
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
と
い
う
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

当
社
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
機
会
を
得
た
。
ま
た
二
〇
一
八
年
か
ら
米

国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
赴
任
し
、
土
木
に
関

す
る
新
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
拓
を

行
っ
て
い
た
。
三
年
と
短
期
間
で
は
あ
っ
た

が
、
意
識
の
高
い
人
が
多
い
地
域
に
住
み
、

仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
日
本
と
の
働
き
方
の

違
い
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
経
験
に
よ
り
、「
日
本
の
、
土
木
業
界
の

働
き
方
」
に
つ
い
て
、非
常
に
興
味
を
持
ち
、

考
え
る
時
間
も
多
か
っ
た
。

そ
の
駐
米
中
に
、
非
常
に
印
象
深
か
っ
た

言
葉
が
あ
る
。「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン（W

ork-Life Integration

）」

で
あ
る
。
直
訳
す
る
と
「
仕
事
と
生
活
の
融

合
」
と
な
る
。「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（W
ork-Life Balance

）」
が
「
仕
事
と
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
そ
の
両
方
を
充
実

さ
せ
る
働
き
方
」
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、「
更

に
そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
仕
事

時
間
と
生
活
時
間
の
線
引
き
を
な
く
す
」
こ

と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
仕
事
量
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
も
同
じ
人
生
の
一
部
と
し
て
融
合
し
、

両
方
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え

ば
今
ま
で
は
、十
七
時
に
現
場
か
ら
戻
っ
て
、

そ
の
後
事
務
所
で
二
時
間
仕
事
し
て
か
ら
帰

宅
し
て
い
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
現
場
か
ら

戻
っ
て
即
帰
宅
。
家
族
で
夕
食
を
食
べ
、
団

ら
ん
し
、
ひ
と
段
落
し
た
二
十
一
時
か
ら
家

で
残
り
の
仕
事
を
行
う
よ
う
な
働
き
方
で
あ

る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
業
務
環
境
が
整
っ
た
現

在
で
あ
れ
ば
、こ
の
働
き
方
も
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
家
族
と
一
緒
に
夕
食
を
取
れ

る
と
い
う
生
活
の
充
実
と
仕
事
の
責
任
を
持

つ
と
い
う
両
方
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
前
述
し
た
「
所
属
長
裁
量
制
」
が
そ
れ

に
似
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
仕
事
の
開
始

と
終
了
時
間
の
変
更
の
み
で
、「
仕
事
の
中

抜
け
」は
で
き
な
い
。
土
木
現
場
の
仕
事
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
よ
っ
て
業
務
条
件
が
異

な
る
。
ま
た
、
定
時
内
に
お
い
て
も
コ
ア
タ

イ
ム
が
担
当
業
務
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
仕
事
の
中
抜
け
」

も
可
能
に
し
た
勤
務
制
度
を
認
め
る
こ
と

で
、
更
に
多
様
な
働
き
方
が
可
能
と
な
り
、

Ｗ
Ｌ
Ｉ
が
実
現
で
き
る
。

ま
た
、「
も
っ
と
働
き
た
い
」
に
応
え
る
た

め
、
建
設
業
界
に
お
い
て
も
「
高
度
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の
よ
う
な
働
き
方
も

許
容
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
沢
山
仕
事

を
し
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
成
長
を
望
ん
で
い
る

人
の
希
望
も
叶
う
。
但
し
、
実
際
の
「
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
は
、
職
務
の

明
確
化
や
年
収
要
件
等
が
あ
る
た
め
、
こ
の

制
度
そ
の
も
の
を
適
用
す
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
こ
こ
ま
で
「
自
由
に
労
働
時
間
を

自
分
で
決
め
る
」
制
度
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
土
木
業

界
に
従
事
す
る
者
は
「
高
度
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
」
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

お
わ
り
に

働
き
方
改
革
は
、
決
し
て
「
労
働
時
間
を

規
制
す
る
」
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。

土
木
業
界
の
労
務
環
境
を
改
善
す
る
絶
好
の

機
会
だ
と
捉
え
、
更
に
働
き
や
す
い
業
界
を

目
指
し
、
世
界
の
技
術
革
新
に
遅
れ
る
こ
と

な
く
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
生

産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
ま
た
、
人
事
制
度
や
勤
務
制
度
に

お
い
て
も
、
こ
こ
五
年
間
の
変
革
に
満
足
せ

ず
、
更
に
「
多
様
な
働
き
方
」
が
選
択
で
き

る
業
界
に
な
る
た
め
に
、
前
例
の
な
い
変
革

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り
、
土
木
業
界

が
更
に
魅
力
的
と
な
り
、
若
者
の
土
木
業
界

離
れ
も
解
消
さ
れ
、
働
き
や
す
く
、
働
き
が

い
が
あ
り
、
生
産
性
の
高
い
業
界
に
な
る
と

信
じ
て
い
る
。

52



53



一
、は
じ
め
に

中
学
生
の
頃
に
国
立
の
高
等
専
門
学
校
が

新
設
さ
れ
、
こ
の
新
し
い
学
校
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
、
他
の
学
科
よ
り
土
木
工
学
科

の
方
が
面
白
そ
う
だ
と
入
学
し
た
と
こ
ろ
、

卒
業
生
は
い
な
い
、
伝
統
も
な
い
分
随
分
と

自
由
な
校
風
で
楽
し
く
学
び
、
卒
業
時
は
売

り
手
市
場
で
希
望
の
企
業
が
選
べ
、
ゼ
ネ
コ

ン
の
土
木
技
術
者
と
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
は
現
場
で
の
施
工
・
管
理
を
二
十

五
年
、
管
理
・
支
援
部
門
で
十
年
、
安
全
・

品
質
・
環
境
の
専
門
部
署
で
五
年
を
過
ご
し
、

定
年
退
職
後
は
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
職
中
の
平
成
十
六
年
か
ら
監
理

技
術
者
講
習
の
講
師
を
約
二
十
年
、
途
中
テ

キ
ス
ト
の
編
集
委
員
も
約
五
年
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
、貴
重
な
施
工
経
験

民
間
工
事
も
数
件
担
当
し
ま
し
た
が
、
地

方
自
治
体
発
注
工
事
を
多
く
施
工
し
、
難
易

度
の
高
い
工
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
同
年
度
に
複
数
の
工
事
を
施
工
し

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
工
期
内
に

い
か
に
効
率
良
く
、
設
計
書
通
り
の
構
造
物

を
造
る
か
に
注
力
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
後
の
施
工
管
理
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
く
れ
た
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な

工
事
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
ま
ず
あ
り
え
な

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
四
十
五
年

程
前
に
ま
だ
一
人
で
の
施
工
経
験
の
な
い
二

十
四
歳
の
技
術
者
に
一
現
場
を
任
せ
て
も
ら

え
た
の
で
す
。
離
島
の
漁
港
築
造
工
事
で
、

近
く
に
生
コ
ン
工
場
が
な
い
た
め
現
場
内
の

現
場
練
り
の
プ
ラ
ン
ト
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
練
り
混
ぜ
、
ミ
キ
サ
ー
車
を
自
分
で
も
運

転
し
て
い
ま
し
た
。
下
請
業
者
も
居
ま
せ
ん

の
で
地
元
の
農
漁
業
と
兼
業
で
き
る
方
々
を

直
接
雇
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
毎
月

現
金
を
詰
め
た
給
料
袋
を
全
員
に
直
接
手
渡

し
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
プ
レ
ハ
ブ
の
現
場

事
務
所
兼
宿
舎
に
一
人
で
寝
泊
ま
り
し
て
い

た
の
で
、
逆
に
よ
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
親
ぐ
ら
い
の
年
配
の
方
々
に
作
業
の

指
示
を
出
す
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
同
じ
地
区

の
方
々
な
の
で
特
に
公
平
さ
を
心
掛
け
ま
し

た
。
施
工
・
管
理
面
で
は
実
行
予
算
を
組
み
、

自
分
で
必
要
な
資
機
材
を
調
達
し
て
直
接
雇

用
で
施
工
し
て
い
る
た
め
施
工
歩
掛
り
も
簡

単
に
取
れ
、
必
要
な
資
機
材
や
具
体
的
な
施

工
手
順
が
早
め
に
身
に
つ
き
、
多
少
苦
労
は

し
ま
し
た
が
、
あ
り
が
た
い
経
験
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

元
請
の
監
理
技
術
者
に
は
、
今
の
時
代
に

直
接
こ
の
よ
う
な
経
験
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
の
づ
く
り
の
仕
組
み
、
施
工
管
理
の

具
体
的
な
や
り
方
の
習
得
、
地
区
及
び
協
力

業
者
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
な
の
は
今
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

三
、�監
理
技
術
者
制
度
と�

監
理
技
術
者
の
課
題

担
い
手
3
法
（
品
確
法
・
建
設
業
法
・
入

契
法
）が
改
正
さ
れ
、
適
正
な
利
潤
の
確
保
、

担
い
手
の
確
保
、
働
き
方
改
革
、
生
産
性
の

向
上
に
向
け
様
々
な
施
策
が
と
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
施
工
時
期
の
平
準
化
、

適
正
な
工
期
の
設
定
、
技
術
者
に
関
す
る
規

制
の
合
理
化
、
週
休
二
日
制
、
設
計
労
務
単

価
の
上
昇
な
ど
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

若
年
層
の
入
職
者
が
少
な
く
、
建
設
業
従
事

者
は
減
少
を
続
け
、
技
術
者
、
技
能
労
働
者

い
ず
れ
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
現
場
配

属
の
元
請
技
術
者
だ
け
で
は
規
定
時
間
内
に

す
べ
て
の
業
務
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
な
い
の
で
、

現
場
業
務
の
分
業
化
、
効
率
化
の
た
め
、
社

内
の
現
場
支
援
部
署
に
よ
る
書
類
作
成
の
遠

隔
支
援
や
外
注
に
よ
る
現
場
へ
の
直
接
的
な

施
工
補
助
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

総
合
評
価
落
札
方
式
で
は
、
応
募
す
る
技
術

監理技術者からのメッセージ

現場で活躍する監理技術者
～監理技術者講習を活かして～

労働安全コンサルタント 近藤事務所
代表　近藤　清二（元五洋建設㈱）
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者
の
同
種
工
事
の
監
理
技
術
者
と
し
て
の
経

験
が
配
点
上
有
利
な
た
め
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
同
種
工
事
し
か
施
工
で
き
な
い
技
術
者
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
監
理

技
術
者
は
、
一
定
以
上
の
知
識
・
見
識
、
経

験
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
証
明
す

る
た
め
に
も
各
種
研
修
の
受
講
、
法
定
講
習

な
ど
に
よ
る
資
格
の
取
得
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
後
外
国
人
労
働
者
の
就
業
も
益
々
増
加

す
る
で
し
ょ
う
が
、
言
語
、
作
業
指
示
の
理

解
が
難
し
く
労
働
災
害
や
就
労
の
リ
ス
ク
も

大
き
い
の
で
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
等
も
活
用
し
て
日
本
人

の
建
設
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
繋
げ
雇

用
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、�監
理
技
術
者
講
習
の�

講
師
と
し
て
の
取
組
み

当
講
習
は
、
現
場
の
監
理
技
術
者
と
し
て

必
要
と
さ
れ
る
幅
広
い
知
識
を
修
得
す
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
恒
常
的
に
知

っ
て
お
く
べ
き
必
要
な
基
本
的
な
知
識
」
と

「
新
し
い
法
令
の
改
正
や
行
政
に
お
け
る
技
術

施
策
の
方
向
性
が
分
か
る
情
報
」
を
念
頭
に

テ
キ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
関

連
情
報
と
な
る
も
の
を
調
べ
た
上
で
、
実
経

験
も
踏
ま
え
て
で
き
る
だ
け
興
味
を
引
く
話

題
を
取
り
入
れ
た
講
義
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の

円
滑
化
等
」
に
関
連
し
て
「
相
続
登
記
の
義

務
化
」、「
相
続
土
地
の
国
庫
帰
属
制
度
」
に

つ
い
て
や
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み
」

に
関
連
し
て
「
洋
上
風
力
発
電
を
始
め
と
す

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
、
変
遷
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
」
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

五
、�監
理
技
術
者
の
皆
様
に�

望
む
こ
と

「
第
五
期
国
土
交
通
省
技
術
基
本
計
画
」

（
令
和
四
年
策
定
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
将
来
、
そ
れ
も
近
い
将
来
の
建
設

の
現
場
は
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
驚
異

的
な
進
化
に
よ
り
、
土
木
・
建
築
技
術
者
だ

け
で
は
な
く
、
社
内
外
を
問
わ
ず
施
工
管
理

の
補
助
と
し
て
多
種
多
様
な
職
種
の
方
々
と

協
働
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
省
力
化
、
品
質
・
生
産
性
の
向
上
が
図

れ
る
半
面
、
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
な
た
め
監
理

技
術
者
が
内
部
構
造
ま
で
理
解
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
デ
ー
タ
の
誤
入
力
や
シ
ス
テ
ム
の

誤
作
動
で
結
果
が
間
違
っ
て
い
て
も
す
ぐ
に

は
解
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
監
理
技
術

者
は
、
現
行
工
法
の
モ
ノ
が
で
き
上
が
る
仕

組
み
を
理
解
し
た
上
で
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
活

用
し
て
現
場
全
体
を
俯
瞰
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
、お
わ
り
に

「
監
理
技
術
者
講
習
テ
キ
ス
ト
」
の
冒
頭
に

は
社
会
に
お
け
る
建

設
業
の
役
割
に
つ
い

て
こ
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
国

民
の
生
活
基
盤
で
あ

る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

安
全
・
安
心
な
国
土

の
保
全
・
整
備
、
経

済
活
動
の
基
盤
と
な

る
施
設
の
整
備
等
を

行
う
役
割
を
担
っ
て

い
る
。（
中
略
）災
害

時
に
は
保
有
す
る
人

材
、
資
材
、
機
材
を

活
用
し
地
域
社
会
の

復
旧
・
復
興
に
貢
献

し
て
い
る
。」
正
に

そ
の
と
お
り
で
我
々

は
生
活
の
糧
と
し
て

建
設
業
で
働
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
企
業
活
動
自
体
が
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
業
界
で
あ
る
と
プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
ま
だ
ま
だ
業
界
全
体
の
処
遇
の
改
善
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
技
術
者
と
し
て
の
自
分
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「イラスト　将来の社会イメージ（建設現場）」
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加
賀
市
は
石
川
県
の
南
西
に
位
置
し
、「
加

賀
温
泉
郷
」
と
呼
ば
れ
る
山
代
、
山
中
、
片

山
津
の
三
つ
の
温
泉
地
を
有
し
、
ま
た
九
谷

焼
や
山
中
漆
器
な
ど
の
伝
統
工
芸
、
日
本
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
北
前
船
な
ど
観
光
資

源
が
豊
富
な
都
市
で
す
。
令
和
六
年
三
月
に

は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、
加
賀
温
泉
駅
は

停
車
駅
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
圏
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
良
好
な
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
石
川
県
加
賀
市
出
身
で
、
石
川
工

業
高
等
専
門
学
校
の
環
境
都
市
工
学
科
に
入

学
し
、そ
こ
で
土
木
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

始
め
は
土
木
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
土
木
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
社
会
基
盤
の
整
備
に
携
わ
る
分
野

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
く
う
ち
に
、
土

木
職
と
し
て
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

学
校
卒
業
後
は
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方

整
備
局
に
入
庁
し
、
新
潟
で
四
年
間
、
石
川

で
二
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
河
川
事
務
所
に

配
属
さ
れ
た
際
は
、
洪
水
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
川
幅
を
広
げ
る
工
事
や
河
川
内
の
土

砂
を
掘
削
す
る
工
事
の
発
注
・
管
理
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
事
業
等
も
あ
り
、
有
識
者
を
交
え
た

委
員
会
や
大
学
の
教
授
と
共
同
研
究
の
よ
う

な
こ
と
も
行
い
ま
し
た
。
道
路
の
事
務
所
で

は
、
バ
イ
パ
ス
の
新
設
工
事
や
道
路
の
拡
幅

工
事
の
発
注
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

工
事
規
模
も
大
き
く
始
め
は
図
面
で
工
事

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
に
苦
し
み
ま
し
た

が
、
自
分
が
担
当
し
て
い
る
工
事
現
場
に
行

き
、
図
面
と
現
場
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く

中
で
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
人
手
不
足
や
生

産
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
私
の

担
当
し
た
現
場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
実
施
し

た
現
場
が
あ
り
ま
し
た
。
機
械
が
自
動
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
る
の
で
、
施
工
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
、
施
工
管
理
や
出
来
高
管
理

も
デ
ー
タ
で
瞬
時
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
と

て
も
効
率
が
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

が
浸
透
し
て
く
れ
ば
、
よ
り
建
設
業
の
働
く

環
境
も
改
善
さ
れ
、
女
性
技
術
者
の
活
躍
の

場
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

な
お
、
北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
二
～
三

年
ご
と
に
北
陸
三
県
内
で
の
移
動
が
伴
い
ま

す
。
色
々
な
地
域
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
も

魅
力
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
結
婚
を
き
っ
か

け
に
今
後
の
人
生
を
見
つ
め
な
お
す
中
で
、

子
育
て
を
す
る
環
境
や
仕
事
と
の
両
立
を
考

え
、
地
元
で
あ
る
加
賀
市
役
所
に
転
職
を
決

意
し
ま
し
た
。

加
賀
市
役
所
で
は
土
木
課
に
配
属
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
工
事
や
業
務
の
発
注
・

管
理
を
行
っ
て
お
り
、
仕
事
の
流
れ
等
は
前

職
と
似
て
い
る
の
で
比
較
的
馴
染
み
や
す
か

っ
た
で
す
。
大
き
く
異
な
る
の
は
、
こ
れ
ま

で
は
測
量
や
設
計
は
コ
ン
サ
ル
が
行
い
、
で

き
あ
が
っ
た
図
面
と
数
量
計
算
書
で
工
事
の

発
注
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
加
賀
市
役
所

で
は
工
事
規
模
が
小
さ
い
工
事
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
場
合
は
測
量
・
計
画
・
設
計
を
自

ら
行
う
の
で
、
初
め
は
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
先
輩
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
で
一
か
ら
作
り
上

げ
る
こ
と
に
と
て
も
面
白
み
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
距

離
も
非
常
に
近
い
の
で
、
直
接
お
礼
や
苦
情

を
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
さ

ら
に
仕
事
へ
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

土
木
技
術
者
と
し
て
働
い
て
ま
だ
七
年
目

な
の
で
、
経
験
値
も
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
令
和
六
年
一
月
一
日
の
能
登
半
島
地
震

で
は
、
加
賀
市
で
も
震
度
五
を
観
測
し
、
土

坂本　莉子
加賀市　建設部　土木課

土木技術者としての
あゆみとやりがい

活躍する女性技術者活躍する女性技術者
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木
課
で
は
す
ぐ
に
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。
多
く
の
場
所
で
道
路
の
陥
没
や

ひ
び
割
れ
、
家
屋
等
の
損
傷
な
ど
の
被
害
が

見
受
け
ら
れ
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
身

に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
測
量
を
現
地
で
行
っ
て
い
る
と
、
市
民

の
方
か
ら
「
お
疲
れ
様
」「
あ
り
が
と
う
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
、
自

分
た
ち
の
生
活
環
境
も
危
う
い
中
で
そ
う
い

っ
た
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
の
も
と
て
も
心

苦
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
の
仕
事
に
使
命
感
を
持
も
っ
て
頑
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
、
身
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
頑
張
っ
て
、
地
域
の
方
々
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

加
賀
市
役
所
に
採
用
さ
れ
て
一
年
目
に
全

国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
で「
市
町
村
道
研
修
」

を
受
講
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、

予
算
や
補
助
金
、

占
用
な
ど
日
々
の

業
務
を
行
う
に
あ

た
り
基
本
と
な
る

部
分
や
、
市
町
村

道
の
計
画
、設
計
、

整
備
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
あ
り

方
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
自

分
の
行
っ
て
い
る

業
務
の
位
置
づ
け

や
目
的
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、

交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
全
国

で
は
様
々
な
対
策

方
法
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
興

味
が
湧
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
研
修
で
は
、
全
国
か
ら
同
じ
職

種
の
方
が
集
ま
る
の
で
色
々
情
報
交
換
で
き

る
機
会
で
も
あ
り
、
三
日
間
と
い
う
短
い
期

間
で
し
た
が
、
飲
み
会
や
ラ
ン
チ
で
も
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
公
務
員
で
土

木
技
術
者
と
し
て
七
年
半
働
い
て
き
ま
し
た

が
、体
力
に
そ
れ
ほ
ど
自
信
が
な
い
私
で
も
、

力
仕
事
で
は
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き

な
が
ら
不
便
な
く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
ま
で
私
が
働
い
て
き
た
環
境
に
お
い
て

は
、
特
に
女
性
で
あ
る
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
場
面
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
賀
市

役
所
で
は
最
近
女
性
技
術
者
が
少
し
ず
つ
増

え
て
き
て
、
同
年
代
の
女
性
技
術
者
も
数
名

い
る
の
で
、
男
性
ば
か
り
で
つ
ま
ら
な
い
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
有
休
に
つ
い

て
も
上
司
は
積
極
的
に
取
得
す
る
よ
う
に
言

っ
て
く
れ
る
の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
予
定

も
立
て
や
す
く
、
今
の
仕
事
環
境
に
す
ご
く

満
足
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
今
は
地
元
に
就

職
で
き
両
親
も
近
く
に
い
る
の
で
、
将
来
子

供
を
授
か
っ
た
と
し
て
も
、
必
要
な
時
は
親

を
頼
り
な
が
ら
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1

5

3

4

2

1測量作業
2側溝整備前
3側溝整備後
4 �段階確認：�
クレー舗装路盤厚確認

5段階確認：塗装色確認
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令和6年度の研修 
－知識と技術の修得、そして相互啓発の場－

令和6年度は、次の3方式で研修を実施します。
なお、研修の内容に応じて、CPDを取得する事ができます。詳細は募集開始時に
当センターホームページに掲載する「研修のご案内」でご確認ください。

①集　合 受講者の皆さんに当センターまで来場していただき、各教科目の
講師から直接受講していただきます。

①�教室内で講師の生の声を聞きながら受講でき、集中力を保てる
環境が整っています。
②�講義の内容について講師との質疑応答が行えます。
③�同じ業務を担当している方々が、全国から集まって受講される
ので、受講者の相互交流が図れます。

②ライブ 上記集合研修をライブ配信いたします。職場やご自宅でパソコン
やスマートフォンを通して受講していただけます。

①�集合研修で使用するテキストを研修開始前までに送付します。
②�研修を職場やご自宅で受講できますので、移動時間やコストの
削減が図れます。

③オンデマンド 研修の教科目の全部または一部をオンデマンドで配信します。

①�テキストを研修開始（配信）前までに送付します。
　�職場やご自宅でパソコンやスマートフォンを通して、配信期間
中は何度でもお好きな時間に研修を受講していただけます。
②�研修を職場やご自宅で受講できますので、移動時間やコストの
削減が図れます。

令和5年度におきましては、国・地方公共団体・民間の方に積極的に活用いただき、
5千人以上の皆様に研修を受講いただきました。
令和6年度につきましては、当センターのホームページに掲載いたします「研修
計画・研修案内・研修のご案内」をご覧下さい。
皆様のご参加をお待ちしております。

建設研修のお問い合わせ先
一般財団法人 全国建設研修センター 研修局

〒187-8540　東京都小平市喜平町2-1-2
TEL 042-324-5315　FAX 042-322-5296

ホームページアドレス　https://www.jctc.jp/training
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部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

土
地
・
用
地

用地事務（建物・
営業・その他補償）

集 40
6/25
～28 4

63,000

ラ － 61,000

用地事務（土地） 集 40 11/11
～15 5 77,000

用地職員のための
法 律 実 務 集・ラ 40 7/31

～8/2 3 70,000

不動産鑑定・地価調査 集 40 6/26
～28 3 70,000

河
川
・
ダ
ム

河 川 構 造 物 設 計 集 50 7/9
～12 4 75,000

河川整備計画・事業評価
－実施例を中心に－ 集・ラ 40 8/27

～30 4 74,000

ダ ム 管 理 集 40 11/11
～15 5 101,000

ダム操作実技訓練 集 60
11/20

～
計10回

各
3日 71,000

ダム管理主任技術
者（ 学 科 ） 研 修

集 105

4/15
～19 5 102,000

ダム管理主任技術
者（ 実 技 ） 研 修

5/13～
計20回

各
3日 78,000

砂
防
・
海
岸

砂防等計画設計
－土石流、急傾斜地崩
壊、地すべり対策－

集 40 5/28
～31 4 79,000

土砂災害対策
－地方公共団体におけ
る土砂災害防止法の運
用事例を中心として－

集・ラ 40 9/11
～13 3 70,000

道
　
路

道 路 整 備 施 策 集・ラ 40 7/3
～5 3 68,000

市 町 村 道 集・ラ 40 10/21
～23 3 70,000

舗 装 技 術
集 40 7/23

～26 4 80,000

ラ － 7/23
～25 3 70,000

道路構造物設計演習 集・ラ 60 8/21
～23 3 70,000

わかりやすい道路
計 画・ 設 計 演 習

集 40
10/7
～11 5 96,000

ラ 30

道路構造物維持管理
集 40

5/22
～24 3

75,000

ラ － 65,000

橋
梁

鋼橋設計・施工
－基本技術から維持補修まで－ 集・ラ 40 1/22

～24 3 69,000

★橋梁設計（基本講座） オン － 6/5
～11 7 19,000

☆橋 梁 設 計 集 50 8/26
～30 5 97,000

PC橋の設計・施工 オン － 7/1
～14 14 69,000

PC橋の維持管理 オン － 11/13
～12/2 20 69,000

都
市

都 市 計 画 の 基 礎
集 40

5/15
～17 3

77,000

ラ － 72,000

都 市 計 画 Ⅰ
集 40 6/10

～14 5 97,000

ラ － 6/10
～13 4 87,000

都 市 計 画 Ⅱ
集 30 11/18

～22 5 97,000

ラ 30 11/18
～21 4 87,000

部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

都
市

都 市 再 開 発
集 40 6/4

～7 4 86,000

ラ 40 6/4
～6 3 76,000

宅地造成技術講習 集 105 7/1
～5 5 72,000

★区画整理（基礎講座） オン － 5/23
～29 7 28,000

☆区 画 整 理 集・ラ 40 7/8
～12 5 91,000

街 路
－都市における円滑な交通の
確保と豊かな公共空間を－

集 40 5/21
～24 4 80,000

交 通 ま ち づ く り
集 40

11/5
～7 3

75,000

ラ － 65,000

★公園・都市緑化（基礎講座）
－都市公園活用の秘訣－ オン － 9/2

～8 7 36,000

☆公園・都市緑化
集 40 10/29

～11/1 4 77,000

ラ － 10/29
～31 3 67,000

下 水 道
－ストックマネジメント計画・

総合地震対策・維持管理－
集・ラ 40 9/18

～20 3 72,000

景 観 ま ち づ く り 集・ラ 30 7/16
～19 4 77,000

コンパクトシティ 集・ラ 40 4/24
～26 3 66,000

公共空間デザイン・
マ ネ ジ メ ン ト オン － 9/18

～25 8 34,000

景観形成の理論と実践
－景観形成の方法論とコ
ンペ・プロポ等の効果的

な実施・運用方法－
集・ラ 30 6/5

～6 2 55,000

建
築

建 築 設 計 集 40 12/2
～6 5 87,000

建 築 構 造 集 40 9/9
～13 5 99,000

木造建築物の設計・
施 工 の ポ イ ン ト 集・ラ 40 11/26

～28 3 70,000

建 築 改 修 集・ラ 40 10/15
～18 4 80,000

建築設備（電気） 集 40 11/18
～22 5 91,000

建築設備（衛生） 集 40 10/28
～11/1 5 103,000

公共建築プロジェ
クトマネジメント
－公共建築プロジェクト
に携わる技術者として
知っておきたい知識－

オン － 11/6
～25 20 28,000

建築工事のポイント 集・ラ 40 6/19
～21 3 70,000

建築物の維持・保全 集 40 1/14
～17 4 86,000

建 築 確 認 実 務 Ⅰ
集・ラ 各 40

6/18
～21

4 71,000
建 築 確 認 実 務 Ⅱ 10/15

～18
B I M
－BIMによる設計・施工の
見える化技術の利活用－

集 30 9/26
～27 2 51,000

建 築 基 準 法
（単体規定と集団規定） オン － 5/15

～28 14 50,000

建築設備改修（基礎講座） オン － 6/11
～17 7 28,000

住
宅空 き 家 対 策 集・ラ 40 7/23

～25 3 70,000
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令和6年度　研修計画一覧

Ⅰ. 行政関係を対象とした研修（行政研修） Ⅱ. 行政・民間企業を対象とした研修（一般研修）
部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人）

事
業
監
理

公共工事契約実務 集・ラ 40 9/4
～6 3 70,000

総合評価方式の活用 オン － 8/16
～29 14 53,000

施
工
管
理

土 木 工 事 積 算
－積上型積算演習を通
じた土木技術の修得－

集 60 5/28
～31 4 66,000

土 木 工 事 監 督 者 集 40 6/11
～14 4 70,000

品 質 確 保 と 検 査 集 40 8/20
～23 4 80,000

防
災災 害 復 旧 実 務 オン － 6/4

～7/3 30 95,000

河
川
・

ダ
ム ダム管理（管理職） 集 40 4/24

～26 3 66,000

道
路道 路 管 理 集・ラ 40 9/3

～6 4 82,000

橋
梁
道路管理者のため
の 橋 梁 維 持 補 修 集・ラ 40 9/18

～20 3 70,000

都
市

開 発 許 可 Ⅰ
－開発許可事務の基礎－

集・ラ 各 60

6/26
～28

3 60,000
開 発 許 可 Ⅱ
－開発許可事務の基礎－

9/18
～20

開発許可専門
－的確な許可・指導－ 集 40 10/30

～11/1 3 65,000

宅地造成及び特定盛土
等規制法（盛土規制法） 集 60 7/30

～8/2 4 82,000

建
築

建築基準法（建築物の監視） 集・ラ 50 6/10
～14 5 95,000

公共建築工事積算 集 50 10/7
～11 5 92,000

公共建築設備工事
積 算（ 機 械 ） 集 50 11/6

～8 3 64,000

建築物の環境・
省エネルギー
－公共建築におけるSDGs達成貢
献とカーボンニュートラル推進－

オン － 10/16
～25 10 31,000

建築工事監理Ⅰ
－公共建築工事を的確
に監督、工事監理する

基本的ポイント－
集 各 60

7/1
～5

5 97,000
建築工事監理Ⅱ
－公共建築工事を的確
に監督、工事監理する

基本的ポイント－

9/30
～10/4

建 築 設 備 改 修 集 50 7/24
～26 3 71,000

建築設備工事監理 集・ラ 40 5/29
～31 3 66,000

部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

事
業
監
理

アセットマネジメント
－社会資本を効果的、
効率的に運用・維持・

管理するために－
集 40 10/23

～25 3 70,000

官民連携（PPP/PFI）
－官民連携による公共
施設等の整備・運営－

集・ラ 40 5/21
～23 3 70,000

会計検査指摘事例から学ぶ
－公共工事の設計・積算・
施工・契約の留意点－

集・ラ 40 1/30
～31 2 46,000

施
工
管
理

土 木 施 工 管 理 集・ラ 70 7/17
～19 3 67,000

コンクリート構造物
の維持管理・補修 オン － 11/13

～12/2 20 65,000

若手建設技術者のた
めの施工技術の基礎 オン － 5/17

～30 14 70,000

仮設構造物の計画・
設 計・ 施 工 集 40 10/22

～25 4 70,000

土木技術のポイント
A（計画・設計コース） 集・ラ 50 9/24

～27 4 79,000

土木技術のポイントB
（施工・監督・検査コース） 集・ラ 40 10/16

～18 3 69,000

構 造 計 算 の 基 礎 集 50 5/8
～10 3 70,000

盛土工の基本
－計画、施工から維持管理まで－ 集・ラ 40 9/30

～10/2 3 70,000

ICT施工のポイント
集 50 9/3

～6 4 81,000

ラ － 9/3
～5 3 71,000

土木構造物の設計
の 基 本・ 演 習 オン － 10/2

～11 10 30,000

若手職員のための建設工事
のポイント（土木コース）

オン －

7/1
～14

14 75,000
若手職員のための建設工事
のポイント（建築コース）

7/16
～29

コンクリート構造物
メンテナンスの基本 集・ラ 40 7/17

～19 3 65,000

はじめての土木
ー施工がわかるイラスト土木入門ー 集・ラ 50 6/4

～7 4 80,000

土
質
・
地
質

地 質 調 査
－地盤に関わる諸問題解決
の知識と留意点について－

集・ラ 40 5/8
～10 3 70,000

やさしい土質力学の基礎 集・ラ 60 6/12
～14 3 70,000

★土質設計計算（基礎講座） オン － 7/22
～28 7 25,000

☆土質設計計算
－構造物基礎設計の演習－ 集・ラ 40 9/10

～13 4 76,000

防
災

地域の浸水対策
－ゲリラ豪雨対策など総合
的な雨水排水対策の推進－

集・ラ 40 5/15
～17 3 66,000

土木構造物耐震技術 集・ラ 40 12/4
～6 3 73,000

斜面安定対策
－設計・施工・復旧対策－ 集・ラ 40 11/6

～8 3 68,000

地すべり防止技術 集 40 5/21
～24 4 90,000

水害対応タイムライン
－適切なタイミングで

躊躇なく行動－
集・ラ 40 11/27

～29 3 70,000

水災害対策（危機
管理と流域治水） 集・ラ 40 1/22

～24 3 75,000

ト
ン
ネ
ル

トンネル工法（NATM）
集 40 11/18

～22 5 91,000

ラ － 11/18
～21 4 81,000

土
地
・
用
地

★用地基礎（基礎講座） オン － 4/22
～28 7 40,000

☆用 地 基 礎 集・ラ 40 5/13
～17 5 77,000

※ 網掛けしている研修は、令和６年度の新規研修です。

※�研修方式の記載方法について　集=集合研修　ラ=ライブ研修�
オン=オンデマンド研修

※�★の研修は、既存の集合研修のポイントを集約し、基礎編として
オンデマンド配信で実施します。☆の研修と併せて受講される
と、より理解が深まります。

※�ライブ研修は、当センターで実施する集合研修を同時に配信す
る研修です。

※「募集人数」は、集合研修の定員です。一部を除き、ライブ研修、
オンデマンド研修に定員はありません。

※�オンデマンド研修の「日数」は、配信期間です。

※�研修会費は、消費税を含んだ金額を表示しています。

※�研修期間・日数等は変更することがあります。
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種 

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈫から
５月21日㈫まで ９月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
金沢・名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・熊本・那覇

１０月3日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈫から
５月２1日㈫まで １２月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和7年
３月5日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

３月6日㈬から
３月21日㈭まで ６月2日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月2日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

７月9日㈫から
７月23日㈫まで １１月17日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和7年
１月6日㈪

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。
電気通信主任技術者試験合格後又は資
格者証交付後、実務経験1年以上（別途
1級又は２級第一次検定に合格するこ
とが必要）

７月9日㈫から
７月23日㈫まで １１月17日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

第一次検定
令和7年
1月6日㈪
第二次検定
令和7年
3月5日㈬

造
園
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈫から
５月２1日㈫まで ９月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

１０月3日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈫から
５月２1日㈫まで １２月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和7年
３月5日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

３月6日㈬から
３月21日㈭まで ６月2日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月2日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

７月9日㈫から
７月23日㈫まで １１月17日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮･
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和7年
1月6日㈪

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。

７月9日㈫から
７月23日㈫まで １１月17日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和7年
1月6日㈪
第二次検定
令和7年
3月5日㈬

技
術
検
定

土
地
区
画
整
理
士

学科試験・
実地試験

学歴又は資格により所定の実務経験を
有する者。
（学科試験免除者は、実地試験を受検）

５月7日㈫から
５月２1日㈫まで ９月1日㈰ 東京・名古屋・大阪・福岡 １２月6日㈮

一般財団法人 全国建設研修センター 試験業務局 ホームページアドレス：https://www.jctc.jp/exam
●土木施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（土木試験課）� ☎ 042（300）6860（代）

●管工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（管工事試験課）� ☎ 042（300）6855（代）

●電気通信工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（電気通信工事試験課）�☎ 042（300）0205（代）
●造園施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（造園試験課）� ☎ 042（300）6866（代）

●土地区画整理士技術検定〈学科及び実地試験〉（区画整理試験課）� ☎ 042（300）6866（代）

お
問
い
合
わ
せ
先
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種 

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

1級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

3月22日㈮から
4月5日㈮まで 7月7日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・鹿児島・那覇

8月15日㈭

1級 第二次検定

第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。
技術士第二次試験合格後、所定の実務
経験を有する者。

3月22日㈮から
4月5日㈮まで 10月6日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

令和7年
1月10日㈮

2級 第一次検定
（前期試験）
〔種別：土木〕

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

3月6日㈬から
3月21日㈭まで 6月2日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・那覇

7月2日㈫

2級 第一次検定
（後期試験）
〔�種別：土木・ 

鋼構造物塗装・
薬液注入〕

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月3日㈬から
7月17日㈬まで 10月27日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・熊本・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

12月4日㈬

2級 第一次検定・
第二次検定

〔�種別：土木・ 
鋼構造物塗装・
薬液注入〕

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。
技術士第二次試験合格後、所定の実務
経験を有する者。

7月3日㈬から
7月17日㈬まで 10月27日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

第一次検定
12月4日㈬
第二次検定
令和7年
2月5日㈬

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

1級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

5月7日㈫から
5月21日㈫まで 9月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

10月3日㈭

1級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

5月7日㈫から
5月21日㈫まで 12月1日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和7年
3月5日㈬

2級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

3月6日㈬から
3月21日㈭まで 6月2日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

7月2日㈫

2級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月9日㈫から
7月23日㈫まで 11月17日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮・
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和7年
1月6日㈪

2級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。

7月9日㈫から
7月23日㈫まで 11月17日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和7年
1月6日㈪
第二次検定
令和7年
3月5日㈬

令和6年度　技術検定のご案内 （�令和6年度から令和10年度までの間は経過措置とし�
第二次検定は、旧受検資格と新受検資格の選択が可能）
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監理技術者講習

建設技術者のためのスキルアップ講習
技術者以外の方にも好評！最新の講座

Aコース 知っておくべき「建設業法」
Bコース 建設現場に必須な「安全管理」
Cコース 建設工事の「環境管理」、そのポイント！

工事現場での取り組み事例から学ぶ
「生産性の向上」・「安全性の向上」アーカイブ配信

Dコース ICT技術を活用した、生産性・安全性を
向上させる取り組み《桂町トンネル工事》

Eコース 安全巡回や指導から学ぶ、元請 ・下請それぞれの
立場での法令順守《草津下水処理場建設工事》CPDS認定セミナー

（一社）全国土木施工管理技士会連合会

・ 経験豊富な講師と対面での講習
・ 現場で役立つテキスト
・ 受講後もフォローアップ（最新情報をお届け）

30年の実績と信頼！

全都道府県72都市で開催！
土曜日も開催！ （札幌、仙台、東京、名古屋、大阪地区）
前日までの申込みで受講可能！

年間700開催会場講習

最短5日後の受講が可能！
ほぼ毎日開催オンライン講習

累計193万人が受講！！

建設技術者の必須講習!
eラーニング方式（スマートフォン対応）

■ 理解度にあわせ繰り返し学習可能
■ いつでもどこでも受講可能
■ 講義資料はダウンロード可能

リカレント教育に
是非！

リカレント教育に
是非！

2024年5月9日（木）から申込み期間 2024年5月15日（水）から視聴期間

CPD認定講習

TEL. 042-300-1741　URL. https://www.jctc.jp/

一　　般
財団法人 全国建設研修センター

全建ジャーナル（1ページ／縦255ミリ×横180ミリ）7/25修正
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1号から152号までのバックナンバーをHPに掲載！
気になる号、懐かしい号など、どの号も全ページ
PDFでご覧いただけます。

https://www.jctc.jp/backnumber/

全ての号をご覧いただけます。

「国づくりと研修」をご覧になったご感想、ご意見をお寄せください。また、
気になったテーマやおもしろかった記事、今後取り上げて欲しいテーマなども
お寄せください。



監理技術者講習のご案内

【お申込み・お問合せ先】
一般財団法人 全国建設研修センター
事業推進室　講習部
TEL 042-300-1741

監理技術者講習テキスト

「監理技術者必携 令和6年版」の内容
第１章　建設業の現状と監理技術者
第２章　建設工事における技術者制度及び法律制度
第３章　施工計画と施工管理
第４章　建設工事における安全衛生管理
第５章　建設工事における環境保全
第６章　建設技術の動向

令和 6 年 10 月 1 日発行Ⓒ
編　　集 『国づくりと研修』編集小委員会

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（300）2488

  FAX042（327）0925
発　　行 一般財団法人全国建設研修センター

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（321）1634

印　　刷 TOPPANクロレ株式会社

「講習修了履歴」と「資格者証」

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

国土交通大臣登録
講習実施機関 『監理技術者講習』の受講

国土交通大臣登録講習実施機関（登録番号第1号）

全国建設研修センター一　　般
財団法人

監理技術者講習
修了履歴（シール化）交付

工事現場の
「監理技術者」
になることができます。

の両方を取得

『講習修了履歴』
『資 格者 証』
『講習修了履歴』
『資 格者 証』

全都道府県 72都市で実施全都道府県 72都市で実施 今すぐアクセス!!

●現場経験豊富な講師が最新の情報を直接講義する対面講習です。
●建設業法、品確法及び建設工事における安全管理、環境保全、

新技術動向を重点的にまとめたテキスト（毎年更新）。
●建設関係の最新の情報を提供する補足テキスト（3ヶ月毎に更新）。

※講師と対面で実施する「会場講習」と、インターネット回線を介した
「オンライン講習」を実施しております。

現場の監理技術者になるには『監理技術者講習』の受講と『監理技術者資格者証』が必要です。

●講習修了履歴の有効期限は、講習修了日の属する年の翌年の１月１日から５年を経過しない12月31日。

建設業法では、公共工事だけではなく、「民間の重要な建設工事（個人住宅を除く殆どの建設
工事が対象）」において専任で配置される監理技術者は、監理技術者講習を受講することが
義務付けられています。 

編集後記
●今年度より『国づくりと研修』を担当させていただくこととなりました高橋です。
　今回の152号は、「2024年問題への取組み」を特集いたしました。これまでの
取組みと今後の課題について多方面の方々にご執筆いただきましたので 、ご一読
いただけますと幸いです。
　また、今号よりご意見・ご感想をお寄せいただけるようにいたしました。情報の
ご提供、ご提案、ご投稿などご連絡をお待ちしております。（高）

●働き方改革が始まり５年。キーワードとなって大分浸透してきていますが、医療・
運輸そして建設においては５年の猶予期間が過ぎ、今後は罰則つきでチェックされ
ることとなります。この2024年問題を踏まえて、建設の特集を組んでみました。
実際に現場のみなさまの声をお聞きして色々な状況がわかりました。みなさまにそ
の様子を少しでも感じていただけたら幸いです。（山）



時期 期　間 日数 研　修　名 申込開始
予定日 研修方式

4月

15～19日 5 ダム管理主任技術者（学科）研修 2/19 集合
22～28日 7 用地基礎（基礎講座） 2/19 オンデマンド
24～26日 3 コンパクトシティ 2/19 集合・ライブ
24～26日 3 ダム管理（管理職） 2/19 集合

5月

8～10日 3 地質調査 3/6 集合・ライブ
8～10日 3 構造計算の基礎 3/6 集合
13～17日 5 用地基礎 3/11 集合・ライブ
15～17日 3 地域の浸水対策 3/11 集合・ライブ
15～17日 3 都市計画の基礎 3/11 集合・ライブ
15～28日 14 建築基準法（単体規定と集団規定） 3/11 オンデマンド
17～30日 14 若手建設技術者のための施工技術の基礎 3/11 オンデマンド
21～23日 3 官民連携（PPP/PFI） 3/18 集合・ライブ
21～24日 4 街路 3/18 集合
21～24日 4 地すべり防止技術 3/18 集合
22～24日 3 道路構造物維持管理 3/18 集合・ライブ
23～29日 7 区画整理（基礎講座） 3/18 オンデマンド
28～31日 4 砂防等計画設計 3/26 集合
28～31日 4 土木工事積算 3/26 集合
29～31日 3 建築設備工事監理 3/26 集合・ライブ

6月

4～7日 4 はじめての土木 4/2 集合・ライブ
4～7日 4 都市再開発 4/2 集合・ライブ
4～7月3日 30 災害復旧実務 4/5 オンデマンド
5～6日 2 景観形成の理論と実践 4/2 集合・ライブ
5～11日 7 橋梁設計（基本講座） 4/2 オンデマンド
10～14日 5 建築基準法（建築物の監視） 4/8 集合・ライブ
10～14日 5 都市計画Ⅰ 4/8 集合・ライブ
11～14日 4 土木工事監督者 4/8 集合
11～17日 7 建築設備改修（基礎講座） 4/8 オンデマンド
12～14日 3 やさしい土質力学の基礎 4/8 集合・ライブ
18～21日 4 建築確認実務Ⅰ 4/15 集合・ライブ
19～21日 3 建築工事のポイント 4/15 集合・ライブ
25～28日 4 用地事務（建物・営業・その他補償） 4/23 集合・ライブ
26～28日 3 開発許可Ⅰ 4/23 集合・ライブ
26～28日 3 不動産鑑定・地価調査 4/23 集合

7月

1～5日 5 建築工事監理Ⅰ 4/30 集合
1～5日 5 宅地造成技術講習 5/7 集合
1～14日 14 PC橋の設計・施工 4/30 オンデマンド
1～14日 14 若手職員のための建設工事のポイント（土木コース） 4/30 オンデマンド
3～5日 3 道路整備施策 4/30 集合・ライブ
8～12日 5 区画整理 5/7 集合・ライブ
9～12日 4 河川構造物設計 5/7 集合
16～19日 4 景観まちづくり 5/14 集合・ライブ
16～29日 14 若手職員のための建設工事のポイント（建築コース） 4/30 オンデマンド
17～19日 3 土木施工管理 5/14 集合・ライブ
17～19日 3 コンクリート構造物メンテナンスの基本 5/14 集合・ライブ
22～28日 7 土質設計計算（基礎講座） 5/20 オンデマンド
23～25日 3 空き家対策 5/20 集合・ライブ
23～26日 4 舗装技術 5/20 集合・ライブ
24～26日 3 建築設備改修 5/20 集合
30～8月2日 4 宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法） 5/28 集合
31～8月2日 3 用地職員のための法律実務 5/28 集合・ライブ

8月
16～29日 14 総合評価方式の活用 6/18 オンデマンド
20～23日 4 品質確保と検査 6/18 集合

時期 期　間 日数 研　修　名 申込開始
予定日 研修方式

8月
21～23日 3 道路構造物設計演習 6/18 集合・ライブ
26～30日 5 橋梁設計 6/24 集合
27～30日 4 河川整備計画・事業評価 6/24 集合・ライブ

9月

2～8日 7 公園・都市緑化（基礎講座） 7/8 オンデマンド
3～6日 4 ICT施工のポイント 7/8 集合・ライブ
3～6日 4 道路管理 7/8 集合・ライブ
4～6日 3 公共工事契約実務 7/8 集合・ライブ
9～13日 5 建築構造 7/8 集合
10～13日 4 土質設計計算 7/8 集合・ライブ
11～13日 3 土砂災害対策 7/8 集合・ライブ
18～20日 3 開発許可Ⅱ 4/23 集合・ライブ
18～20日 3 道路管理者のための橋梁維持補修 7/17 集合・ライブ
18～20日 3 下水道 7/17 集合・ライブ
18～25日 8 公共空間デザイン・マネジメント 7/17 オンデマンド
24～27日 4 土木技術のポイントA（計画・設計コース） 7/23 集合・ライブ
26～27日 2 BIM 7/23 集合
30～10月2日 3 盛土工の基本 7/29 集合・ライブ
30～10月4日 5 建築工事監理Ⅱ 4/30 集合

10月

2～11日 10 土木構造物の設計の基本・演習 7/29 オンデマンド
7～11日 5 公共建築工事積算 8/5 集合
7～11日 5 わかりやすい道路計画・設計演習 8/5 集合・ライブ
15～18日 4 建築確認実務Ⅱ 4/15 集合・ライブ
15～18日 4 建築改修 8/13 集合・ライブ
16～18日 3 土木技術のポイントB（施工・監督・検査コース） 8/13 集合・ライブ
16～25日 10 建築物の環境・省エネルギー 8/13 オンデマンド
21～23日 3 市町村道 8/19 集合・ライブ
22～25日 4 仮設構造物の計画・設計・施工 8/19 集合
23～25日 3 アセットマネジメント 8/19 集合
28～11月1日 5 建築設備（衛生） 8/26 集合
29～11月1日 4 公園・都市緑化 8/26 集合・ライブ
30～11月1日 3 開発許可専門 8/26 集合

11月

5～7日 3 交通まちづくり 9/4 集合・ライブ
6～8日 3 公共建築設備工事積算（機械） 9/4 集合
6～8日 3 斜面安定対策 9/4 集合・ライブ
6～25日 20 公共建築プロジェクトマネジメント 9/4 オンデマンド
11～15日 5 用地事務（土地） 9/9 集合
11～15日 5 ダム管理 9/9 集合
13～12月2日 20 PC橋の維持管理 9/11 オンデマンド
13～12月2日 20 コンクリート構造物の維持管理・補修 9/11 オンデマンド
18～22日 5 建築設備（電気） 9/17 集合
18～22日 5 都市計画Ⅱ 4/8 集合・ライブ
18～22日 5 トンネル工法 （NATM） 9/17 集合・ライブ
26～28日 3 木造建築物の設計・施工のポイント 9/24 集合・ライブ
27～29日 3 水害対応タイムライン 9/24 集合・ライブ

12月
2～6日 5 建築設計 9/30 集合
4～6日 3 土木構造物耐震技術 9/30 集合・ライブ

1月

14～17日 4 建築物の維持・保全 11/12 集合
22～24日 3 鋼橋設計・施工 11/19 集合・ライブ
22～24日 3 水災害対策（危機管理と流域治水） 11/19 集合・ライブ
30～31日 2 会計検査指摘事例から学ぶ 11/28 集合・ライブ

※研修時期・期間・日数は変更することがあります。
※オンデマンド研修の「日数」は配信期間です。
※申込開始日を、日延べする場合がございます。

一般財団法人 全国建設研修センター 研修局
〒187-8540　東京都小平市喜平町2-1-2
TEL.  042-324-5315　FAX.  042-322-5296
https://www.jctc.jp/training/

※ 以下の市町村振興協会等では、当センター研修受講経費等に対する各道県内市町村への助成制度が設けられています。
（北海道・青森県・岩手県・栃木県・群馬県・神奈川県・新潟県・富山県・山梨県・岐阜県・静岡県・奈良県・和歌山県・岡山県・山口県・徳島県・高知県・
大分県・宮崎県）◎詳細は、各道県市町村振興協会・こうち人づくり広域連合にお問い合わせください。

研修カレンダー 2024年度
※ 研修は、令和6年度新規研修です。
※ 研修は、国立オリンピック記念青少年
総合センターで開催いたします。
　詳細は、当センターHPをご覧ください。
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